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1．本書は、平成３年度県営ほ場整備事業（上野北部）に係わる伊賀国府推定地の発

掘調査の結果をまとめたものである。

2．調査に掛る費用は、その一部を国庫補助金を得て県教育委員会が、他は県農林水

産部が負担した。

3．調査は三重県教育委員会が主体となり、三重県埋蔵文化財センターが担当し、報

告書作成は三重県埋蔵文化財センターが担当した。

4．今回は、伊賀国府推定地の範囲を確認するために行った調査である。本書では、

過年度のトレンチ調査や面調査で地区が重複することなどから、過去の調査の概要

も併せて、柘植川の南部と北部、北部をさらに地区別に分け記述することにする。

5．伊賀国府推定地の調査および遺物整理については、指導員として次の先生方の指

導と助言を得た。

八賀晋（国立三重大学人文学部）

小笠原好彦（国立滋賀大学教育学部）

高橋誠一（国立滋賀大学教育学部）

勝山清次（国立三重大学人文学部）

山中敏史（奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター）

６．本書で報告した遺構の記録および出土遺物は、三重県埋蔵文化財センターで保管

している。

7．本書に使用した遺構表示記号は下記のとおりである。また、遺構実測図作成にあ

たっては、国土調査法による第Ⅵ座標系を基準としている。方位の座標は座標北を

用いた。

ＳＢ：掘立柱建物ＳＨ：竪穴住居、ＳＤ：溝

ＳＡ：柵、塀ＳＫ：士坑Ｐ：ピット

ＳＸ：墓、その他`性格不明遺構

8．本書の編集は泉雄二が担当し、柘植川南部を服部久士、北部を泉が執筆した。ま

た、遺物写真の撮影は、泉の他に木製品は天野秀昭が行なった。なお写真図版につ

いては、断りのない限り縮尺はｌ：３である。

9．遺構番号は柘植川の北部と南部でそれぞれ付けた。北部の調査の遺構番号は、

坂・追越地区を1000番まで、国町を１００１番～、前田地区を2001番～とした。

岩

10．本書作成以前に「三重県伊賀国府跡」「日本考古学年報」日本考古学協会掲載原稿

などで中間的な報告を行ったが、本報告を正式報告とする。
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ＳＢ1020.1021（北から)、ＳＢ１０１５・ｌＯｌ６（北から）

ＳＢ１００１（北から)、ＳＢｌｌＯＯ（東から)、

ＳＢ1093.1094（丙から)、ＳＢｌＯ４７（北から）

Ｄ5-9西調査区（北から)、ＳＤ１０７９（北から)、Ｄ5-3調査

ＳＤ１０８０（南から)、ＳＫ１０３０（西から)、SB1084柱穴断割

航空写真（北から)、ＳＤ４（北から）

ＳＢｌ（西から）

ＳＨ９・ＳＢ１０～1２（北から)、ＳＢ６（北から)、

ＳＤ８（南から)、ＳＤ８遺物出土状況（北から)、矢板出土

ＳＤ１３（北から)、ＳＤｌ６（南から)、ＳＢｌ８（南東から)、

ＳＢ２０（南から)、ＳＡ２７（北から）

ＳＢ２００１（東から)、ＳＢ２００４（北から)、

ＳＢ２０１５（東から)、ＳＢ２０２２（東から）

ＳＤ４．８、ＳＨ９

ＳＤ８・’６，SB2022、SD2110

SDlOlO、ＳＫ１０１１

ＳＫｌＯ８６・ｌＯＯ９

ＳＫ１０３５・lO12

SKlOl7、整地層、SKlO54

SDlO69、SK1014、掘立柱建物出土遺物

円面硯、風字硯

猿面硯、緑釉陶器など

士馬、馬歯、士製品、石製品など

墨書土器

木製品（木簡・下駄・曲物）

ＳＤ８出土木製品

柘植川南部

ＰＬ１柘植川南部

ＰＬ２〃

ＰＬ３〃

(北から）

柘植川北部

ＰＬ４柘植川北部

ＰＬ５国町地区

ＰＬ６〃

ＰＬ７ 〃

ＰＬ８

〃
〃
〃
〃

ＰＬ９

ＰＬ１０

ＰＬ１１

区（西から)〈

(西から）

ＰＬｌ２ 〃

追越地区

岩坂地区

追越地区

ＰＬｌ３

ＰＬｌ４

ら)、矢板出土状況（北から）

南東から)、ＰＬｌ５ 〃

前田地区ＰＬｌ６

鋤
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

ＰＬｌ７

ＰＬｌ８

ＰＬ１９

ＰＬ２０

ＰＬ２１

ＰＬ２２

ＰＬ２３

ＰＬ２４

ＰＬ２５

ＰＬ２６

ＰＬ２７

ＰＬ２８

ＰＬ２９



Ｉ前ロ

１調査に至る経緯

に国府の範囲を方４町と想定した。発掘調査は予備

調査を基に政庁部の建物及び区画する施設（溝）の

範囲を確認するため、幅３ｍのトレンチで調査を実

施した。

調査の結果、検出した遺構は奈良時代～平安時代

のものは少なく、柘植川南部に伊賀国府の存在する

可能性は低いことが確認された。また、印代地区で、

弥生時代後期を中心とした竪穴住居・士坑．溝．方

形周溝墓等を検出し、東西600ｍ、南北200ｍの範囲

に弥生時代の集落の広がることが明かとなった。

これまで伊賀国府は、柘植)||と服部川にはさまれ

た沖積平野に４町あるいは６町四方の規模で存在が

推定されていた。ところが、この地域を対象に県営

ほ場整備事業が計画されたため、その取扱いについ

て関係機関と協議を重ね、昭和63年度から三重県教

育委員会が国府跡の有無及び範囲を確認することに

なった。

昭和63年・平成元年は、柘植川と服部Ⅱ|に挟まれ

た沖積平野で調査を行った。発掘調査に先立って地

名、水掛かり等の予備調査を行い、この成果をもと

Ｉ刀54年

第１表調査の経緯

－１－
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昭54年～ ● 上野農林事務所に、推定地が事業化される場合の事前協議を要請。

５
６
２

ワ
ワ

ｎ
△

９
Ｊ

〈
Ｄ

Ａ
Ｕ

刀
ロ
８

→昭和６３年度事業化予定。
文化課が農林水産部から執行委任をうけて範囲確認
和を図る方法で検討。
いては、県営ほ場整備事業地内発掘調査の一環と
事業との保存の調和を図る方法を決定。
査及びその結果による試掘溝の位置決定等の指導。

つ
、
調

、
調
に
し
備

め
の
存
施
予

議
た
存
保
実
→

協
の
保
の
を
・

の
し
の
地
査
催

と
通
と
定
調
開

元
見
業
推
認
議

地
化
事
府
確
会

と
業
、
国
囲
員

課
事
し
て
範
委

地
度
施
し
に
導

耕
年
実
と
前
指

市
開
を
課
事
回

野
和
査
化
て
１

上
昭
調
文
し
第

●
●
●
●

７
８
ｍ
ｕ

９

３６

農村整備課、耕地課、上野農林事務所による協議→計画調査の再確認と協力、
○

委員会議開催→予備調査の結果報告及び調査地区の設定等の指導。
確認調査開始。～平成元年２月
委員会議開催→第１次範囲確認調査の報告及び今後の取扱いの指導。

導
囲
導

指
範
指

課
頼
回
次
回

化
依
２
１
３

文
を
第
第
第

●
●
●
●

６
ｍ
、

元平

。

。

導指の

導
い

指
扱
の
取

等
の

定
後

証
亟
く
う

の
ぴ

区
及

地
告

査
報

調
の

び
果

及
結

告
査
報
調

果
月
認

結
１
確

の
年
囲
・

査
２
範
催

調
成
次
開

備
平
２
会

予
一
第
明

→
・
→
説

催
始
催
地

開
開
開
現

議
査
議
査

会
調
会
調

員
認
員
認

委
確
委
確

導
囲
導
囲

指
範
指
範

回
次
回
次

４
２
５
２

第
第
第
第

●
●
●
●

４
７
９
１

９
，

２
３

平

開催→２年間の範囲確認調査結果の総括及び平成２年度調査地区

○

。会開催

地改良区による協議→第３次範囲
`性及ぴほ場整備とその方法等協議

。報告及び今後の計画等の指導

の

士
能
果

部
可
結

北
の
査

明
野
府
調

説
月
上
国
認

元
２
、
、
確

地
年
所
画
囲
・

る
３
務
計
範
催

す
成
事
査
次
開

関
平
林
調
３
会

に
一
農
の
第
明

査
・
野
後
→
説

調
始
上
今
催
地

掘
開
、
、
開
現

議
導
発
査
一
告
議
査

会
指
地
調
夕
報
会
調

員
の
定
認
ン
呆
員
認

委
点
推
確
セ
結
委
確

導
意
跡
囲
財
の
導
囲

指
留
府
範
化
査
指
範

回
と
国
次
文
調
回
次

６
定
賀
３
蔵
認
７
３

第
設
伊
第
埋
確
第
第

●
●
●
●
●
●

０
２

５
７

１
１
１

９
ワ

３
４

平
平

文化振興課で国府跡推定地に関する基本的な考えを調整し、「伊
とその取扱いについて」（案）を作成。同年６月、農村整備課、

○し、説明
催→今までの調査結果の報告・今後の取扱い及び「伊賀国府跡

(案）について指導。上野市教育委員会も同席。

』

上野北部土地改良区による協議→「伊賀国府、

(案）の説|ﾘ弓Ｉ

〕

月

栄の報告。国町地区で検出した遺構
については不明な点が多いので今後も

。

結
に
導

査
囲
指

調
範
の

認
、
と

導

２
確
が
る

所
て
年
囲
る
あ

○

て
務
い
４
範
す
で
催

い
事
つ
成
次
認
要
開

につ林
に
平
４
確
必
会

農
い
｝
第
ぼ
が
明

い
野
扱
・
→
ほ
査
説

扱
上
取
始
催
を
調
地

と
存
示
開
取
、
の
開
開
と
の
現

－
保
提
議
の
一
そ
査
議
こ
め
査

タ
の
に
会
そ
タ
と
調
会
る
た
調

ン
地
所
員
と
ン
存
認
員
た
る
認

セ
定
務
委
存
セ
保
確
委
あ
す
確

財
推
事
導
保
財
の
囲
導
に
定
囲

化
跡
林
指
の
化
地
範
指
部
確
範

文
府
農
回
地
文
定
次
回
庁
を
次

蔵
国
野
８
定
蔵
推
４
９
政
囲
４

埋
賀
上
第
推
埋
跡
第
第
は
範
第

●
●
●
●
●
●



平成元年度の調査では、－部柘植川北部の国町地

区に調査を移した。幅３ｍのトレンチを設定し調査

を実施した結果、奈良．平安時代の遺構が多く検出

され、特に径30cmの柱根が残存する一辺約１ｍの柱

掘形が注目された。これにより、国府は柘植川北部

の地域に存在する可能性が高いことが判明した。以

後、柘植川北部に調査の中心が移ることになった。

平成２年度の調査は、国町地区で確認された建物

の規模を明らかにすることと、岩坂．中田．追越地

区で東と北の範囲を確認することを目的として調査

が行われた。国町地域では、脇殿に相当すると考え

られる南北棟を検出した他、国町地区の北と東に遺

構が広がることが確認され、特に東の迫越地区から

は木簡が出土し、注目された。

平成３年度は、国町地区では平成元～２年度の結

果をもとに政庁内の建物配置を想定し、正殿や脇殿

など政庁範囲の確認を主眼とした－部面調査を、ま

た、西の前田地区では区画する溝などの施設、南で

は往時の東海道の検出を主として幅２ｍのトレンチ

調査を実施した。

第１図字切り図

－－『）－－－



２調査体制

昭和63年度は三重県教育委員会が、また、平成元

年度以降は三重県埋蔵文化財センターが調査主体と

なって調査を実施した。昭和63年度から平成３年度

までの調査体制は以下のとおりである。

遺物整理、室内整理

平成元年度

三重県埋蔵文化財センター管理指導課

課長吉水康夫

主事河i頼信幸

野田修久

鈴木克彦

平成２年度

三重県埋蔵文化財センター管理指導課

課長吉水康夫

主事河i頼信幸

小坂宣広

江尻健

小林秀

平成３年度

三重県埋蔵文化財センター管理指導課

次長兼管理指導課長山沢義貴

主事田村陽一

杉谷政樹

小坂宣広

小林秀

室内整理員

足立純子・新井ゆう子・尾家恵.）

発掘調査

昭和63年度（第１次）

調査期間昭和63年10月１日～平成元年１月13日

調査対象地柘植川南部・印代、西条

調査担当者主事服部久士・服部芳人

中島千年・伊藤裕偉

調査面積5,000㎡

平成元年度（第２次）

調査期間平成元年10月２日～12月22日

調査対象地柘植川南部・一之宮、千才、

北部・坂の下

調査担当者主事服部久士

三枝義久

調査面積2,600㎡

平成２年度（第３次）

調査期間平成2年９月５日～平成3年２月８日

調査対象地柘植川北部・坂の下、外山

調査担当者主事鈴木克彦

技師穂積裕昌

研修生小)|｜専哉・川戸達也

東山則幸

調査面積3,000㎡

足立純子・新井ゆう子・尾家恵・柿原清子・

角谷和子・北山美奈子・小池洋子・小林佳

代子・島村紀久子・杉原泰子・鈴木美智子・

瀧川ひとみ・田中美樹・中村美智子・中山

豊子・西村秋子・前村浩子・松本春美・森島

公子・脇坂栄子

指導委員

昭和63年の調査当初から、下記の先生方に調査指

導委員をお願いした。各先生方には年２回の指導員

会議等で、調査及びその取扱いについて、指導と助

言を得た。

八賀晋（国立三重大学人文学部）

小笠原好彦(国立滋賀大学教育学部）

高橋誠一(国立滋賀大学教育学部）

勝山清次(国立三重大学人文学部）

山中敏史(奈良国立文化財研究所埋蔵文化財セン

ター）

平成３年度（第４次）

調査期間平成3年10月14日～平成4年２月26日

調査対象地柘植川北部・東条、坂の下、千才

調査担当者技師泉雄二

研修生中浦基之

調査面積3,000㎡

－３－



Ⅱ位置と環境

東方遺跡(3)や、その南の新寺Ａ遺跡(7)で新たに確

認され、この地域には弥生時代後期の拠点となる集

落の存在が推定される｡柘植川北部では北門遺跡(26）

があり、近年の調査で遺跡数は増加しているものの、

弥生時代前期にまで遡るものはない。

古墳時代

当地域周辺には、古墳時代前期の山神寄建神社古
１０

墳(25)、東山古墳(11)、中期の全長188ｍの県下最大
１１

規模を誇る御墓山古墳(15)など有力な古墳の存在が
１２

知られる。」上の丘陵背後には外山古墳群(20)をはじ
１３

め、上野市から阿山町まで多くの古墳群があり、４

世紀から６世紀にかけての古墳群が存在する。なお、

外山古墳群中の勘定塚古墳(21)は、７世紀前半の当

地域最後の大型古墳の一つである。

また、これらをささえた経営基盤である集落は、

近年の調査で検出例が増加している。阿山町内では
１４ １５

北中溝遺跡(10)、天道遺跡(12)、柘植)Ⅱ南部の御墓
１６ １７

山古墳周辺では喜春遺跡(16)、宮ノ森遺跡(22)、対
１８

岸の柘植Ⅱ|北部では外山大坪遺跡(19)など、弥生時

代中後期から継続して営まれ、開発の進む様子が、

遺跡の上からも裏付けられる。

飛鳥・奈良時代

日本書紀の壬申の乱の記載では、大海人皇子が吉

野から挙兵する際、名張から上野を通り東国に入っ

ている。飛鳥に都が置かれていた頃、これが東国へ
１９

の街道に当たるものであろう。奈良Iこ遷都されると、

和銅四(711)年伊賀国阿閑郡新家駅が新設され、街道

も変わる。現在の木津川沿いの関西本線のルートで、

伊賀国府を通過し、東の加大越で伊勢・東国へと向

かう。９世紀平安京に遷都すると東海道は近江国経

由に代わり、更に仁和二(886)年鈴鹿越えの東海道

(阿須波道)、現国道1号線へと移っていく。名張から

東に伊勢へと向かう道は、平安時代の斎壬が都に帰

京する、斎王の退下の道として知られている。

伊賀国府の所在地は奈良時代までは東海道の主要

道に面し、平安時代になると東海道からは離れるが、

伊賀から畿内への街道の道筋にあたる。地理的に重

要な位置を占めていたことは、遺跡の分布の様子を

三重県は律令下の国名でいうと主に伊勢、志摩、

伊賀の三国から成り立つ。伊賀国は、三重県の北西

部に位置し、天武九（680）年伊勢国から分離した。

阿拝、山田、伊賀、名張の四郡からなり、「和妙類抄」

には、伊賀国府は阿拝郡に所在し、阿拝郡は、柘植、

川合、印代、服部、三田、新居の六郷から成り立つ

と記されている。現在の上野市北部から東接する阿

山町の一部を含む地域で、伊賀盆地北部にあたる。

伊賀国は、北端部に位置する伊賀盆地を中心に発

展してきた。木津)||、久米)||、服部)||、柘植川の合

流するところで古代から交通の要所として栄えた地

域である。特に盆地北部は柘植川が西に流れて木津

)||と合流し、この河川沿いには奈良時代に東海道が

新設され、加大越で東海へ向かう幹線道沿いの地域

である。

国府の調査は、伊賀盆地の東北部を流れる柘植川

の南部と北部で実施した。柘植川南部の印代・一之

宮・干才地区(1)は、その南を服部川に挟まれた南北

幅約４kmの水田地帯である。周辺地区は条里制力溌っ

ているのに対し、この地区は条里が乱れているため、

国府の有力な候補地であった。なお、この柘植川南

部の範囲確認調査の結果、新たに川久保遺跡(2)、印

代東方遺跡(3)、長良遺跡(4)、高羽根遺跡(5)、問田

遺跡(6)、新寺Ａ遺跡(7)、新寺Ｂ遺跡(8)を確認した。

また、柘植川北部の坂之下・外山地区(9)は、北側背

後に丘陵が迫り、段丘上面の平坦地は南北幅約200ｍ

の狭い地域で、これまで国府の存在する地域として

は推定されていなかった。

以下、伊賀盆地北部地域について、当遺跡に関係

する古代までの遺跡を時代別に記述する。

弥生時代以前

縄文時代の遺物の出土例は少ない。阿山町西之沢

の天道遺跡(11)、上野市印代の印代東方遺跡(3)から

後期の遺物が出土しているが、明確な遺構の検出例

は知られていない。これに対し、盆地中南部では森

脇遺跡(33)、北堀池遺跡(32)など北部に比べ出士例、

検出例は近年の調査で増加している。

弥生時代の遺跡は、柘植川南部の印代地区の印代
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見ても間違いのないことである。

名張から上野にかけての道筋には南から白鳳時代
２０ ２１

の才良廃寺(35)､伊賀郡家に上上定される下郡遺跡(34)、

飛鳥時代から平安時代にかけての多数の掘立柱建物

や円面硯、斎串、墨書土器などを出土した森脇遺跡
２２

(33)などがある他、伊賀国府の南５kInIこは伊賀国分
２３ ２４

僧寺(30)と国分尼寺にﾋﾋ定される長楽山廃寺(31)が

位置し、伊賀国内の主要な街道であることを示して

いる。木津川沿いには、木津川の北側で西から新家
２５ ２６

駅に上上定される官舎遺跡(28)や、三田廃寺(27)、北
２７

FH遺跡(26)があるほか、これらの遺跡の周辺で調査

の行われていない遺物散布地が多数ある。国府に東
２８

接する外山大坪遺跡(19)では、飛鳥・奈良時代の遺
２９

構が検出され、その東lこは綾之森遺跡(18)が広がる。

また、伊賀国府の東南、御墓山古墳の西北にある三
３０ ３１

反田遺跡(17)、東の堂垣内遺跡(14）・大多田遺跡(13）

では平成３年度に調査が行われ、三反田遺跡からは

平安時代後半～鎌倉時代の掘立柱建物、堂垣内遺跡

からは平安～鎌倉時代の掘立柱建物、大多田遺跡か

らは飛鳥～奈良時代の掘立柱建物が検出された。奈

良時代の遺跡分布から東海道は、伊賀国府の西では

川の北側を通り、東は川を渡り南を通る可能`性が高

い。なお、国分寺の西を北に延長する位置には条里

の痕跡が見られ、さらに延長する位置に国町地域が

存在することから、国分寺と国庁の位置関係は有機

的なつながりがあると言える。
３２

式内社には、伊賀国一宮の敢国ﾈﾎ社(23)、二宮で
３３ ３４

ある小宮ﾈ申社(24)、三宮である波多岐神社(29)など

が周辺に見られる。遺跡・式内社の位置から見ても、

当地域周辺は古代の重要な位置を占めていたことは

間違いない。
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１、伊賀国府推定地の研究については以下のものがある。
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３０基近くの古墳群である。
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13、「奥弁天４号古墳・源六谷1号古墳」阿山町埋蔵文化財調査報告書第２集、
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14,「北中溝遺跡」「三重県埋蔵文化財年報18」三重県教育委員会、1988．

柘植川と河合川の合流する沖積地のほぼ中央に位置する。弥生時代末から

古墳時代はじめにかけての遺物と、竪穴住居11棟と、それらを画する大溝を

検出した。

１５，２と同じ。

16,「喜春遺跡群発掘調査報告一遺構編｣、上野市教育委員会・上野市遺跡調査

会、19829

・山本雅靖「伊賀の古式須恵器とその周辺」「考古学論集第２集」考古学を学

ぶ会、1988.4。

南宮山から北に派生し、御墓山古墳に至る丘陵の西斜面に位置する。中世

城館、溝の中には布留式と、陶邑TK73併行期の須恵器を含む段階の布留式

があり、５世紀前半に造営された御墓山古墳と密接な関係があったと思われ

る。

なお、奈良時代の川原寺式の軒丸瓦が出土している。

17,「宮ノ森遺跡発掘調査概要」上野市教育委員会、１９７９

古墳時代の竪穴住居５棟、土坑を検出した。

18、）１１戸達也「外山大坪遺跡」「平成３年度農業基盤整備事業地域埋蔵文化財

発掘調査報告第１分冊」三重県教育委員会、1992.3・

伊賀国府推定地に東接する遺跡である。古墳時代前期の竪穴住居９棟が検

出され、背後に造営された古墳群との関係が注目される。また、規模は不明

であるが、７世紀後半の掘立柱建物１棟、奈良時代の竪穴住居４棟や円面硯

２点が出土し、伊賀国府との関連の強い遺跡である。

19、街道については以下のものがある。

・藤本利治「伊賀国」藤岡謙二郎編「古代日本の交通路Ｉ」、大明堂、19788

・足利健亮「大和から伊勢神宮への古代の道」上田正昭編「探訪古代の道ｌ」

法藏館、19881
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・足利健亮「平安京から伊勢神宮への古代の道」上田正昭編「探訪古代の道

２」法蔵館、1988.1

20.財良廃寺「三重県の地名日本歴史地名大系24」平凡社、1983.5

．「三重県上野市才良遺跡概要」「古代学研究12号」1955．

天武・持統天皇に関係する伊賀国四郡四ヶ寺中の伊賀郡の寺である。川原

寺式の複弁蓮華文軒九瓦が出土しているが、遺構については不明。

２１．「下郡遺跡発掘調査報告」上野市教育委員会、1978.3

．「下郡遺跡試掘調査概報」三重県教育委員会、1979.3

．「下郡遺跡第二次試掘調査概報」三重県教育委員会、1980.3

．「下郡遺跡昭和57.58年度の発掘調査報告」三重県教育委員会、1984.3

22,4と同じ

23、伊賀国分寺、２４、長楽山廃寺については、山田猛「伊賀国分寺」「新修国

分寺の研究第２巻畿内と東海道」吉川弘文館、1991.11を参照した。

伊賀国分寺は大正１２年国史跡となる。東西約210ｍ、南北約250の周囲に土

星が巡り、中に北から講堂、金堂、中門跡の土壇が残り、金堂と中門には単

廊が取り付く。南西には塔と思われる高まりも残る。主要堂塔の推定中軸線

はＮ-4.30'Ｅで国分寺の西面を北に延長するとほぼ伊賀国府に到達する。

西明寺遺跡は1980～83年国分寺の周辺での同寺関連資料を得るために行っ

た調査で、寺域北限の築地外面の雨落ち溝などを検出し、寺域は東西720尺、

南北800尺に復元される。調査で出土した遺物から、国分寺の造営は奈良時

代後半で11世紀には少なくとも周辺雑舎群はその機能を停止しており、１０世

紀後半から平安時代末期までが衰退期と位置付けられる。

・山本雅靖「西明寺遺跡発掘調査報告遺構編」上野市教育委員会、１９８１

・田村輝之「西明寺遺跡発掘調査報告」上野市教育委員会、１９８２

・西森平之「西明寺遺跡発掘調査報告」上野市教育委員会、１９８３

長楽山廃寺(国分尼寺)は国分僧寺の東約200ｍに位置し、大正１２年長楽山

廃寺として国史跡に指定された。築地は南面と西面が二重で北面と東面は一

重で存在する。東西500尺、南北540尺程度に復元でき、金堂、講堂の土壇跡

が残る。方位は僧寺と異なり、Ｎ-7.30'一Eである。

25,「新家駅」「三重県の地名日本歴史地名大系24」平凡社、1983.5

新家駅推定地は、伊賀国府の西５kmの位置にある、現在の上野市新居'1,学

校南の官舎遺跡が相当する。木津川の北の微高地上にあり、上官舎、下官舎

等の地名も残り、新家駅の推定地とされる。－部試掘調査が行われているが、

詳細は不明。

26、石田茂作「三田廃寺」「飛鳥時代寺院趾の研究」196111．

過去においては礎石も存在していたといわれ、瓦の散布する地域である。

調査は行われず、地籍図から石田茂作氏は四天王寺式の南面する伽藍配置を

想定し、瓦の中には7世紀後半のものも見られることから、その造営が飛鳥

時代に求めることができるとしている。

２７，８と同じ

２８，１８と同じ

29、遺跡台帳には綾之森・六坪遺跡と記載されているが、外山大坪遺跡と一連

の遺跡の可能性が高く、註18の報文中では一連のものとして扱っている。

30、「三反田遺跡」「三重県埋蔵文化財センター年報３」、三重県埋蔵文化財セ

ンター、1992.3

31,「東の堂垣内・大多田遺跡」「三重県埋蔵文化財センター年報３」、三重県

埋蔵文化財センター、1992.3

32、敢国神社「三重県の地名日本歴史地名大系24」平凡社、1983.5

33、小宮神社「三重県の地名日本歴史地名大系24」平凡社、1983.5

34,波多岐神社「三重県の地名日本歴史地名大系24」平凡社、1983.5
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Ⅲ柘植川南部の調査

１．印代東方地区

柘植川左岸の印代地区では、県営ほ場整備事業に

先立って昭和63年から範囲確認調査が行われた。昭

和63年度は、東西650ｍ、南北400ｍの範囲で井桁状

に幅３ｍのトレンチを延長1,700ｍ設定して、合計約

5,000㎡を調査した。平成元年度には、前年度の補足

の試掘調査を40ケ所で実施した。また、２年度には、
１）

材卜水路部分の立会い調査を一部で実施した。

標高145ｍ前後の印代東方地区の基本的層位は、南

北で大きく様相が異なる。Ａ～Ｃ区とＥ区北半部は

耕作士、床士の下に明灰褐色砂質の旧耕作土や明黄

褐色の旧床土が２～３層あり、その下に茶褐色や暗

褐色粘質士がｌ～２層で、灰黄色粘土の地山面とな

る。地山面までの深さは0.3～0.8ｍである。

一方、，.Ｆ区とＥ区南半部は耕作士と床土の下

に旧耕作士がｌ～２層あり、その下が灰褐色砂質土

であり、地山は暗褐色砂質士となっている。地山面

までの深さは０２～0.5ｍである。

（１）遣構

Ａ～Ｃ区は、竪穴住居、土坑、ピット、溝を検出

しているが、全体的に非常に希薄である。

Ａ－４.Ｂ－４では水田状遺構を検出したが、プ

ラントオパール調査の結果、イネは検出されず、古

墳時代頃の湿地状の窪みの可能性が高い。

Ｃ－９では、扶入木製品（84）が出土した浅い溝

がある。埋没時期は、出土遺物から古墳時代と推察

される。Ｃ－１０で検出したＳＢｌは、出土遺物から

弥生時代後期のものと考えられる。また、手焙形士〕
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第２表印代東方地区

L「１
◎は多量出土を示す

区遺物・建物一覧表

器の出土したＣ－１３のＳＤ２は幅1ｍで深さ０．５ｍほ

どの逆台形状の断面を呈する。

Ｄ区では、弥生時代中期の竪穴住居、土坑、溝と

中世の柱穴を密に検出した。ＳＢ３は、一辺5.4ｍの

隅丸方形の竪穴住居の一部と推察される。出土遺物

は、弥生時代中期を含む多量の後期の土器である。

Ｄ－３では、柱間2.4ｍの２間分の柱穴をはじめとし

て、４０cm程の円形の掘形をもつ柱穴群を検出したが、

全体規模は不明である。

Ｅ区では、E-5から南側で大溝、土坑や竪穴住居

などを検出した。ＳＤ４は、幅９ｍ、深さ１ｍ以上

の東西溝である。Ｅ-6にも細砂が厚く堆積した自然

流路が東西方向に流れており、両溝の間にＳＢ５や

ＳＫ６がある。ＳＢ５は、一辺5.2ｍの竪穴住居で、

トレンチ西壁に柱穴の断面が観察された。ＳＫ６は、

径1.2ｍ、深さ0.6ｍである。出土遺物から、これら

の遺構はいずれも弥生時代後期のものである。

Ｆ区では、方形周溝墓や溝、掘立柱建物を検出し

た。ＳＸ７は調査区外へ延びており、幅1.2ｍ程の溝

が方形に巡っているものと推察される。－カ所の繋

部が確認でき、周溝からは弥生時代後期の土器が出

土している。ＳＤ８は幅1.7ｍ、深さ０．４ｍの浅いＵ

字形の溝であり、手焙形土器が出土している。ＳＢ

９は梁間４間の南北棟と考えられ、柱間は２４ｍであ

る。柱掘形は円形で、黒色土器片が出土しているこ

とから平安時代の後半と推察される。

－１０－

図版

ﾄﾚﾝﾁ

遺構

弥生～古墳 その他

遺物

～古墳 奈・平 中世 その他
小字名

Ｃ-５ 溝 土坑 ◎ 鉾坪

Ｃ-６ ○ ◎ 古銭 〃

Ｃ-７ 土坑・ピット ○ ○ 〃

Ｃ-８ 〃

Ｃ-９ 溝 ピット ○ ◎ 快入木製砧 ”

Ｃ-10 竪穴住居 ◎ ○ ”

Ｃ-11 土坑・ピット 〃

Ｃ－ｌ２ 〃

Ｃ-13 溝 ピット ◎ ○ 〃

Ｃ-14 土坑 ”

Ｃ-15 溝 ○ 〃

Ｃ-16 〃

Ｃ-17 ○ 〃

Ｃ-18 ”

Ｃ-19 ○ 〃

Ｃ-20 自然流路 塩之屋

Ｃ-21 ”

Ｃ-22 〃

Ｄ-１ 土坑 ｡ 城ノ前

Ｄ-２ 竪穴住居 中世ピット ◎ ○ ○ 鉄製紡錘車 〃

Ｄ-３ 土坑溝 ◎ ○ 〃

Ｄ-４ 竪穴住居 ◎ ○ 〃

Ｄ-５ 土坑 。 〃

Ｄ-６ 土坑 溝・ピット ◎ ○ 〃

Ｅ-１ 溝・中世ピット ○ ○ 南田

Ｅ-２ ○ ○ 〃

Ｅ-３ ○ 〃

Ｅ-４ 溝 ○ ○ ○ 〃

Ｅ-５ 竪穴住居 ◎ 砥石 〃

Ｅ-６ 自然流路 ○ "

Ｆ-１ 溝 ○ 鉾坪

Ｆ-２ 方形周溝墓 掘立柱建物 ◎ ○ 〃

Ｆ-３ 溝 ○ ○ 〃

Ｆ-４ ○ ○ 〃

Ｆ-５ 〃

Ｆ-６ ○ 〃

図版

ﾄﾚﾝﾁ

遺構

弥生～古墳 その他

遺物

～古墳 奈・平 中世 その他
'1､字名

Ａ-１ 土坑 溝 ○ ○ 堂木

Ａ-２ ○ 〃

Ａ-３ ○ ○ 〃

Ａ-４ 水田状遺構 ○ 〃

Ａ-５ 溝 ○ ○ 〃

Ａ-６ ○ ”

Ａ-７ ○ ○ 〃

Ａ-８ 〃

Ａ-９ ○ ○ 〃

Ａ-10 ○ ○ サヌカイト 〃

Ａ-１１ ○ ◎ 〃

Ａ-12 土坑ピット ○ ◎ 〃

Ａ-13 ○ ○ 〃

Ａ-14 ピット ○ ○ 〃

Ｂ-１ 土坑溝

沖

Ｂ-２ ○ ○ 〃

Ｂ-３ 土坑 溝 ○ ○ 〃

Ｂ-４ 土坑・ピット 水田状遺構 ○ ○ ○ 土符､石鍬 〃

Ｂ-５ 土坑 ○ ◎ 曲物底板 〃

Ｂ-６ 溝 ○ ○ 〃

Ｂ-７ ピット ○ ○ ○ 〃

Ｂ-８ 溝 ○ 〃

Ｂ-９ 〃

Ｂ-10 土坑 〃

Ｂ-１１ 〃

Ｂ-12 ピット ○ 〃

Ｂ-13 ○ ○ 〃

Ｂ－ｌ４ ピット溝 ○ "

Ｂ-15 土坑 ○ 〃

Ｂ-16 溝 ○ 〃

Ｂ-17 溝 ○ 〃

Ｂ-18 土坑 ○ 〃

C-１ 中世溝 ○ 古銭 鉾坪

C-２ 溝 土坑 ○ ○ ◎ スクレーバー 〃

Ｃ-３ ○ 〃

C-４ 〃
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第３表遺物観察表・柘植川南部（１）

１２

Nｑ 登録Nｑ 器種 遺構 出十位置
法量（c､）

口径 底径 器高
調整技法の特徴 胎土 焼成 色調

残存度

(％）
備考

1 1７ 弥生土器広
口壼

SＢ１ C-10

SB1

16.6 内一へラミガキ 粗、３mm以下の
砂粒を含む

軟 乳灰色 2５ 口縁部端部外面に円形浮文

２ 1５ 〃 鉢 〃 〃 91 3.8 ４９ 内一ハケメ 密、']､石を含む 良好 淡乳灰色 5０ 外面に黒斑あり

３ 3９ 〃 壷 〃 〃 外一縄の押圧後、ヘラ描き沈線 密、′l､石を含む 良好 茶褐色 外面黒色

４ 1６ 〃高杯 〃 〃 8.2 外―細いミガキ、脚端部横ナデ 密、長石。金雲
母含む

良好 淡乳灰色 脚部

５ 4１ 〃〃 SB3 Ｄ－４

ＳＢ３

17.0 内外一横ナデ 密、金雲母多く
含む

良好 乳茶褐色 杯部1６

６ 3２ 〃〃 〃 〃 180 内外一横ナデ 粗、'１，石多く含
む

良好 乳白色 杯部1３

７ 7３ 〃〃 〃 〃 9.4 内外一横ナデ 並、雲母、粗砂
若干含む

良好 淡黄褐色 脚部1８ 黒斑あり

８ 6７ 〃〃 〃 〃 内外一横ナデ 密 やや

軟
淡黄褐色 杯部1３

９ 6８ 〃〃 〃 〃 裾部外一横ナデ、脚部内面絞り込み痕残る 密 やや

軟
淡黄褐色 脚部端

欠
磨耗若しい

1０ 4３ 〃〃 〃 〃 脚部外―細いヘラミガキ 密、２mm以下の
を含む

良好 乳褐色 脚部2段5カ所に穿ｲし

11 6２ 〃 灘 〃 〃 18.0 ロ縁部
櫛描横

.－ヘラによる刺突文｡頚部以下ハケメ、
!、刺突文

密、細砂を含む 良好 灰茶色 3５ 外面煤付着

]２ 6３ 〃〃 〃 〃 190 口縁部外一刺突文、頸－ハケメ 密、細砂、雲母
を含む

良好 灰茶色 1３

1３ 4０ 〃〃 〃 〃 14.6 体部外一ハケメ、内一定方向ナデ 密、'１，石を若干
含む

良好 茶褐色 5０

1４ 6５ 〃〃 〃 〃 外一ハケメ 粗、小石を多く
含む

軟 淡茶褐色 3５ 口縁部欠損磨耗箸しい

1５ 6６ 〃〃 〃 〃 5.0 外一ハケメ、内一ナデ、粘土紐痕残る 粗、小石を多く
含む

軟 淡茶褐色 3５ 磨耗若しい外面煤付着

1６ 4２ ”長頚壼 〃 〃 14.2 頚部外一下半部大いへラミガキ、内一ナデ 密､金・黒雲母、
石英含tｊ

やや

軟
乳褐色 5０ 内面にへうのあたり

1７ 7２ 〃〃 〃 〃 14.4 外一ハケメ、内一指圧痕 並、金雲母を合
む

やや

軟
茶褐色 3５

1８ 6４ 〃広口壷 〃 〃 172 口縁端部一刻み目、頚部一ケズリ やや粗、′1,石を
多く含む

良好 淡楕褐色 2５

1９ 4５ 〃 甕 〃 〃 4.2 底部一ナデ やや粗、′１，石を
多く含む

やや

軟
茶褐色 5０ 煤付着

2０ 4４ 〃 壷 〃 〃 5.4 底部一粘土紐痕 密 軟 乳茶褐色 内面へラのあたり

2１ 5９ 〃 器台 〃 〃 19.4 15.2 17.5 裾部外一ナデのちへラミガキ、内_強い一定方
向ナデ

密、金雲母、′｣、
石を含む

良好 黄褐色 5０ 2段穿孔

2２ 1８ 〃 棗 SＤ２ Ｃ－１３

ＳＤ２

15.0 口縁部内外一横ナデ。体部内一ハケメのちケズ
リ、外一縦ハケ

粗、２mm以下の
'１，石を含む

軟 乳灰色 2５

2３ ７ 〃手焙り 〃 〃 外一ハケメのち沈線、扇状文、内一ナデ 粗、′]､石・雲母
等を含む

やや

軟
淡茶褐色 7０ 黒斑あり

2４ 2８ 〃 裏 SＫ６ Ｅ-５

SＫ６

13.4 口縁部内外一横ナデ、外一刺突文。体部外一縦
ハケ

粗、′]､石・雲母
等を含む

良好 茶褐色 5０ 煤付着、磨耗箸しい゜

2５ 160 〃長頸壷 〃 〃 10.6 口縁部内外一横ナデ、外一縦方向のヘラミガキ 密、細砂含む 良好 淡黄褐色 頚部の
み

磨耗若しい・

2６ 3０ 〃高杯 〃 〃 2１６ 口縁部内外一横ナデ、外一へラミガキ。脚部
外一へラミガキ、内一絞り目痕。

粗3,,,以下の小
石を含む

軟 乳褐色 1７ 磨耗箸しい・

2７ 132 〃〃 SB3 Ｄ－４

ＳＢ３
内外一ヘラミガキ 密 良好 淡茶灰色 脚部5０ 3カ所穿孔

2８ 134 〃〃 〃 〃 外一へラミガキ、杯部内・脚部内一ハケメ。 密 良好 濃褐色 3カ所穿孔

2９ 7５ 〃〃 〃 〃 14.8 脚部外一縦方向の粗いハケメの後、上半へラミ
ガキ ０

粗、'１，石を含む 軟 淡茶灰色 3カ所穿孔

3０ 130 ” 壷 〃 〃 2.5 体部外一ヘラミガキ、内一上半ナデ、下半ハケ
メ 。

密､']､石・雲母、
石英含む

良好 濃褐色 7５

3１ 8３ 〃〃 〃 〃 12.2 外一へラミガキ、内一ナデ、指頭痕 粗、′]､石を含む 並 淡灰茶色

3２ 7６ 〃〃 〃 〃 1１０ 外一ナデ、内一ケズリのちナデ・頚部一ハケメ 密、雲母を含む 並 淡黄褐色 2０ 磨耗若しい・

3３ 7４ 〃〃 〃 〃 13.2 口縁部内外一横ナデ。頚部内外一ハケメ。 密、２mm以下の
']､石を含む

良好 燈褐色 2５

3４ 150 〃” 〃 〃 体部外一櫛描直線文・波状文、内一ナデ。 粗、２mm以下の
'１，石を含む

良好 淡褐色 2０

3５ 7７ 〃〃 〃 〃 18.0 口縁部外一竹管文、内―粗いハケメ。 粗、'１，石を多く
含む

軟 淡茶褐色 2５



脚部が大きく開く。手焙形土器は、２点出土した。

23は受口状口縁の鉢に覆部を付けたもので、ハケメ

調整の上に、櫛描沈線や扇状文をもつ。４１は覆部に

線刻がみられ、やや小振りである。体部と覆部が－

体に成形され、覆部背面には突帯がめぐらない。

古墳時代以降の遺物については、遺構に伴うもの

は僅かであり、ほとんどが包含層出土である。これ

らには、須恵器、土師器、黒色土器、灰釉陶器、山

茶椀、瓦器、土師質土器、貿易磁器、銅銭、土符、

砥石、鉄製紡錘車がある。

須恵器には、５世紀まで遡る把手付椀（42)、６世

紀の杯蓋や杯身（43.44）の小片があるほかに、飛

鳥～平安時代の杯蓋や杯身（45～52）もあるが、ご

く少量で細片に過ぎない。

このほか、灰釉陶器（５３．５４）や黒色土器（55)、

土師器甕（56）などが少量ながら出土している。

中世の遺物は、量的には弥生時代に次ぐものであ

るが、磨耗を受けた小片が多い。土師器には鍋（57.

58）．Ⅲ（59～63）や蓋（64）があるが、量として

（２）遣物

出土遺物は縄文時代から中．近世に及び、量はさ

ほど多くない。奈良・平安時代の遺物は極めて少量

であり、弥生土器が比較的多い。

縄文時代の遺物には、縄文地を太い沈線によって

区面した後期の縄文土器片が数点みられる。

弥生土器は比較的多量に出土している。中期のも

のも若干含まれるが、後期のものが主流を占める。

図示したものは良好な遺構の一括遺物で、器種には

長頸壺・短頸壼・甕・高杯・器台や手焙形土器など

がある。長頸壺（１８．２５．３１）には、外面ハケメ調

整のものとヘラミガキ調整がある。甕は、外面タタ

キ調整（37）は少なく、ハケメ調整が多い。また、

近江型の受口状口縁を呈するもの（１１．１２．２４）も

ある。高杯は、杯部に稜をもちヘラミガキを施すも

の（６．８．２６）が多いが、椀形のもの（５）もあ

る。器台（21）は、受部の方が脚部より幅広く、端

部に面をもち鼓形を呈する。２９は、胴部がしぼみ、
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第４表遺物観察表・柘植川南部（２）

1４

NOL 登録Nｕ 器種 i世構 出十位置
法量（c､）

口径 底径 器高
調整技法の特徴 胎土 焼成 色調

残存度

(％）
備考

3６ 133 弥生土器壷 SB3 Ｄ－４

ＳＢ３

16.4 口縁部外一円形浮文、内一へラミガキ。 密、'１，石・金雲
母細砂を含む

やや

軟
淡褐色 2０ 器台か

3７ 135 〃 蔓 〃 〃 3.8 体部外一夕タキ目、内一ハケメ。 密、３mm以下
'１，石を含む

の 良好 灰褐色 底部

3８ 143 "〃 〃 〃 3.1 体部内外一ハケメ。 密、３mm以下の
を含む

良好 濃茶褐色 底部 外面煤付着

3９ 7９ 〃 甑 〃 〃 3.0 体部外一ハケメ、内一ナデ。 粗、']､石多く含
む

軟 茶褐色 底部 底部に穿孔、黒斑あり

4０ 9５ 〃 壷 ＳＤ８ Ｆ-２

SＤ８

9.0 口縁部内外一横ナデ、体部外一ハケメ。
口縁端部一刻目

粗、′]､石・雲母
を多く含tｊ

良好 明褐色 2５ 磨耗箸しい

4１ 109 ′手焙り ” 〃 密、小石・金雲
母多く含む

やや

軟
淡橿色 7５ 笠部線刻

4２ 5３ 須恵器椀 Ｃ-９

包含層
6.0 内外一ロクロナデ。底部外一へラケズリ、体部

上半1条（10本）の波状文。
密、１mm以下の
細砂を含む

良好 淡青灰色 底部 把手は欠損

4３ 5２ 〃杯蓋 ０９

包含層
13.8 4.5 口縁部内外・底部内一ロクロナデ。底部外一ロ

クロケズリの後ロクロナデ。
密、１mm以下の
細砂を含む

良好 灰色 1０

4４ 9０ 〃杯身 Ｂ-４

灰黄粘土層
13.9 3.9 口縁部内外、底部内一ロクロナデ、底部外一ロ

クロケズリ ０

密、２mm以下の
細砂を含tｆ

やや

軟
灰色 2５ 磨耗箸しい

4５ 5８ 〃杯蓋 F-３

包含層
17.0 内外一ロクロナデ。 密、４mmの長石

を含む
良好 灰色 ８ 内面に返り

4６ 121 ”〃 Ａ-５

包含層
16.0 ロ縁部内外一ロクロナデ、天井部外一ロクロケ

ズリ ◎

粗、細砂を含む 並 淡青灰色 ５

4７ １ ケク Ｂ７

包含層
16.3 口縁部内外一ロクロナデ。 密、３mm以下の

を含tｆ
良好 淡灰色 2０

4８ ５ 〃杯身 E-２

|日耕土
１１．８ 底部外一ロクロケズリ、他はロクロナデ。 密 良好 灰色 1０

4９ ２ 〃〃 B-７

包含層
10.8 底部外一ロクロケズリ、他はロクロナデ。 密、４mm以下の

'１，石を含む
良好 淡灰色 1０

5０ ４ 〃〃 Ｃ-13

|日耕土
8.9 磨耗箸し〈、調整不明。 密 良好 淡灰色 1３ 磨耗箸しい

5１ ３ 〃〃 B-４

包含層
8.9 底部外一ロクロケズリ、 密、1mm以下の

長石を含tｆ
良好 陪青灰色 １３

5２ 5７ 〃〃 B-４

包含層
lOj 内外一ロクロナデ やや粗 、 良好 灰色 １０

5３ ６ 灰釉陶器椀 Ａ-６

|日耕土
6.0 ロクロナデ、底部外面中央にへうの痕跡。 密 やや

軟
淡灰白色 底部 内面に淡緑の灰釉

5４ 112 〃〃 B-２

包含層
12.0 ロクロナデ。 密 やや

軟
淡灰白色 1７ 口縁部につけ掛け

5５ 9６ 黒色土器〃 D-６

土坑
8.2 底部内外一ナデ。張り付け高台。 密 やや

軟
外一淡褐色
内一黒色

底部 底部外面に三又文様のへラ描き

5６ 116 土師器饗 C-２

耕土
24.0 内外一ナデ 粗、′]､石、雲母

を多く含む
やや

軟
暗茶褐色 1７

5７ 118 〃 鍋 Ａ-８

包含層
28.0 やや粗 良好 茶褐色 ５

5８ 117 ”〃 Ｃ-５

包含層
34.0 密 良好 茶褐色 ５

5９ 2１ 〃皿 C-３

包含層
7.6 1.6 口縁部一横ナデ、 密 並 乳白色 2５

6０ 2４ 〃〃 B-７

包含層
8.8 1８ 口縁部一横ナデ、 密 良好 乳褐色 2５

6１ 103 〃〃 Ｄ-２

包含層
8.6 2.3 口縁部一ナデ、 密 良好 明橋色 4０

6２ 4５ 〃〃 C-２

包含層
7.6 1.5 口縁部一横ナデ。 密 良好 淡褐色 2５

6３ 4４ 〃〃 C-６

包含層
9.6 2.2 口縁部一横ナデ。 密、３mm以下の

長石を含む
良好 淡褐色 3５

6４ 2３ 〃 蓋 B-７

包含層
10.6 2.2 口縁部一横ナデ。 '１，石を含む やや

軟
淡楕褐色 3５

6５ 5４ 瓦器椀 C-２

包含層
6.4 底部内一ヘラミガキ。 1mm以下の細砂

を含む
良好 淡灰黒色 底部 内面に格子目文。円形に加工

6６ 4８ 〃〃 C-２

包含層
14.5 内一へラミガキ、口縁部外一指圧後粗いヘラミ

ガキ 。

密 良好 黒灰色 2５

6７ 5５ 〃〃 Ｂ-５

包含層
5.8 底部内一へラミガキ。 密 良好 黒色 3５ 底部に連結輪状文8個以上

6８ 5０ ′〃 C-９

包含層
6.0 底部内一へラミガキ。 密 良好 黒灰色 5０ 底部に連結輪状文4個以上

6９ 4９ 〃〃 C-２

包含層
5.5 底部内一へラミガキ。 密 不良 黒灰色・淡

褐色
底部 内部にL字文、低い高台

7０ 1９ 〃小皿 Ａ-９

包含層
10.0 底部内一へラミガキ。

口縁部内外一ヘラミガキ
並 やや

軟
淡黒灰色 2５ 底部内面に重複したジグザグ文
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第５表５表遺物観察表・柘植川南部（３）

は瓦器椀・皿（65～71）が最も多く各時期のものが

ある。ほかに山茶椀（72）・山Ⅲ（73）も僅かに出

士している。青磁（74～77）や白磁（78～81）の碗.

mもあるが、量的にさほど多くない。また、上野市

北部を中心に出土する士符（85）が１点ある。表面

に「文明七年」の年号があり、1475年にあたる。下

半部の一部が欠損しており、裏面には花押と「馬」

という文字を確認できる。

この他、鉄製紡錘車（83）は紡茎が欠損している

が、径4.8cmのもので、包含層出土である。

快入木製品（84）はＣ－９の溝から出土した。残

長21cm、幅3.3cm、厚0.8cmで、共伴遺物から古墳時

代の可能性が高く、人形や木簡の可能性は少ないも

のと考えられる。また、長径57cmの楕円形の曲物の

底部が出士している。光ほど欠損しているが、把手

をもち、桜皮が４ケ所に残っている。

２その他の印代地区

ほ場整備事業に伴う事前の試掘調査を実施した結

果、印代南方地区では、長良遺跡、新寺Ａ遺跡．Ｂ

遺跡、問田遺跡を、また印代西方地区では、高羽根

遺跡を、印代北方地区では川久保遺跡を確認するこ

とができた。なお、印代集落のすぐ北側でも試掘調

査を実施したが、遺構や包含層は確認されなかった。

長良遺跡は100ｍ四方の範囲があり、最も古いもの

としては縄文時代晩期の条痕文士器片やサヌカイト

の剥片が出土した。遺構に伴うものとしては、士坑

から多量の弥生時代後期の土器が出土した。その他、

包含層出土遺物として緑釉陶器が１点あるが、平安

時代の明確な遺構は検出されなかった。

新寺Ａ・Ｂ遺跡は、ともに弥生時代の遺構や遺物

が試掘調査によって確認されたもので、新寺Ａ遺跡

にかかる排水路部分では立会調査が実施され、弥生

時代後期の長頸壺や高杯などの弥生土器が出土し、

溝が検出された。

問田遺跡は、試掘調査によって弥生時代の遺構や
２）

中世の遺物力訂確認さ§れ、立会調査を実施した。

高羽根遺跡は印代・服部を通る国道24号線を挟ん

－１６－

NＯ 登録Nｑ 器種 遺構 出土位置
法量（c､）

口径 底径 器高
調整技法の特徴 胎土 焼成 色調

残存度

(％）
備考

7１ 2０ 瓦器′]､皿 C-６

包含層
8.0 口縁部一横ナデ 並 良好 黒灰色 1７ 内面にジグザグ文

7２ 127 山茶碗 Ａ-２

包含層
5.6 密、６mm以下の

'1,石を含む
良好 灰白色 5０

7３ 113 山皿 C-２

包含層
100 2.2 密 良好 淡灰色 1３ 口縁部自然釉

7４ 1２ 白磁′]､皿 ０２

包含層
9.8 密 良好 乳灰色 2０

7５ 1０ 青磁碗 B-５

包含層
16.4 外面蓮花文 密 良好 賠緑褐色 1３

7６ 120 〃〃 C-１

包含層
16.0 外面蓮花文 密 暗緑褐色 ８

7７ 1１ 〃〃 Ａ-10

|日耕土
15.8 密 良好 淡青灰色 1３

7８ 1４ 白磁〃 ０１３

包含層
16.8 口縁部玉縁 密 良好 乳灰白色 １３

7９ 9４ 〃〃 B-４

耕土
15.4 □縁部玉縁、外面下半部は施釉なし 密 良好 乳緑白色

8０ 8９ 〃〃 B-７

包含層
16.0 口縁部玉縁、内外面簿い施釉 密 良好 乳緑白色

8１ 115 〃〃 Ａ-４

包含層
6.0 底部外一ロクロケズリ、内一淡灰色の施釉 密 良好 淡灰白色 底部

8２ 124 石製茄砥石 E-５

自然流路

長

幅
2.7

厚
L６

各面とも使用痕あり

8３ 156 鉄製品紡錘
車

Ｄ-２

土坑
径
4.7

厚

軸部欠
損

8４ 162 扶木製占f， C-９

SＤ

長
21.0

幅

厚
0.8

挾り状の加工あり。 下半部
欠損

8５ ９ 土製品土符 B-４

包含層

長 幅

厚
1０

4mm以下の小石
を含む

やや

軟
乳灰色 一部欠

損
穿孔1カ所。

文明七年銘あり

8６ 161 〃〃 高羽根試掘
11,25

長
一

幅

厚
11

'１，石を多く含む 良好 燭赤褐色 下半部
欠損

穿ｲし1カ所。
馬、子年銘あり

8７ ７ 〃土犬 一之宮
l4EC耕土

長 ''１同 厚 良好 淡榿色 －部欠
損



で両側に広がる遺跡である。包含層から「子年｣、

｢馬」の文字が判別できる士符（86）が出土している。

また、国道の西側では、古墳時代の土師器が多量に

出土している。

川久保遺跡は低位河岸段丘上に分布する遺跡であ

り、中世の遺物が出土した。遺構は極めて希薄で、

浅い箇所から礫層が検出された。川久保遺跡の北方

の上荒堀遺跡にも遺物の散布がみられたが、試掘調

査の結果、遺構は検出されず、遺物の分布密度も薄

く、包含層も確認されなかった。

３．一之宮 千才地区●

市道東條・一之宮・西明寺線の東側の水田地帯に

おいて、平成元年度に幅３ｍ、総延長800ｍにわたっ

てトレンチ調査を実施した。当地区には灰黄色粘土

層が分布しており、近代以降に瓦粘土として盛んに

採取されている。遺構は全体に希薄であり、溝など

を検出したにすぎない。遺物は古墳時代の須恵器の

ほか、黒色土器、瓦器、土師質土器や中世陶器など

であり、奈良・平安時代の遺物は僅かであり、包含

層からは土製犬（87）が出土している。

また、先述の市道東側の細長く延びる畑地にトレ

ンチを入れたところ、幅０５ｍ、深さ０．４ｍ程の断面

台形の溝を南北方向に検出した。溝からは小片であ

るが土師器が出土しており、古代条里あるいは古道

に伴う側溝の可能性もある。ちなみに、北方の延長

線上には、柘植川北岸に国町遺跡が、南方の延長線

上の服部川南岸には伊賀国分寺跡が所在している。

結４．小

これまで、印代地区周辺に伊賀国府が置かれてい

たとする説が有力であった。今回の調査により、そ

の想定地の歴史的環境をほぼ解明することができた。

まず、印代東方遺跡では、弥生時代の遺構と中世

の遺構が主で、平安時代後期の遺構を僅かに検出し

たに留まる。全体的に遺構は希薄であり、弥生時代

になって微高地に集落が形成され、その後水田とし

て開発が進んだことを窺わせる。

また、古代の遺物も極端に少なく、仮に中世の水

田開発によって削平されたとしても全くといってい

いほど痕跡が見当たらない。古代官衙を坊佛させる

には遺物の質、量とも余りにも貧弱である。

印代の南、西、北においても上記と同様な様相が

見られる。長良・新寺遺跡などでも弥生時代の遺構

や遺物が確認されているが、奈良・平安時代の国府

を想定させる遺構・遺物は皆無に等しい。高羽根遺

跡でも奈良・平安時代の遺物は見当たらない。川久

保遺跡のある－段低い地点は、旧河Ⅱ|の流路であっ

たことが地形的に読み取れ、氾濫原の一部に中世以

降の生活の跡が僅かに残されているに過ぎない。

一之宮・干才地区では、整然と条里制地割が展開

しており、遺構・遺物が希薄な点から古代の比較的

早い段階から水田開発が行われていた可能性が高く

印代地区と同様に古代官衙の痕跡は見当たらない。

以上の点から、柘植川南部の印代・一之宮・干才

地区に古代官衙が造営された可能性は皆無に等しい。

今回の発掘調査が国府位置の確認という`性格をもっ

たものであり、調査範囲や調査地点からみても、こ

れまで想定されていた柘植川南部の印代周辺の地域

には、伊賀国府跡は所在しないとの結論を下ざざる

を得ない。

註’）「平成2年度農業基盤整備事業地域埋蔵文化財発掘調査報告第１分冊」
三重県埋蔵文化財センター、19913

２）同上
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Ⅳ、拓殖川北部の調査

柘植川北部の調査は、大字外山（小字一中田．岩

坂．追越)、坂之下（小字一国町・前田ほか）で実施

した｡川の北部は標高145ｍ前後の平野部と、その北

に比高約５ｍの段丘が見られ、遺構を検出したのは、

段丘上の平地である｡平地は南北幅約200ｍあり、西

側の大字東条では丘陵が張り出すために途切れ、東

側は大坪遺跡へと連なる｡畦畔の方向は、西の前田．

国町地区ではほぼ東西方向であるに対し、東では現

地形と同じ東南方向の畦畔となっている。

調査地区表示は、小字別（第９図）に東から中田＝

Ａ地区、岩坂＝Ｂ地区、追越＝Ｃ地区、国町＝Ｄ地

区、前田＝Ｅ地区とし、その地区毎に大きく水田・

畑が区画される範囲で中地区（各字別調査地区の中

の……で囲まれた地区)、さらに個別の水田・畑単位

に数字（小地区）を与えて地区表示とした。このう

ち中田（Ａ地区）は試掘調査を行ったが、遺構はほ

とんど検出されていない。以下、地区別に遺構を、

遺物についてはまとめて時期別に記述する。

■"

田
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第９図柘植川北部調査区位置図（１：4,000）

１．岩坂地区

岩坂地区（Ｂ地区）は国町地区の北に位置し、北

側には丘陵が迫る。北端の水田の標高は約160ｍ、南

は約150ｍとかなりの標高差がある。地区表示は第１０

図のとおりで、東のＢ３地区と西のＢ２．４地区に

十文字にトレンチをいれて調査を実施した。

遺構は、北側のＢ２地区と東側のＢ３地区では確

認していない。西側のＢ４地区は遺構面までの深さ

'よ１ｍで、Ｂ４－４地区のトレンチ西部で土坑・柱

穴、Ｂ4-7地区では柱穴・溝等を検出した。Ｂ４－７

地区の掘立柱建物ＳＢ１は、東西２間、柱掘形は径

0.3ｍの円形を呈する。棟方向はＥ－０ｏ－Ｎで、時期

は不明である。その他、ＳＤ２．３などの混入の可

能性が高い弥生時代の遺物を少量出土する溝を検出

した。遺物は、縄文時代と弥生時代～古墳時代初頭
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にかけてのものを少量、古墳時代～平安時代にかけ

てのものを多く出土した。ＳＤ３からは弥生時代後

期の甕（７）、Ｂ４－４調査区西部の包含層から６～

７世紀と思われる土師器の甕（48）やＢ４－７調査

区の包含層から円面硯（442）が出土した。

岩坂地区の内、遺構を確認したのはＢ４－４から

Ｂ４－７にかけての地域である。この地域は後で述

べる国町地区の北に隣接し、遺構が少なく地形的に

は条件が良くないが、円面硯の出土などから国庁に

附属する施設の存在も類推される地域である。

￣
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第10図岩坂地区調査区位置図（１：2,000）

Ｙ14.785

卜
-１-１

Ｓ Ｂｌ
ＳＤ２

ＳＤ３

｡：。ｂｏＣＪｏ
ｏｏﾊＲ

。
◎

◎Ｘ－ｌ３ａＯ２５－

二L塗c二｡

。。

￣

10ｍ０
￣－－－－￣

第11図Ｂ４－７調査区遺構配置図（１：200）

－１９－



２追越地区

迫越地区（Ｃ地区）は国町地区東の国

町川を挟んだ地区で、北は岩坂地区であ

る。北側水田の標高は152ｍ、段丘縁辺

部の標高は約150ｍと、東南に向かって

なだらかに傾斜する。地区表示は第12図

の通りである。

平成２年度にＣｌ地区とＣ２地区に幅

３ｍの南北トレンチを約100ｍの間隔で

設定し、調査を実施した。基本層位は北

側では耕土、床士のみで、南側では瓦器

を含む包含層が若干認められる。遺構検

出面までの深さは概ね0.3～０８ｍほどで、

それぞれの水田の北側では浅く南側が深

くなっている。

検出した遺構は、弥生時代中期から鎌

倉時代までのものがあり、北側の岩坂地

区に近い所では遺構密度が薄く、南の河

岸段丘縁辺部にいくほど多くなる。

遺物は、縄文時代から鎌倉時代までの

ものがあるが、古墳時代の遺物が最も多

く出土した。

なお、掘立柱建物の柱穴からは５世紀

後半の須恵器などが多く出土し、時期判

断を困難にしているため、掘立柱建物に

ついては一括して記述する．

.・・・・・・・。．．。■．．．.．．・・・・・・－PfTbルー.。、①・・・二参己－－．．．．，

１００

第12図追越地区調査区位置図（１：2,000）
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（１）弥生時代の遺構

西のＣ２－２調査区で検出したＳＤ１３

(第13図）があるのみである。幅１４ｍ、

深さ0.4ｍの規模で、東南の方向に流れ

る。弥生時代中期のほぼ完形の台付細頸

壺（４）と、甕（５）の破片が若干出±

、

第13図 ＳＤ１３遺物出土状況（１：４０）

どは検出していないが、各隅から約0.2ｍ離れた位置

で直径０４ｍ、深さ０２ｍの支柱穴を二つ検出した。

出土した遺物は、土師器杯（８．９）・甕（10）の

ほか、須恵器杯の破片が少量あるだけである。須恵

器からＴＫ２３～47号型式と思われる。

ＳＤ８（第15図）Ｃ１－１１調査区南側にあり、

幅２３ｍ、深さ１０ｍの規模の溝で、西南の方向に流

れる．溝底のやや南側に建築部材を転用して、先を

壷（４）と、甕（５）の破片が若干出土している。

溝の延長部にあたる東のトレンチで検出していない

ため、方形周溝墓の可能性が強い。

（２）古墳時代の遺構

ＳＨ９（第17図）東のＣ１－１４調査区にあり、

方形を呈し、西半分を検出した。方位はＮ－２７ｏ－Ｗ、

南北辺3.7ｍ、深さ０．２ｍの規模である。竈・周溝な
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Ｓ≧ ＳＤ１４Ｃ２－３調査区の東北部にある幅０６ｍ、

深さ0.3ｍの南北溝である。溝の方位はＮ－２０ｏ－Ｗ

前後で、掘立柱建物の方向と近似する。遺物は少な

く、北のＣ２－２調査区では確認していない。

ＳＤ１６ＳＤ１４の南にある、幅１２ｍ、深さ０．６ｍ

の東西溝である。出土した遺物（35～39）から見る

と、７世紀前半には埋没している。

=}in鬘
１LＩ

（４）その他の遺構

ＳＤ７Ｃｌ-11調査区中央にある、幅0.6ｍ、深

さ０２ｍの東西溝で、遺物は出土していない。掘立柱

建物ＳＢ６より古い。

ＳＫ１９土師器、瓦器が出土している。瓦器は山

田編年のⅢ－１期で13世紀にあたる。

ＳＤ２１～２５出土した遺物は少ないが、ＳＫ１９同

様13世紀代の範嬬に入るものである。

ＳＫ２８Ｃ２－５調査区中央西壁にあり、南北1.8

ｍ、東西は調査区外に延びるため、１ｍ以上の三角

形を呈する。竪穴住居のコーナー部分の可能性もあ

る。土師器、須恵器が少量出土した。

］

［

UYw

ＩＦ=

（５）掘立柱建物について

第15図ＳＤ８遺物出±状況（１：５０）

尖らせた矢板を打ち込み、板材を矢板の北側に土留

め（551～557）として並べている。堆積の状況から、

素掘りの溝を改修して使用したものと思われる。遺

物には、土師器（18～23)、須恵器（24～30）や、衣

笠状木製品（558）などがある。

Ｃ１－１１調査区では、１棟検出した。

ＳＢ６（第16図）梁行２間、桁行５間以上に復

元できる南北棟である。柱掘形は同一柱掘形内の北

側が深く２棟重複する様相を呈するため、同一場所

での建て替えの可能性がある。ＳＤ７より新しい。

Ｃ１－ｌ４調査区では、３棟（第17図）検出した。

ＳＢ１０トレンチ南の両壁際とＳＨ９と重複する

位置で検出した。東西２間、南北２間以上で、柱掘

形は、径０７ｍ、深さ0.4ｍの方形を呈する。

ＳＢ１１梁行２間、桁行ｌ間以上の東西棟である。

北側柱は竪穴住居ＳＨ９と南隅柱はＳＢ１０と重複し

ており、共にＳＢ１１が新しい。柱掘形は径0.5ｍ、深

さ0.2～0.4ｍの円形を呈する。

ＳＢ１２南北２間、東西２間以上の規模で、棟方

向は不明である。北側柱列には、径約20cm程度の残

りの悪い柱根が残存する。柱掘形の大きさは、北側

柱列のものが一辺0.5ｍ、深さ０．４ｍの方形を呈する

のに対し、妻柱は一辺0.4ｍとやや小さい。南側柱は、

東壁付近で－部を検出したのみである。

（３）飛鳥時代の遺構

溝が３条ある。追越地区内を区画する溝の可能性

があり、溝と掘立柱建物とは方位が近似し、関連を

窺うことができる。

ＳＤ４Ｃ１－４調査区北で検出した、幅1.0ｍ、

深さ０２ｍの溝である。理士からは木簡（538～543）

のほか、子持勾玉（524）が１点出士している。南に

幅0.5ｍ、深さ0.1ｍの溝が重複する位置にあるが、

遺物はなく別の遺構か堆積の差かは判断し難い。Ｓ

Ｄ４を西に延長する位置にはＳＤ１６が見られ、同一

の溝になる可能性が強く、方位はＥ-26°－Ｎに復原

できる。子持勾玉は他からの混入品と思われる。
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第17図Ｃ１－１４調査区遺構平面図（１：100）第16図ＳＢ６遺構平面図（１：100）

いずれも0.3ｍ程である。

ＳＡ１５南北３間で、柱掘形は径0.3ｍ、深さ０．３

ｍの円形を呈する。

Ｃ２－５調査区では、１棟と柱列１条を検出した。

ＳＢ２６調査区北端の一辺0.8ｍ、深さ０１５ｍの方

形を呈する柱穴と、北側のＣ２－４調査区南端のほ

ぼ同規模の柱穴で想定した建物である。

ＳＡ２７３間分検出した。柱掘形は径0.4ｍ、深さ

０２～0.3ｍの円形で、建物になる可能』性も残る。

Ｃ２－４調査区では、２棟検出した。

ＳＢ１８（第18図）トレンチ北側で、東西方向に

並ぶ柱掘形を２列検出した。南北間の距離からみて、

南北３間、東西は３間以上である。

ＳＢ２０（第19図）ＳＢｌ８の南にあり、南北３間、

東西２間以上の東西棟で、北側に廟を持つ。柱掘形

は廟が径約0.5ｍ、深さ０３ｍであるのに対し、桁行

の柱掘形は一辺約0.8ｍ、深さ０．４ｍと大きいr）北桁

柱列西柱穴から、馬歯（ＰＬ２６）が出土した。

Ｃ２－３調査区では、１棟と柱列１条を検出した。

ＳＢ１７トレンチ南東部で検出した、南北２間以

上の建物である。柱掘形は、北側から０．４×０６ｍの

隅丸方形と径約０５ｍの円形の二つの柱穴で、深さは

（６）小結

掘立柱建物の時期は、上限として５世紀後半のＳＨ

９より新しいＳＢ10.11でその一端が窺え、奈良.
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第18図ＳＢ１８遺構平面図（１：100） 第19図ＳＢ２０遺構平面図（１：100）

棟方ロ

２枕重複力

回一画■■■■￣＝￣■■■■、醜西
田■■■￣■■認■四■■■￣￣＝■■■■、刑翻沮

囲田圃|■■■￣￣￣■■■■
…－泊■爾囚■■■■－－－■■
－－■■雨■旧■■■■￣＝￣■■■■■關駅厨扁■
画一…■■■■…■■■￣■■■■■■■■
…－画■■■■￣■■■￣■■■■■■■■■
ヱーーーー1■■■￣■■■￣

第６表追越地区建物規模表

平安時代の遺物が柱穴より出土しないこと、同時期

の遺構も調査区にほとんど見られないこと、方位の

近似するＳＤ１６が７世紀前半に埋没していることな

どから、下限の一端を類推することができる。ＳＤ

８から出土した建築部材などから、５世紀後半に周

辺に掘立柱建物が存在したことは間違いないが、建

物の時期を断定することは出来なかった。ここでは

建物の時期は、５世紀後半から７世紀前半と幅広く

考えておく。

追越地区の調査はトレンチ調査のため不明な点が

多いが、古墳時代の竪穴住居を中心とする集落と掘

立柱建物、方位を同じくする溝、木簡の出土など奈

良時代以前の大規模な集落が存在することが明かと

なった。竪穴住居は東の外山大坪遺跡などでも同様

に検出しており、背後に造営された古墳群や御墓山

古墳との関係が、掘立柱建物については、時期・規

模など不明な点が多いが、国府の成立した基盤との

関係で注目される地域である。

註ｌ田辺昭三「陶邑古窯ｈＵ平安学園考古クラブ１９６６

２山田猛「伊賀の瓦器に関する若干の考察」「中世土器の基礎研究Ⅱ」

中世土器研究会１９８６
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遺構番号 規模 棟方向 桁行(、） 梁行(、）
柱間寸法（、）

j１行行 梁行
時期 備考

SＢ６ (5)×２ Ｎ23.Ｗ 5.4 2.4 2.7 2棟重複か

SＢ１０ (2)×２ Ｎ27.Ｗ 5.0 2.5 SH9より新

SＢ１１ (1)×２ Ｅ23.Ｎ 3.4 1.7 1.7 SB10より新

SＢ１２ (1)×２ Ｅ28゜Ｎ 3.6 １６ 1８

SＢｌ７ ×(2) Ｎ16.Ｗ 2.2

SＢ１８ (3)×３ Ｅ20.Ｎ 6.6 2.2 2.2

SＢ２０ (2)×３ El8oN 6.9 2.1 (2.4） 廟柱間2.1ｍ

SＢ２６ (1)×２ Ｅ12.Ｎ ４６ (2.3）

SＡ１５ ３ Ｎ23.Ｗ ４２ 1.4

SＡ２７ ３ Ｎ12.Ｗ ６９ 2.3



３国町地区

丘陵背後から流れ出る国町川が、あ

たかも人為的に付け替えたような様相

を呈して逆Ｌ字状に国町地区の西を巡

る。平成元年度（調査面積約570㎡）と

２年度の調査（同約650㎡）で、脇殿と

考えられてた南北棟２棟が検出されて

いる。今回の調査は、中軸線上に位置

する正殿、南門等の施設を検出するこ

と、脇殿の規模を明らかにすることを

目標とし、1,700㎡を調査した。南の水

田部分については、南北と東西のトレ

ンチを設定したが、遺構は確認できず、

遺物も出土していない。

現地形は、国町地区北のＤ３－５地

区は標高1515ｍで、その西は－段高く

なっており標高約153.6～152.6ｍであ

る。Ｄ５－６地区は標高151ｍ、台地南

端では149ｍと柘植川に向かってなだら

かに傾斜し、台地下の水田は標高145ｍ

程である。

遺構面までの深さは、それぞれの水

田の北側で0.3ｍ、南側では０．７～０．８ｍ

と深くなる。基本的な士層は、水田の

北側では大半が耕土と床士のみである

が、南側には包含層が堆積する。
第20図国町地区調査区位置図（１：2,000）
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第７表国町地区時期別遺構一覧表
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時期
抽到式Z2f主受雲中勿（正文ノョデ土域と）

正展生 肩｢t『民生 西｢月轟 二便二月轟
(政庁域外） 土坑 溝

古墳 ＳＡ１０２５ 1００３ 1０４３．１１０４

奈良後
期～平
安初期 1０５６

■

1０６５
■

1０８４

１０８５
ロ

1０７５

１０７０
Ｕ

ＳＡ１０５２

ＳＡ１０９１ ’００１．１００２．１０１５.

1０２０

1０３４

1０１１

1０１０．１０５３．１０８７．

１０９８．１０９９

平
安
前
期

前
半
一
後
半
一
不
明

ロ

日
●

1０５５

ｐ

Ｈ

｡

1０６６

ロ

ﾛ
■

1０９５

Ｕ

Ｕ

●

1０７３

１０２１．１］０５.ＳＡ１０４０

1０１６．１０４７

１１０２

1００８．１０７６．１０８６

１００９．１０１８．１０１９．１０２３

１０３０.１０３３．１０３５．１０４６

1０２８．１０８７．１０８８

1０２９．１０３１．１０３２

１０２４

平安子
中期

1０６０ 1０９０ 1０７１

Ｐ１０７４

Ｐ１０７８

１０２２．１１００

Ｐ１０２６

１００６．１００７．１０１２．１０１７

１０５１．１０６７．１０６８．１０７７

･１０８３

１００５．１０３８．１０５０．

1０６９．１０８０．１０８１．

1０８２．１０９２

平安
後期

1０６２

１０５９ 1０７２ (ＳＤ１０６３）

１０１３．１０１４.］０５４．１０５７

]０６１．１０６４．１１０１

1０４４．１０４５．１１０３

鎌倉
'０３９．１０４１．１０４２．

1０４８．１０４９

不明
ＳＡ１０５８１０９６

1０９７

ＳＡ１０８９ １０３７．１０９３．１０９４ 1０７９



ＳＤ１１０４（第29図）Ｄ６－９調査区の東南にあり、

幅0.8～１５ｍの斜行溝である。ＳＢ１１０５より古く、

一部を断ち割り、深さ0.3ｍであることを確認した。

建物より古く、奈良時代以前の遺構と言えるが、遺

物が出土していないために時期は断定できない。

検出した主な遺構は、５世紀後半のものを若干検

出した以外は、奈良時代後半から瓦器出現前後の平

安時代後期のものが中心である。以下、古墳時代、

奈良時代後半から平安時代初期（８世紀末から９世

紀初め)、平安時代前期（９世紀)、平安時代中期（１０

世紀)、平安時代後期（10世紀末～11世紀）の時期に

分け、建物については政庁域内と政庁域外（外郭）

の建物に分けて既述する。なお、遺構について主要

なものは本文中に記載したが、その他のものについ

ては付図の国町地区遺構平面図（１：200）を、また、

建物規模などについては、第８表（Ｐ４９）を参照さ

れたい。

（２）奈良時代から平安時代初期の遺構

遺物の中には奈良時代に属するものが一部見られ

るが、遺構から出土したものが少なく初現の時期を

確定することが困難である。奈良時代の前半の遺物

はほとんど出土していないため、奈良時代前半まで

遡る可能性は低いものと考えられる。この時期の建

物から出土する遺物のうち時期の明確なものには、

８世紀末から９世紀初頭にかけての平安時代初期の

もので、建物自体は平安時代前期前半まで－部存続

する可能性がある。

平成３年度の調査は、平成元年度で検出したSB

1085と２年度で検出したＳＢ１０２０を東西の両脇殿と

当初考え、その中軸線上、特にＤ５－８地区では正

殿、前殿、後殿のいずれかの建物が検出できるよう

に、広めの調査区を設定して調査を開始した。Ｄ５－

８北側とＤ５－６西側で約３ｍ間隔に並ぶ柱列を多

数検出したが、更に調査区の西側に延びるため、Ｄ

５－８北側で調査区を－部西に拡張して建物の規模

を確認することとした。この結果（第21図)、柱間が

ほぼ３ｍ等間の正殿に相当する建物を４棟以上、前

殿２棟を検出した。後殿に該当する建物は、なかっ

たものと思われる。建物は一部のみを確認したもの

が多く、後述する脇殿の建物にしても、全体が判明

したものはない。そのため、今後の調査で遺構の把

握が出来るよう、柱穴の断ち割り等はできるだけ避

けた。

政庁域の建物

正殿SB1056、前殿SBlO65、西脇殿ＳＢ1084.

1085、東脇殿ＳＢ1070.1075、掘立柱塀ＳＡ１052.

1091がある。

ＳＢ１０５６（第21図）SB1056は、Ｄ５－８調査区

北側のSB1055の柱穴立割りを２ケ所で行った際、

その断面の下層で確認した。Ｄ５－６調査区の東北

隅の柱穴は、当初SBlO55の北廟部分の東から２番

目と考えていたが、SB1055北廟部分の東隅柱穴と

（１）古墳時代の遺構

古墳時代の遺構・遺物は、北の岩坂地区から続く

Ｄ３地区と東南部のＤ５－３地区で主に検出した。

遺物から見て、５世紀後半から６世紀初頭にかけて

の時期が中心である。

ＳＡ１０２５（第32図）Ｄ５－９束調査区の南側に

ある、北東から南西方向に延びる柱列である。東の

Ｄ５－２、西のＤ５－９西調査区の柱列延長上でも

柱穴が多数あり、国町地区を横断する柱列の可能性

も残る。柱穴は径0.6ｍ程度の円形で、ここでは８間

分を確認した。遺物はほとんど出土していないが、

柱列の方向が国町地区で検出した他の建物と異なり、

古墳時代の溝や追越地区の建物の方向に近いことか

ら、追越地区の建物同様に、５世紀後半から７世紀

までと幅広く時期を考えておく。

ＳＫ１００３Ｄ３－６地区の平成２年度調査区の西

南にあり、南北５５ｍ、東西は２ｍ以上、深さ０．２ｍ

の方形を呈する士坑である。平面形態から見て、竪

穴住居になる可能性もある。

土師器椀（４２．４３)、甕（４４．４５）が出土している

が、明確な時期は判断し難い。６世紀代に入るもの

かと思われる。

ＳＤ１０４３（第31図）Ｄ５－３地区の東西トレン

チで検出した。幅1.1～Ｌ３ｍ、深さ０．５ｍの東北から

西南の方向に流れる斜行溝である。

埋土から土師器椀（11.12）・高杯（13）・甕（１５

～１７)、須恵器杯（14）・甕等が少量出土している。

須恵器は、５世紀後半のＴＫ２３号型式に比定できる。

－２７－



東脇殿を考える上で問題の多い地区である。最も古

い建物と考えられるSBlO70は、西側柱列を３間分

検出した。西脇殿のSB1085と対象位置にあるが、

調査区内では、北妻柱及び西北隅柱は確認していな

い。北から３番目の柱掘形埋士から完形の土師器椀

６個体（384～389）が集中して出土したほか、北か

ら４番目の柱穴からは土師器椀（390.391）．、（392）

が出土した。

ＳＢ１０７５（第25図）SB1070の北に想定した建

物で、西のSB1084に対応するものである。Ｄ５－

６調査区の南端とＤ５－８調査区南端で検出したも

ので、柱掘形は一辺0.8～１０ｍの方形を呈する。

ＳＡ１０５２（第26図）Ｄ５－６調査区の北側で、

東西３間分を検出した。柱掘形は一辺0.8ｍの方形で、

東の柱穴を立割り、深さ0.5ｍであることを確認した。

平成元年度の南北トレンチでは、東壁に沿って南北

にほぼ等間隔に並ぶ柱穴を多数検出しており、北端

のものは塀東北隅の柱穴にあたるものと思われる。

この位置で東西方向の塀がＬ字状に南に折れ曲がる

可能性が高い。塀東端から東１間目の柱想定位置で

は、柱穴を確認していない。

ＳＡ１０９１（第23図）Ｄ６－５調査区にある南北

３間以上の掘立柱塀である。柱掘形はばらつきがあ

るが、一辺0.5～0.8ｍ、深さ０５ｍの方形を呈する。

平安時代前期の遺構と重複しており、掘立柱塀SA

1091→南北溝SD1088→士坑SK1086の順であるこ

とを確認した。この南北塀の位置は東に推定される

南北塀SA1052と正殿を挟んでほぼ対象位置に当た

り、政庁を囲む塀の可能』性が高いものである。

外郭の建物

政庁域の北側でSB100L1002、西側でＳＢ1015.

1020がある。

ＳＢ１００１（第30図）平成元年度のＤ３－６南北

トレンチで検出した、西に延びる南北３間の東西棟

である。北側の柱掘形は一辺０７ｍと他の一辺１ｍと

比較して小形であること、北側の柱間が狭いことか

ら北側に廟を持つものと考えた。なお、南に１問の

廟がつく可能性もあるが、柱掘形が不定型のためこ

こでは廟とはしていない。埋士から出土した遺物の

大半は５世紀後半のものであるが、底部へラ削り・

内面に暗文の残る士師器Ⅲなどの細片が数片出±し

思われるものは浅く、柱穴と断定するには至らなかっ

たため、断面下層で確認したＳＢ１０５６の東北隅の柱

穴と考えた。

SBlO55とほぼ重複する位置であるため、東西５

問、南北についてはＤ５－６調査区とＤ５－８調査

区の柱穴間の距離が約９ｍあることから、南側に廟

のつく５間×３間の建物が想定できる。

ＳＢ１０６５（第21図）Ｄ５－８調査区の西南側に

ある、東西３間以上、南北２問の東西棟である。柱

筋は北のＳＢ1055.1056に揃う。柱掘形は一辺1.2ｍ

の方形で、調査区西の北側柱を立割り、深さ０．７ｍで

あることと、後述するＳＢ1062.1066より古いこと

を確認した。埋士は、黄褐色士である。前殿に相当

する建物で中軸線が正殿と同一と考えるならば、桁

行３間、梁行２間の規模に復原することができる。

ＳＢ１０８５（第23図）Ｄ６－５．６－６調査区で

検出した４間×２間の南北棟で、西脇殿に相当する。

柱掘形はＤ６－５調査区のものは一辺0.8～１０ｍ、

Ｄ６－６調査区では一辺1.0～１２ｍの方形を呈し、

深さは約０６ｍの規模である。柱根は、西側柱列の北

側（559）や北から３．４番目、南妻柱等に残ってい

た。SBlO90より古く、南西隅柱から土師器椀（398)、

須恵器杯（402)、南妻柱の柱痕跡上面で土師器杯(399.

400)、黒色土器椀（401）などの遺物が出土した。

ＳＢ１０８４（第23図）SB1085の北に位置し、棟

方向はSB1085と揃える。西南隅の柱穴はＳＢ１０８５

の西北隅の柱穴から２間目の位置にあたり、当初は

SB1085が北に更に延びるものと考えていた。しか

し、その間の柱想定位置では、平面精査および立割

を行ったが柱穴は検出できなかっため、ＳＢ１０８５と

は別の建物と判断せざる得なかった。２間×２間の

規模として復原したが、妻柱の未確認など問題の残

る建物である。西北の柱掘形は東西１６ｍ、南北１３

ｍの隅丸方形で、深さは0.8ｍである。この柱穴内に

は径42～47cm、残存高約80cmの柱根（560）が残って

おり、土師器（395.396)、須恵器（397）等の遺物

が出土した。

ＳＢ１０７０（第25図）SBlO70の位置するＤ５－

８調査区の東南は、東脇殿の推定位置にあたる。こ

こは４棟以上の建物が重複していることや、建物と

して復元していない柱根の残る柱穴もあることなど、

－２８－





行５間×梁行３間の南北棟である。棟方向は、南に

あるSBlO20と西側柱列を揃える。柱掘形は一辺０６

ｍの方形で、深さは0.5～０．７ｍの規模である。西南

隅の柱穴には径0.3ｍの柱根が残っていたが、他の柱

穴のものは腐って粘土質状となっていた。柱掘形埋

士から、９世紀初めに比定できる土師器杯（393）・

椀（394）が出土した。

その他の遺構

ＳＤ１０１０（第22図）Ｄ３－８調査区で検出した。

上面での幅は約３ｍ、なだらかに落ちて途中から約

２ｍとなり、深さは約0.7ｍで、溝の南半部は時期の

新しいSKlOO9と重複する。遺物は、土師器（49～

53)、須恵器長頸壺（56.57）・横瓶（54）・鉢（55）

などが出土した。この内、須恵器長頸壼（５６．５７）

はほぼ完形で、調査区東側の平成元年度の調査で、

埋土上層から拳大の礫と共に出土した。

現地形を見ると、Ｄ３－８調査区の東と南は約１

ｍ以上の比高差があり、溝底面の標高151.3ｍは、東

のＤ３－５調査区の遺構検出面に相当する。そのた

め、東の延長上で検出したSD1004は、規模的には

ている。

ＳＢ１００２平成２年度のＤ３－６調査区の東北部

で検出したもので、南北２間、東西は調査区東に延

びる１間以上の東西棟である。柱掘形は径０５ｍの円

形で、深さ0.4ｍである。遺物は出土していないが、

南に位置する南北棟SB1015の西側柱と柱筋を揃え

るため、当該期とした。

ＳＢ１０２０（第28図）Ｄ５－９調査区にある平成

元年度、平成２年度の調査で一部確認し、当初は東

脇殿と想定した建物である。平成３年度の調査で、

桁行５間×梁行３間の南北棟であることを確認した。

柱掘形は一辺１５ｍ、深さ約１ｍと柱掘形の規模とし

ては、当遺跡では最大級のものである。

北側柱列東から２番目の柱穴内では、径約0.2ｍの

外側の木質部分のみが残る柱根を検出した。柱根は、

残存長約0.2ｍほどの小さなものである。柱痕跡がず

れることやその大きさなどから、ＳＢｌＯ２０の柱根と

は考え難く、他の建物が重複していると思われるが

確認することは出来なかった。

ＳＢ１０１５（第27図）Ｄ５－５調査区にある、桁

類似するものの深さ

は数cmに満たないも

ので、遺物もなく、

同一の溝かは断定で

きない。

ＳＤ１０５３（第26図）

Ｄ５－６調査区の

SA1052の南１ｍに

ある幅１２～２．０ｍ、

深さ05ｍの東西溝で

ある。東端は途切れ、

西は調査区外に延び

る。方向から、北に

ある掘立柱塀ＳＡ１０５２

に伴うものものとも

考えられるが、南北

方向の塀に伴う溝は

確認していない。土

師器・須恵器が少量

出士した。

ＳＤ１０８７（第23図）
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Ｄ６－５調査区の西壁際で検出した、幅0.6ｍ以上

で、深さ0.1ｍの南北溝である。方向は北で西に２．

振れる。遺物は'よほとんど出土していないが、平安

時代前期の土坑SK1086より古い。

ＳＤ１０９８（第24図）Ｄ６－６調査区の南にある、

幅１０ｍ、深さ0.15ｍの東西溝で、ＳＢ1090.1095よ

り古い。方向は東で南に約３．振れる。遺物は、外

面にヘラミガキ・内面に螺旋状暗文の残る土師器杯

や須恵器杯などが少量出土した。

ＳＤ１０９９（第24図）Ｄ６－６調査区からＤ６－

５調査区で検出した、幅0.5ｍ、深さ０．２ｍの小規模

な南北溝である。遺物は出士していないが、ＳＢ１０８

５より古い。検出した範囲がSB1085の西側柱列とほ

ぼ同じ範囲であるため、当該期の西脇殿に伴う溝の

可能｣性もある。

ＳＫ１０１１Ｄ３－８調査区の南に位置し、ＳＫ１００９

を完掘して検出した。幅２２ｍ、長さは4.5ｍ以上の

規模で、西の調査区外に延びる。埋士中には木片が

多く混入しているため、溝の可能性も残る。遺物は、

土師器（59～70)、須恵器（７２．７３）の他、黒色土器

(71）の細片が３片、須恵器甕の体部片を利用した転

用硯（457）が出士した。

ＳＫ１０３４（第33図）Ｄ５－９束調査区南側で検

出した、幅0.6ｍ、長さ１０ｍ、深さ０２ｍの小規模な

士坑である。遺物は少ないが、円面硯（438）が出土

している。

であり、廟部分はやや小形で一辺0.8ｍの方形を呈す

る。掘形埋土はいずれも黄褐色士である。正殿SB

1056より新しく、SB1060より古い。

ＳＢ１０６６（第21図）Ｄ５－８調査区南側にある

前殿SB1065より新しく、東西３間以上、南北２間

の東西棟である。SBlO65と同様に考えるならば、

桁行５間×梁行２間の東西棟に復原できる。柱掘形

は一辺0.7ｍの方形で、深さは0.5ｍである。

ＳＢ１０７３（第25図）Ｄ５－８調査区東南の東脇

殿にあたる礎石建物SB1071と、重複する位置にあ

る。ＳＢ１０７１のすべての礎石据え付けの根石の下

(３ケ所）で柱根が腐ったためか、空洞が平面で確認

できた。そのうち１ケ所で立割りを行い、径０３５ｍ

の柱根が残存することを確認した（ＰＬ７下)□柱掘

形は一辺１０ｍの方形で、深さは0.6ｍの規模である。

礎石建物と重複する位置にあるため、柱を上面で切

断して礎石に建て替えたことが推察される。遺物は

ほとんど出±していない。

ＳＢ１０９５（第24図）Ｄ６－５．６－６の西脇殿

SBlO90の下で確認した。ＳＢ１０７３と同様に礎石の

根石の下にあるもので、SB1090のすべての掘方の

下で確認した。柱掘形は一辺０７ｍの方形で、深さは

立割りを行っていないために不明である。遺物は出

土していない。

外郭の建物

政庁域の東側でＳＢ１０１６．１０２１、西側でSB1102、

SA1040、東南側でSB1047、西南側でＳＢ１１０５が

ある。

ＳＢ１０１６（第27図）Ｄ５－５調査区東にある。

南北３間の東に延びる建物で、南妻柱を確認してい

るため３間×２間の南北棟の可能性が強い。柱掘形

は径0.5～0.8ｍの隅丸方形で、深さは０３～0.5ｍであ

る。西北隅の柱穴には残りの悪い柱根が残存する。

柱掘形から９世紀後半の灰釉陶器の小片が出土した。

ＳＢ１０２１（第28図）Ｄ５－９束調査区のＳＢ１０２０

と重複し、重複関係は、SB1020→ＳＢ１０２１→SK

1018である。柱掘形は、一辺0.6～０．８ｍの方形を呈

する。北側柱列が位置する平成元年の東西トレンチ

では、柱穴を確認していない。建物は検出した柱位

置から考えると、南に廟のつく３間×２間以上の東

西棟と思われる。

（３）平安時代前期の遺構

この時期の遺構と思われるものが最も多い。出土

した遺物から、９世紀前半の猿投窯黒笹14号窯期と

後半の黒笹90号窯期の遺構に別れる。建物について

は９世紀前半・後半に分けることが困難なために一

括し、その他の遺構については時期別に既述する。

政庁域の建物

正殿SBlO55、前殿SB1066、西脇殿ＳＢ１０９５、

東脇殿SB1073がある。

ＳＢ１０５５（第21図）Ｄ５－６．５－８調査区に

ある、桁行７間、梁行３間の東西棟で、西・南・東

の三面は廟部分になると考えられる。柱間は母屋部

分が３ｍであるのに対し、廟は2.7ｍである。柱掘形

は母屋部分が一辺1.2ｍの方形で、深さは0.2～０．３ｍ

－３２－
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した。柱穴から西５ｍのＤ５－ｌＯ調査区では確認し

ていないため、塀の可能性が高いものである。

その他の遺構

Ａ）９世紀前半の遺構

ＳＫ１００８Ｄ３－８調査区に位置し、ＳＫ１００９よ

り古い。幅１４ｍ、長さ約６ｍの不定形を呈する。土

師器杯（103.104）．Ⅲ（１０５．１０６）と少量の須恵

器のほか、馬歯が１点出土した。

ＳＫ１０８６（第23図）Ｄ６－５調査区東側で平成

元年度と３年度の調査で検出した土坑で、東西4.7ｍ、

南北4.6ｍ、深さ０２ｍの円形を呈する。埋土は炭化

物を含む。南北溝ＳＤ1088.1087より新しい。

遺物は土師器（83～98）が中心で、須恵器、黒色

土器（99.100)、猿投窯黒笹14号窯期の灰釉陶器（101.

102）が少量と、円面硯（441.446）や黒色土器風字

硯の破片と思われるもの（451）も出土した。

ＳＤ１０２８（第33図）Ｄ５－９束調査区の南にあ

る、幅1.95ｍ、深さ0.35ｍの東西溝であるが、西７

ｍにある南北トレンチでは確認していない。少量の

土師器（74～77)、須恵器（78～80）のほか、猿投窯

黒笹14号窯期と思われる灰釉陶器椀の小片(81）と瓶

(82）が出土した。SK1030より古い。

ＳＤ１０８８（第23図）Ｄ６－５調査区で検出した

幅0.3～０４ｍ、深さ0.1ｍの南北溝で、方向は北で東

に約３゜振れる。土師器、須恵器を少量出土した。

切合関係は、SA1091→SD1088→SK1086である。

Ｂ）９世紀後半の遺構

ＳＫ１００９（第22図）Ｄ３－８調査区の南にあり、

西・東・南は調査区外に延びるため規模は不明であ

る。深さは、約０２ｍである。北側ではＳＤ１０１０と－

出土した遺物はわずかであり、９世紀後半の士坑

SK1018より古いために９世紀前半とした。

ＳＢ１０４７（第30図）Ｄ５－１０束調査区で検出した。

鎌倉時代の溝に壊されているが、４間×２間の南北

棟と考えられる。掘形埋土から猿投窯黒笹90号窯期

の灰釉陶器Ⅲの小片が出土した。

ＳＢ１１０５（第29図）平成２年度のＤ６－９調査

区で検出した、北廟を持つ東西４間×南北５間以上

の建物である。北廟柱掘形は両端が単独で、中の３

ケの柱掘形は共有するいわゆる溝持ちの柱掘形であ

る。東西４間、南北５間以上であるため、南北棟と

考えられる。総柱建物とは考え難く、束柱と思われ

る柱を１ケ検出したが他にはなく、建物構造につい

ては不明である。遺物はほとんど出土していないが、

棟方向がほぼ真北で、奈良時代後期から平安時代前

期の建物と同じであることから当該期とした。東側

柱列北から５番目の柱穴は、ＳＤ１１０４より新しく平

安時代後期のSD1103より古い。西側柱列の北から

５番目の柱穴は、調査区南壁の断面でのみ確認した。

ＳＢ１１０２（第34図）Ｄ６－７調査区の中央にあ

り、東側柱は南北両壁際、西側柱は南壁際で検出し

た。東側柱の柱間から、南北柱間は３ｍと復原され

る。柱掘形は径０６ｍの円形で、深さは断ち割ってい

ないが0.3ｍ以上である。東北と西南には径約0.3ｍ

の柱根が残る。遺物はほとんどなく、時期について

は断定できないが、棟方向から平安前期とした。

ＳＡ１０４０（第31図）Ｄ５－３調査区西端にある

柱穴である。柱掘形は、一辺0.9ｍの方形で、深さ０４

ｍである。埋土から、猿投窯黒笹14号窯期の灰釉陶

器片、黒色土器、製塩土器の小片や馬歯１点を出土
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部重複し、切り合いはSK1009が新しい。

埋土中に炭化物を多く含み、遺物はコンテナで４

箱ある。土師器（107～126)、黒色土器、須恵器（127

～133)、灰釉陶器（134.135)、製塩土器の小片のほ

か、灰釉陶器風字硯（454）が出土した。

ＳＫ１０１８（第28図）Ｄ５－９東調査区で検出し

た、東西3.5ｍ、北半分は平成元年度の東西トレンチ

で切られているために南北３ｍ以上、深さ0.2ｍの楕

円形を呈する。ＳＢ１０２０・’021より新しい。土師器

(181～185)、須恵器、黒色土器が少量出土した。

ＳＫ1019.1023（第28図）SKlOl8の南に位置

し、西の調査区の外に延びる重複する二つの土坑で、

深さ０２ｍの不定形を呈する。重複関係はSK1019→

1023で、いずれもSB1020より新しい。

SKlO19からは、土師器、須恵器が僅かに、SK

1023からは、土師器（186～194)、須恵器（197)、黒

色土器（195)、緑釉陶器（474.479)、灰釉陶器（196）

などがコンテナで２箱のほか、黒色土器風字硯（4５２．

澱
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、

で２箱のほか、黒色土器風字硯（452.

453）が出土した。遺物から見てこれ

らの土坑は、ほぼ同時代のものと考

えられる。

ＳＫ１０３０（第32図）Ｄ５－９東

調査区の南にある、東西142ｍ、南

北１１ｍ、深さ0.64ｍの隅丸方形を呈

する士坑である。

遺物は少ないが、上面で口縁部の

欠けた緑釉陶器唾壺（486）の他、土

師器Ⅲ（139）・杯（140)、黒色土器

杯（141）が出土した。

士坑壁面に沿って、縦方向の板材

の痕跡が－部に残っているため、木

製容器が据え付けられていた可能性

もある。内側上部でも、東西方向に

木目の残る板材の痕跡が－部残存し

ている。調査時点で水が湧き出てい

たことを考え合わせると、井戸の機

能を有する遺構の可能性もある。S

DlO28より新しい。

ＳＫ１０３３（第33図）SK1030の

南にある、径１５ｍ、深さ０１ｍの楕

円形を呈する士坑である。遺物は、

第32図SK1030遺構平面図（１：４０）
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土師器杯(198）．Ⅲ(199）・鉢(202)、ロクロ成形土

師器椀（200.201)、黒色士器椀（203）等を出土した。

ＳＫ１０３５（第33図）Ｄ５－９束調査区の西南隅

で検出したもので、東西0.5ｍ以上、南北2.3ｍ以上、

深さ0.4ｍ、西と南は調査区外に延びるために規模は

不明である。

埋土は炭化物を多く含んでおり、遺物はコンテナ

で３箱出土した。土師器（142～166）が大半で、他

に黒色士器（167～178)、須恵器（179)、緑釉陶器

(465.470.476.477)、灰釉陶器（180)、黒色土器

の風字硯（449）などが出土した。

ＳＫ１０４６Ｄ５－３調査区の東端で検出し、東と

南は調査区外に延び、北側は撹乱やSD1044によっ

て壊されているため、規模は不明である。深さは０１

ｍである。土師器、黒色土器、士錘などをコンテナ

で１箱出土した。

ＳＤ１０２９（第33図）Ｄ５－９束調査区の南にあ

る、幅１３ｍの東西溝で、東西共調査区外に延びるが、

西の南北トレンチでは検出していない。深ざは０１ｍ

ほどで、中央はやや深く0.3ｍである。遺物は、土師

器（136)、須恵器（137）のほか、黒色土器片がわず

かに出土した。

ＳＤ1031.1032（第33図）これらはSD1029の

南に位置する、幅0.5ｍ、深さ０．１ｍの東西溝で、長

さ３～４ｍにわたり検出した。

SD1032からは、緑釉陶器とともにロクロ成形土

師器椀（138）が出土し、９世紀後半に比定できる。

SD1031はSK1033より新しく、出土した遺物は

少ないが、同様な時期が考えられる。

この周辺では、ＳＤｌＯ２８・1029など東西溝を多数

検出している。西側のＤ５－８調査区では検出して

いないため、この間に政庁の東を画する南北溝が位

置し、これに取り付く可能性が高い。

が高い。礎石の抜き取りに伴うと思われる、１０世紀

末の遺物も一部混入している。

ＳＢ１０７１（第25図）Ｄ５－８調査区の東南にある、

東脇殿に相当する建物である。西側柱列のみで、妻

柱は検出していない。柱掘形は浅く不定形を呈し、

人頭大の礫が見られ、礎石建物の据付痕と思われる。

東側柱列北から２番目の柱掘形から406,3番目から

403～405.407の士師器が出土した。

ＳＢ１０９０（第24図）Ｄ６－５．６－６調査区で

検出した南北棟で、西脇殿に相当する。西側柱列、

南北両妻柱を検出した。柱掘形は浅く、人頭大の石

が混入している状況から見て、ＳＢ１０７１同様に礎石

建物と考えた。埋士は炭化物を含み、土師器（419～

436)、黒色土器Ｂ類椀（431）等の遺物を少量出土し

た。

外郭の建物

政庁域の東側にSB1022、西側にSBllOOがある。

ＳＢ１０２２（第30図）Ｄ５－９束調査区の平成元

年、２年度の調査で検出した、南北棟である。柱掘

形は径0.3ｍの円形で、深さは０．４ｍとやや小型であ

る。出土した遺物から、１０世紀後半の建物と考えら

れる。他の建物方向が北で東に振れるのに対し、S

B1022は北で西に振れる。

ＳＢ１１００（第34図）Ｄ６－７調査区東側で、北

壁に沿った位置で４間検出した。柱掘形は径０６ｍの

円形で、深さは０２ｍと浅く、０２ｍ程度の礫を多く

混入していた。埋士から10世紀前半の遺物が出土し

た。掘立柱塀の可能性も残るものの、北側のＤ６－

５調査区で柱穴を確認していないため、ここでは掘

立柱建物としておく。

その他の遺構

Ｐ1026（第30図）平成２年度のＤ５－９東調査

区の東北部で検出した柱穴で、径0.3ｍ、深さ０．１ｍ

の円形を呈する｡柱穴内中央部で、下から黒色土器椀

(417)、土師器杯（415)、黒色士器椀（418)、黒色士

器甕（416）の順で遺物が出土した。

Ｐ1074（第35図）Ｄ５－９西調査区の中央にあ

る、径0.5ｍ、深さ０２ｍの柱穴である。建物として

はまとまらなかった。後述する整地層を除去して検

出した。柱痕跡内から、完形の土師器Ⅲ（408～410)、

黒色土器椀（411.412）が出土し、建物廃絶後に土

（４）平安時代中期の遺構

政庁域の建物

ＳＢ1060.1071.1090がある。

ＳＢ１０６０（第21図）Ｄ５－８調査区の北にあり、

５間×３間と推定される東西棟で、正殿に相当する

建物である。柱掘形は浅く不定形を呈し、人頭大の

礫が多くみられることから、礎石の据付痕の可能性

－４３－
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器の細片が見られる。

ＳＢ１０６２（第21図）南北２間、東西３間以上の

東西棟である。SB1060より新しい。

ＳＢ１０７２（第25図）Ｄ５－８束南部からＤ５－

９西調査区に位置する南北棟である。西側柱列５間

分を確認しただけで、南北両妻柱は不明である。柱

掘形は径0.5ｍ、深さ0.3ｍの円形を呈する。ＳＢ１０７０

より新しい。

その他の遺構

ＳＤ１０６３（第21図）SB1062の南側柱と重複し、

埋士は炭化物を多く含む。幅0.3ｍ、深さ０．１ｍの浅

い東西溝である。方位は、西で南に３度振れる。S

B1062より新しく、SB1062の柱穴の東から２間目

でいったん途切れ、さらに西に続く。溝底には、径

0.1ｍの浅い穴をほぼ等間隔で多数検出した。瓦器小

片、土師器小Ⅲを出土し、１１世紀後半には埋没する。

垣根のような正殿の前方を目隠しする施設と思われ、

方位から見てSB1059に伴う可能性が高いものである。

ＳＫ１０１３（第27図）Ｄ５－５調査区南端にあり、

幅は東西２１ｍ、南方をSK1014に壊されているため

南北2.5ｍ以上で深さ０２ｍの隅丸方形を呈する。土

師器（383)、須恵器、黒色土器を少量出土した。遺

物から11世紀前半に比定できる。

ＳＫ１０１４（第27図）南は調査区外に延び、径1.5

～2.0ｍ、深さ0.3ｍの楕円形を呈するものと思われ

る。SKlO13より新しい。土師器Ⅲ（379.380)、須

恵器片、黒色土器（381.382）が少量出土し、１１世

紀前半に比定できる。

ＳＫ１０５４（第26図）Ｄ５－６調査区中央にある、

東西４５ｍ、南北3.5ｍ、深さ０２ｍの楕円形を呈する

士坑である。人頭大の礫が多く含まれており、遺物

はコンテナ３箱で、土師器（326～352)、黒色土器

(354～358）の他、瓦器（353）が１点出土した。

ＳＫ１０５７（第26図）Ｄ５－６調査区西南で検出

した深さ015ｍ、規模は調査区西南外に延びるため

に不明であるＱ遺物は、１１世紀前半の土師器杯､小Ⅲ、

ロクロ成形土師器の杯・小Ⅲなどが少量出土した。

ＳＫ１０６１（第21図）Ｄ５－８調査区の西北隅に

ある、深さ０２ｍ、調査区外に延びるため規模は不明

である。遺物は、土師器小m・杯、須恵器、黒色士

器椀、ロクロ成形土師器等を出土した。
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土器（266～268）を出土した。

ＳＤ１０９２（第34図）Ｄ６－５．６－７調査区で検

出した、幅0.7ｍ、深さ０２ｍの南北溝である。両調

査区は南北に約23ｍ離れているが、方向から見て同

一の溝と思われる。溝の方位は北で西に３度振れる。

北の延長上のＤ６－３、南の延長上のＤ６－９では

検出してないため、途中で折れ曲がるものと思われ

る。１０世紀前半の土師器、黒色士器を少量出土した。

（５）平安時代後期の遺構

政庁域の建物

ＳＢ１０５９・’０６２．１０７２がある。外郭の建物につい

ては不明である。

ＳＢ１０５９（第21図）Ｄ５－８調査区北端で検出

した建物で、南側柱列を３間検出した。これまで正

殿が建てられている位置である。柱間は３ｍ等間で、

更に西の柱想定位置を－部拡張したが柱は検出して

いない。柱掘形は径0.6ｍの円形で、西端のものには

柱根が残る。SB1060より新しく、遺物の中には瓦
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ＳＫ１０６４（第21図）Ｄ５－８調査区にある、東

西3.1ｍ、南北約３ｍ、深さ０１ｍの不定形を呈する

士坑である。埋士は炭化物を多量に含んでおり、遺

物には土師器杯（365）．Ⅲ（359～364.366)、黒色

士器Ａ類椀の底部（367）などを出土した。

ＳＫ１１０１（第34図）Ｄ６－７調査区中央で検出

した、東西3.7ｍ、南北は南に延びるため１８ｍ以上、

深さ0.2ｍの円形を呈する士坑である。土師器の小Ⅲ

を中心に、ロクロ成形土師器小Ⅲ、黒色土器などが

出土し、１０世紀末から11世紀前半に比定できる。

ＳＤ１０４４（第31図）Ｄ５－３調査区西半にある、

幅0.9ｍ、深さ０２ｍの斜行溝である。土師器小Ⅲ、

黒色土器椀、緑釉陶器Ⅲなどを少量出土した。１１世

紀前半に比定できる。

ＳＤ１０４５（第31図）Ｄ５－３調査区中央にある、

幅0.9ｍ、深さ015ｍの南北溝である。方位はほぼ真

北で、北方のＤ５－２調査区では確認していない。

遺物は10世紀末から11世紀前半の土師器小Ⅲ、黒色

土器Ａ・Ｂ類椀、ロクロ成形土師器小Ⅲなどを少量

出土した。SD1044、SK1046より新しい。

ＳＤ１１０３（第29図）平成２年度調査のＤ６－９調

査区南で検出した、幅１０ｍ、深さ０１ｍの東西溝で

ある。SB1105、SD1104より新しく、遺物は少な

いが平安時代後期のものと思われる。

ＳＢ１０９６（第24図）Ｄ６－６調査区の東で検rdし、

柱掘形は一辺0.6ｍ、深さ０．２ｍ以上の隅丸方形を呈

する。

ＳＢ１０３７平成元年度Ｄ５－２調査区中央の南北

両壁際で検出した。柱掘形は一辺０７ｍ、深さ０２ｍ

の方形を呈する。遺物はほとんど出土していない。

ＳＢ１０９３（第34図）平成元年度のＤ６－５調査

区の西で、東西２間分検出した。南北棟になるもの

と思われる。柱掘形は一辺0.7～０．８ｍの方形で、深

さは西端のものが0.6ｍ、東側のものは0.3ｍと浅い。

このため南北棟と考えているが、隅柱は深いことを

考えると東西棟になる可能性もある。柱掘形はSB

1094と一部重複し、SB1093が新しい。

ＳＢ１０９４（第34図）ＳＢ１０９３より古いもので、

東西２間分検出した。柱掘形は一辺0.7～０．８ｍの方

形で、深さは0.4ｍである。棟方向は他の多くのもの

とは異なり、西で北に振れるものである。

ＳＤ１０７９平成元年度のＤ５－９中央南北トレン

チで確認した深さ0.1ｍの溝で、北の幅は1.0ｍ、南

に行くにしたがい細くなり、南端では０２ｍとなる。

出土した遺物はほとんどなく、時期は不明である。

位置的には政庁の東を画する南北溝に当たるものの、

南のＤ５－ｌＯ中央トレンチでは確認していない。

Ｂ）その他の時期の遺構

Ｓ、1048.1049（第30図）SDlO48は、Ｄ５－

１０東調査区で検出した、幅１８ｍ、深さ０．３ｍの東西

溝で、弧を描き西のトレンチに続く。遺物は、土師

器、須恵器、黒色土器Ｂ類の小片、青磁（498）等を

少量出土した。南にあるSDlO49は、幅0.6ｍ、深さ

0.3ｍで、東ではSD1048と重複する。ＳＤ１０４８より

新しく瓦器の小片を出土した。鎌倉時代に属する。

ＳＤ１０３９（第31図）Ｄ５－３調査区の西端にあ

る南北溝で、調査区の外に延びる。規模は幅１３ｍ以

上、深さ0.4ｍで、瓦器の破片を少量出土しており、

鎌倉時代以降の溝である。

Ｓ、1041.1042（第31図）Ｄ５－３調査区の西

端にある南北溝である。SD1041は幅0.4ｍ、深さ0.2

ｍ、SD1042は幅０８ｍ、深さ０．１ｍの規模である。

土師器、須恵器の細片が出土しただけで、時期を断

定することは出来ない。現代の畦畔に沿うため、新

しいものかも知れない。

（６）時期不明・その他の時期の遺構

Ａ）時期不明の遺構

政庁内の建物

ＳＡ１０５８（第26図）Ｄ５－６調査区の北西にあ

る、南北２間の塀である。正殿のＳＢ１０５５より新し

く、柱掘形は一辺0.6～0.8ｍ、深さ０．４ｍの方形を呈

する。残りの悪い径０２ｍほどの柱根が残る。柱間は

3.0ｍで正殿の柱間と似ており、西に延びる建物の可

能性もあるが、ここでは掘立柱塀としておく。出土

した遺物はないため、時期はＳＢ１０５５の平安時代前

期以降としか判断できない。

外郭の建物

ＳＢ１０９７（第24図）Ｄ６－６調査区の東で検出

し、柱掘形は径０５ｍ、深さ約0.4ｍの円形を呈する。

ＳＢ1090.1095より古く、南端で検出した柱穴には

残りの悪い径0.15ｍの柱が残る。

－４８－
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第８表国町地区建物規模表
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建物番号 規模 棟方向 桁行（、） 梁行(、）
柱間一寸法（、）

j桁行 梁行
時期 備考

SA1025 Ｅ2０
◎

Ｎ 奈良以前 8間以上

SB1001 －×３ Ｎ１ｏＥ 6.1 2.3 8末～9C前 北廟柱間1.5ｍ

1002 －×２ ＮＯｏＥ 4.2 2.1 2.1 8末～9C前

1015 ５×３ ＮＯｏＥ 8.9 4.5 2.25 1.5 8末～90前 SK1012より古い

1０２０ ５×３ ＮＯｏＥ 1１．５ ４８ 2.3 1.6 8末～9C前 SB1021より古い

1056 (5)×（３） ＮＯｏＥ (3.0） (3.0） 8末～9C前 SB1055より古い

1065 (3)×２ ＥＯ・Ｓ 4.6 3.0 2.3 8末～9C前 SB1066より古い

1070 (4)×（２） Ｎ０゜Ｅ 2.4 8末～9C前 SB107L1073より古い

1075 (2)×（２） ＮＯ・Ｅ 8末～9C前

1084 ２×（２） ＮＯｏＥ 2.4 8末～9C前

1085 ４×２ ＮＯ・Ｅ 9.8 5.4 2.45 2.7 8末～9C前 SB1090より古い

SA1052 Ｎｌ
｡

Ｅ 東西2.3ｍ、南北２４ｍか 8末～9C前 東西5間､南北9間､(上

1091 Ｎ１
。

Ｅ 2.3 8末～9C前 南北3間以上、

1021 (3)×（２） Ｎ１
０

Ｅ 2.3 2.3 9C前半 南廟｡SK1018より古い

1105 (5)×４ Ｎ１
｡

Ｅ 7.6 2.2 1.9 9C前半 北廟柱間2.1ｍ

SB1016 ３×（２） Ｎ２
。

Ｅ 8.1 2.7 2.4 9C後半

1047 ４×（２） Ｎｌ
◎

Ｅ 1０．０ 2.5 2.3 9C後半

1055 ７×３ Ｎ１
◎

Ｅ 20.4 8.7 3.0 3.0 9C後半 三面廟柱間２７ｍ

1066 (4)×２ Ｅｌ
。

Ｓ 4.8 3.0 2.4 9C後半 SB1065より新しい

1073 (5)×２ ＮＯｏＥ 2.3 9C後半 SB1071より古い

1０９５ ５×（２） Ｎ１
◎

Ｅ 1２．０ 2.4 2.7 9C後半 SB1090より古い

SB1102 (2)×２ Ｎ１
◎

Ｅ 4.6 3.0 9Ｃ

SA1040 ＮＯ
◎

Ｅ 9Ｃ

SBlO22 ３×２ Ｎ３．Ｗ 9.6 4.2 2.4 2.1 10C後半

1060 ５×（２） Ｎ１
０

Ｅ 1５．０ 3.0 3.0 l0C 礎石建物

1071 (5)×（２） Ｎｌ
。

Ｅ 1１．８ 2.37 l0C 礎石建物

1090 ５×（２） Ｎ１
｡

Ｅ 1１．８ 2.37 2.7 lOC 礎石建物

1100 ４×－ E２ｏＳ 9.2 2.3 l0C 塀の可能`性あり

SB1059 ３×－ Ｎ３･Ｅ 1５．０ 3.0 l1C

1072 ５×（２） Ｎ１
○

Ｗ 1２．０ 2.4 l1C

1062 (4)×２ E2゜Ｓ 4.8 3.0 2.4 l1C SD1063より古い

SB1037 (2)×２ Ｎ２ｏＥ 3.8 2.1 1.9 不明

1０９３ －×２ Ｎ１ｏＥ 4.2 2.1 不明 SBlO94より新しい

1094 －×２ Ｎ２．Ｗ 5.4 2.7 不明

1096 (2) ×－ Ｎ３ｏＥ 2.25 不明

1097 (3)×（２） Ｎ１
｡

Ｗ 2.4 2.4 不明

SAlO58 Ｎ１
｡

Ｅ 3.0 不明 21M､SB1055より新しい

1089 Ｎ３・Ｅ 2.3 不明 3間以上
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第37図前田地区調査区位置図（１：2,000）
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第38図前田地区東西・南北断面略図（１：1,500、高さは１：150）
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獅
)（

Ｘ-133.126

Ｙ１４．６６５ Ｙ１４．６８０

Ｅ２－５

前田地区の地区表示は、第37図のとおりである。

当地区の北・西北側には丘陵がせまり、南は約４～

５ｍの比高を持つ段丘上面の南北約180ｍほどの平坦

地である。平成２年度はＥ５－２．Ｅ３－８.Ｅ３－

２１．Ｅ４－３地区に幅３ｍの東西トレンチ（面積200

㎡）を、平成３年度には中央と東部に幅３ｍの主に

南北トレンチ（面積660㎡）を設定し、調査を実施し

た。当地区の調査は、調査期間との関係から主に遺

構の広がりの確認に重点を置き、国庁の範囲（区両

溝）を確認することとした。なお、段丘下の水田に

も古道の確認を目的とし、幅２ｍの南北トレンチを

設定したが、遺構・遺物は確認できなかった。

現地形の標高は、北端で152ｍ、南の段丘周縁部で

150ｍ前後である。東西方向（第38図）で見れば、東

の国町地区に隣接する地域と西端がやや高く、中央

部が低い地形である。遺構検出面までの深さは、北

側が約0.5～0.6ｍと深く、南側は0.4ｍ程と浅い。

Ｅ２－７

Ｘ -133.140-

Ｘ－ｌ 33.110-

SB2004-

SD2005

－－

SK2006

SD2007 Ｅ２－６

SD2002

Ｘ-133.

Ｘ

（１）東北部（Ｅ２）の概要(第39図）

Ｅ２
Ｅ２－２は東西21ｍの調査区で、遺構検出面まで

の深さは約0.5ｍである。トレンチ東部で掘立柱建物

SB2001を検出した。SB2001の柱掘形は、径0.3～

0.5ｍ、深さ０１～０２ｍの円形で、３間分検出した。

柱間は西のみが2.7ｍで、ほかは2.3ｍである。棟方

向はＥ－３ｏ－Ｓで、東西棟になるものと思われる。

柱掘形から出土した遺物の内には黒色土器の細片が

見られることから、平安時代中期以降のものである。

Ｅ２－５は南北８ｍの調査区で、遺構面までの深

さは北側が0.5ｍ、南側が065ｍである。東壁近くで

幅0.2ｍ、深さ0.1ｍの南北溝、南端で深さ015ｍの調

査区外に延びる士坑や径０３ｍ程度の柱穴を二つ確認

している。これらから出土する遺物は土師器のみで

あり、おおむね11世紀代に比定できる。

Ｅ２－６は南北18ｍの調査区で、遺構面までの深

さは北端で0.5ｍ、南端で0.7ｍである。北端でＳＤ

Ｙ１４．６４０

Ｘ-133.17

Ｙ１４．６４０

第39図Ｅ２調査区遺構平面図（１：200）

－５１－



2002、南半部ではSD2003や柱穴を検出した。SD

2002は幅0.4ｍ、深さ01ｍの規模である。方向はＥ－

３．－Ｎの東西溝で、１１世紀の遺物を少量出土した。

SD2003中央から南西のものは当初は士坑として全

体を下げ、その下で中央で西に向かう幅0.4～０．５ｍ、

深さ0.2ｍの溝を２本確認した。出土した遺物から１１

世紀代の遺構である。南端の柱穴は溝の底で確認し

たもので、径0.6ｍ、深さ0.15ｍの円形を呈する。建

物の柱穴と思われるが、南の調査区まで７ｍ以上あ

るため、規模は不明である。

Ｅ２－７は南北13ｍの調査区で、遺構面までの深

さは北端で0.3ｍ、南端で0.9ｍである。調査区中央

で掘立柱建物SB2004、東西溝ＳＤ2005.2007、士

坑SK2006を検出した。SB2004の柱掘形は径０５ｍ、

深さ0.1ｍの円形で、建物方向はＮ－２ｏ－Ｗである。

柱間距離は5.4ｍ程あるため、梁間２間の東西棟と思

われる。後述するSD2007より古いが、遺物がない

ために時期は断定できない。北側のSD2005は幅0.6

ｍ、深さ０１ｍ、南側のSD2007は幅0.5ｍ、深さ０１

ｍである。SD2007からは、１１世紀代の土師器が少

量出士した。溝の方向はいずれもほぼ東西方向であ

り、同時期のものと思われる。士坑SK2006は、南

北15ｍ、東西0.7ｍ以上、深さ0.07ｍの不定形なもの

で、１０世紀代の遺物が少量出土した。

Ｅ２－８は南北15ｍの調査区で、遺構面までの深

さは、北端では0.5ｍ、南端で0.7ｍである。幅0.3ｍ、

深さ0.05ｍの南北溝SD2008を検出した。方向はほ

ぼＮ－２ｏ－Ｅで、遺物は11世紀代のものを少量出土

した。

（２）東南部（Ｅ５）の概要(第40図）

Ｅ５－１は南北12ｍの調査区で、遺構面までの深

さは0.5ｍである。遺構は、幅1.1ｍ、深さ０．１ｍの東

西溝SD2009がある。方向はＥ－６ｏ－Ｓで、遺物は

ほとんど出土していないために時期は不明である。

Ｅ５－３は南北13ｍの調査区で、遺構面までの深

さは北端で０６ｍ、南端で0.8ｍである。士坑や小溝

などがあるが、遺物もなく、時期は不明である。

Ｅ５－５は東西32ｍの調査区で、遺構面までの深

さは0.5ｍ程で、調査区西端で士坑ＳＫ２０１１を検出し

たが、遺構検出のみにとどめた。遺構検出時に緑釉

陶器片や10世紀代の遺物を出土した。

Ｅ５－２は東西15ｍの調査区で、遺構面までの深

さは0.5ｍ程である。弧状に走る東西溝を２条検出し

た。南側のSD2010は上面は幅1.5ｍで、下方では３

本に分かれていた。出土した遺物は鎌倉時代のもの

と、奈良時代まで遡るもの（39～41）があり、すべ

ての溝が鎌倉時代とするには問題が残る。

Ｅ
Ｅ５－１

桝

Ｘ-133.205

-133.190

Ｅ５－２
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SD2010
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（３）中央北（Ｅ３）の概要(第41図） Ｅ３－２

Ｅ３－６
Ｅ３－１．２Ｅ３－１は南北４５ｍの調査区で、

遺構面までの深さは１０ｍである。Ｅ３－２は南北

14.5ｍの調査区で、北側が深さ0.9ｍ、中央で１２ｍ、

南端で遺構面は確認していない。検出面の直上まで

瓦器を含む包含層が堆積し、下駄（548)、曲げ物の

底板（549）等の木製遺物が出土した。

Ｅ３－５は南北13ｍの調査区で、遺構面までの深

さは北で１０ｍ、南で12ｍである。北側で幅2.0ｍ、

深さ０２ｍの東西溝SD2013、これより古い幅0.4ｍ

の南北溝SD2013や柱穴を多数確認している。遺構

Ｘ-133.155- 引

-１

X-l3al20-lI ▲

旬１

Ｅ３－７
から出土し

り、飛鳥～

期は判断し

Ｅ３－６

で、遺構ま

検出してい

Ｅ３－８

ｍ）に東西

チを設定し

東トレンチ

形を呈する

や蓋の細片

西トレン

た遺物は、大半が土師器の甕の破片であ

奈良時代の範艤に入るもので、明確な時

難い。

・７それぞれ南北5.5ｍ、８ｍの調査区

での深さは約１ｍである。柱穴を幾つか

るが、出士遺物がなく時期は不明である。

平成２年度に西（東西15ｍ）と東（同２２

トレンチ、３年度に南北（１２ｍ）トレン

た。遺構面までの深さは約0.8ｍである。

のSK2014は東西１５ｍ、深さ０２ｍの円

と思われるもので、近江産の緑釉陶器椀

など、１０世紀の遺物が少量出土した。

チの掘立柱建物ＳＢ２０１５は、南壁際で1
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間分検出した。柱掘形は円形を呈し、径・深さとも

に約0.6ｍで、柱問は３０ｍ、棟方向はＥ－８ｏ－Ｗで

ある。西側柱穴内には径０２ｍ、東側は曳航用の穴が

穿たれた025ｍの柱根（559）が残る。黒色土器片が

出土し、１０世紀に比定できる。ほかに東端でも柱根

の残る柱穴SP2016を検出している。東西溝ＳＤ２０１７

は、おおよそ10～１１世紀代のものである。

Ｅ３－２１は東西５ｍの調査区で、Ｅ３－８から西

に30ｍほどの位置にある。遺構面までの深さは１ｍ

である。東西溝と柱穴を確認しているが、遺物が出

土していないために時期は不明である。

（４）中央南部（Ｅ６）の概要（第42図）

Ｅ６－７は南北12ｍの調査区で、深さは約0.7ｍで

ある。南側で士坑SK2018と、土坑下の東西両壁際

で掘立柱建物SB2019を検出した。柱間は約2.3ｍ、

棟方向はＷ－３．－Ｎである。遺物が出土していない

ために時期は不明である。

Ｅ６－８は南北５５ｍの調査区で、深さ0.6ｍ・径０４

ｍ程の柱穴を検出しており、その内の－基からは１０

世紀後半～11世紀前半の土師器を少量出土した。

Ｅ６－１２は南北11ｍの調査区で、深さ0.5ｍである。

北のSK2020は奈良～平安時代の土師器甕片、南の

SK2021からは11世紀後半の土師器や瓦器の細片が

出土した。更に南のＥ６－１４にもトレンチを入れた

が、０４ｍ程で地山となり、遺構は検出できなかった。

Ｅ

Ｘ-133.20

イ
’
６
０

●

侭
（５）西部（Ｅ４）の概要（第42図）

Ｅ６－１２

Ｅ４－３は東西12ｍの調査区で、深さ1.1ｍである。

掘立柱建物SB2022や柱穴を多数検出した。

掘立柱建物SB2022は東西２間分検出しただけで、

規模は不明である。柱掘形は径0.5ｍの方形で深さ0.4

ｍ、棟方向はＷ－２１ｏ－Ｎである。７世紀後半の須恵

器杯蓋（36)、土師器甕（37.38）を出土した。

SK2018SK2020
弓

SＢ2019

Ｘ-133.240-

（６）小結

前田地区東部は、現地形でみると東の国町地区に連

なる地域である。ここでは遺構密度は薄いものの掘立

柱建物や溝、土坑等を検出しており、平安時代中期以

降の遺構が広がることが明かとなった。建物や溝の』性

格については不明な点が多いが、隣接する国町地区の

国庁域の範囲に入る可能性が高いものと思われる。

中央部は地形的に谷部に当たるもので、北側は11

～12世紀代の包含層が厚く堆積し、中央から南で１０

～１１世紀の遺構を検出している。緑釉陶器もＥ３－

８で多量に出土しており、国庁の周縁部にあたる地

域であろう。中央部でも西は遺構が少ないが、調査

区の数が少ないために断定は出来ない。

西部で検出した遺構は７世紀後半のもので、国町

地区で確認されている平安時代の遺構は確認されて

いない。平安時代の国庁域の範囲には入らないもの

の、注目される地域である。

Ｅ６

SK2021

Ｘ-133.22Ｙ１４．５５５

Ｙ１４．５５５

Ｘ－ｌ３

０ １０ｍ
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５遺 物

から直線的に開く口縁を有する高杯（13）や休部が

丸くなる小形の甕（15～17）がある。

須恵器杯身(14)は口縁部の立ち上がりが長く、ロ

クロケズリは浅いものの、やや偏平な底部を持つこ

とから、５世紀後半の陶邑窯ＴＫ２３号型式に比定できる。

ＳＤ８出±土器（第44図）土師器には、平底で器

壁が厚い鉢（18)、口縁部を欠くがやや丸みをもつ口

縁部になると思われる高杯（19）がある。甕にはい

わゆる複合口縁をもつもの（20)、丸底で口縁部をや

や外半させて端部を丸く納めるもの（21.22)、口縁

部外面に面を持つ大形のもの（23）がある。２３は下

層出土である。

須恵器のうち、杯蓋（24）や杯身（25）はロクロ

ケズリが深くＴＫ２３号型式に比定されるが、ＳＤ１０４３

出土の須恵器と比較するとやや後出の様相を呈する。

杯蓋（26）はロクロケズリの範囲が狭く、ＴＫ４７号

型式に比定される。また、小形の凪（28）は体部外

面が無文で断面はセピア色を呈し、TK208号型式ま

で遡る可能性もある。甕（30）は下層出土である。

土師器は鉢（18）・高杯（19）がSD1043のもの

と比較しても新しい様相を呈する。下層から出土し

た土師器甕（23）は、□縁端部が肥厚しないが布留

式の甕の系譜を引くと思われ、上層から出土した甕

(21.22）とは大小の違いというより時期差があると

`思われる。

ＳＤ１６出土遺物（45図）高杯の脚（32）は短脚

一段透かしで、土師質のものである。

須恵器杯身（34）・杯蓋（33）はTK209号型式の

もので、７世紀初頭に比定される。短頸壺（35）は

体部に対して口縁部が長く直立し、体部下半はヘラ

ケズリで調整されており、６世紀代まで遡る可能性

が高い。

SK1002出土遺物（第45図）土師器杯（42.43）

は、甕の底部下半を作った後に上方縁部をヨコナデ

して口縁としたもので、内面には刷毛目が－部に残

る。甕（45）は外上方に向かって延びる口縁部を持

つもので、類似する甕に包含層出土の48があり、周

辺から６世紀代の須恵器が出土していることなどか

ら、SK1002も６世紀まで遡る可能性が高い。

（１）縄文～弥生時代の遺物

縄文時代の遺物は、４点と非常に数が少ない。す

べて追越地区からの出土だが、当該期の遺構も確認

されておらず、他からの混入品である。縄文土器で

最も古いものは、ＳＤ８から出土した後期の鉢（３）

である。晩期の鉢（l）は貼付凸帯を持つ。同様なも

のがＳＤ３から１点出土している。２は縄文が残り、

縦方向に張り付け凸帯を持つ。

弥生時代の遺物には、方形周溝墓と思われるＳＤ

１３から中期の台付細頸壺（４）と甕の底部（５）が出

土した。その他、包含層から後期の甕（６）、壷の体

部（７）などがあるが、数は少ない。

（２）古墳時代の遺物

ＳＨ９出土土器（第44図）丸底で口縁部を外反

させる小形の鉢（８）や口縁部が内湾する鉢(9)、甕

(10）がある。

SD1043出土土器（第44図）土師器には、体部

が丸く口縁部が外反する鉢（11.12)、平坦な杯下半

蕊I，
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部が受口状になる大形の甕（37）も３８と同様に近江

型の甕であり、７世紀後半に比定できる。

SD2010出土遺物（第45図）８世紀前半の須恵

器杯蓋（39)、土師器Ⅲ（40）があるほか、土師器甕

(41）は体部下半をヘラケズリする近江型の甕で、体

部は球形に近い。

（３）飛鳥・奈良時代の遺物

SB2022出士遺物（第45図）須恵器杯蓋（36）

は、内面に返りの残る飛鳥第３型式のものである。土

師器甕（38）は体部下半へラケズリを行う、いわゆ

る近江型の甕で、体部上半に一条沈線が巡る。口縁

ＳＤ１６（31～35）
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壷(73)が出土した。破片総数は、土師器片222(杯等

191、高杯等３，甕28)、黒色土器杯片3、須恵器片２５

(杯等10、壷８、甕７）の250片と少なく、法量の平均

を出すには至っていない。

土師器杯はすべてｅ手法で、やや平底気味の底部

で、口縁部は内湾しながら延びる。杯ＡＩ（64)は、

口縁端部を丸く収める。杯ＡⅡは、内傾する面を持

つもの(59)と、つまみ上げるもの(60.61）、丸く収

めるもの(62)など、口縁端部の形態は様々である。

ＡⅡの底部外面には、乾燥前に板の上に置いたため

か、木目の残るものも見られる。ⅢＡＩには、口縁

部が外反しながら短く延びて端部は丸く収めるもの

(67)、内湾しながら延びて内面で肥厚するもの(68）

がある。底部外面はへうケズリを行い、６７の底部内

面には螺旋状暗文が2段以上残る。６８は器高が深く、

口縁端部が肥厚することなど、奈良時代の様相を残

す。ⅢＡⅡの形態はⅢＡＩと同じ特徴を持つが、ヘ

ラミガキは施してない。底部外面はｅ手法である。

63はⅢＡⅡとしてあるが、口縁部は底部から両線的

に開き、底部外面はロクロケズリの後ナデを行った

ロクロ成形土師器の可能性もある。甕(70)は、Ｕ縁

部が外側に延びて端部は丸く収める。

黒色土器杯(71)はＡ類の底部の小片で、外面は横

方向のへラケズリの後へラミガキを施す。器壁は厚

く胎士も良く、SK1086出土の黒色土器杯(１００)と胎

士が類似する。

須恵器Ⅲ(72)は、平底で口縁部が短く立ち上がる

もので、他に粘土紐を貼付けて双耳とする壷(73)や

杯Ｂの小片がある。

（４）平安時代初期の遺物

平安時代の遺物は、多種多量に出士している。ま

ず遺構毎に土師器・須恵器などの土器類について記

述し、硯、緑釉陶器、墨書土器などについては、そ

の他の遺物としてまとめて説明する。なお、小形器

種の名称は、原則的に奈良国立文化財研究所の用例

に準ずる。

SD1010出士士器（第46図）

遺物量が少なく、総破片点数は約200片ほどである。

土師器杯ＡⅡ(49.50）。ⅢＡⅡ(51.52）・ｍＢ(53)、

須恵器横瓶(54）・鉢(55）・壷(56.57)などがある。

土師器杯ＡⅡはｅ手法で、口縁端部をつまみ上げ

る。端部内面の沈線がSK1011出土の杯と比較して

もより強く残り、古い様相を示す。mはｅ手法で、

口縁端部は丸く収めるもの(51)、肥厚するもの(52）

がある。５２の底部内面には螺旋状暗文、口縁部外面

には粗〈へラミガキを施す。５３は高台を張り付けた

ナデの痕跡が一部に認められるため、ⅢＢとした。

口縁部は短く外反し、端部は丸く収め、底部外面は

ナデのみのｅ手法である。

須恵器鉢(55)は平底で、口縁部が内湾しながら立

ちあがり、端部は内傾する面を持つ、いわゆる鉄鉢

である。外面は6回に分けへラミガキを施す。５４は外

反する口縁部で横瓶の可能性が高い。壷は双耳の例

が2点ある。いずれも平底で卵形の体部に外上方に広

がる口縁部を持つ。５６は口縁端部をつまみ上げて外

傾する面を持つ。粘土板を貼付けて面取りを行った

後に穿孔する双耳を持つ。５７は口縁部が外反し、Ｕ

縁端部は折り曲げて外側に面を持つ。粘土紐を張り

付けた双耳を持つ。

土師器盤Ｂ(58)は、口縁部が外湾気味に開き、端

部は丸く収める。外面には横方向のヘラミガキを施

す。平成元年度調査で出土したもので、出土位置か

らSD1010ないしはSKlOO9の可能性が高い。この

器種の出土はあまりなく、遺構は確定できないが、

平安時代初期～前期に属するものである。

SK1011出土土器（第46図）

土師器には、杯ＡＩ(64）・杯Am59～62）・ｍＡ

Ｉ(67.68）.ⅢＡⅡ(63.65.66）・椀Ｂ(69）・甕(70)が

あり、そのほか黒色土器杯Ａ(71)、須恵器Ⅲ(72）．

（５）平安時代前期の遺物

SD1028出±土器（第46図）

士師器には、杯ＡⅡ(74）・ｍＢ・椀Ｂ・ロクロ成

形土師器杯のほか、高杯の小片がある。mＢ（75)は

内湾する口縁部で、端部は丸く収める。形態的には、

灰釉陶器のⅢに近い。椀Ｂ(76)は、口縁部外面下半

を斜め方向にへうケズリを行い、口縁部内面に螺旋

状暗文を1段施す。高台を貼付けたヨコナデの痕跡が

残る。ロクロ成形土師器杯(77)は平底の底部で、内

湾しながら外上方に延びる口縁部を持つ。

須恵器には、杯Ｂ(78）.Ⅲ(79)のほか、外上方に

－５８－
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直線的に延びる口縁部を持つ盤(80)などがある。

灰釉陶器は、椀・広口壺がある。椀(８１)は内面に

厚い釉を掛け、口縁部外面下半はロクロケズリを行

うもので、黒笹14号窯期に比定できる。

この他図示は出来ないが、口縁部外面へラケズリ

の黒色土器Ａ類の細片が２片ある。

SK1086出土土器（第47図）

平成元年度と3年度の調査で検出したが、第９表の

破片計数表は平成3年度のみのものである。

土師器には、杯Ａ１．ＡⅡ.ⅢＡⅡ・椀Ｂがある。

杯ＡＩ（89～92）．ＡⅡ(83～88)ともにｅ手法で、口

縁端部はつまみ上げるものが多い。底部外面に木目

の痕跡が残るものもある。uAm95～97)は、口縁

部が短く外反し、端部は丸く収める。椀Ｂ(９３．９４）

'よ内面の暗文はなく、口縁部外面上半はヨコナデを

施す。外面下半はSKlO11の椀Ｂと異なり、ｅ手法

である。盤(98)は、口縁部が直線的に外上方に開く。

黒色土器はいずれもＡ類で、杯Ａ(100)はやや九底

気味で、口縁部は内湾する。外面は口縁部直下まで

へラケズリを行い、口縁部外面上半と内面にヘラミ

ガキを施す。Ⅲ(99)は、口縁部が外反し、端部は丸

く収め、口縁部内外面には、ヘラミガキを施す。こ

れら杯.mの器壁は厚いが胎土は良く、丁寧に調整

が行われている。内面の暗文は、確認できなかった。

風字硯(451)は平底の底部で、口縁部は内湾しながら

外上方に延び、縁端部上面はヘラケズリにより面を

作る。平面の形態から、風字硯の海部先端部にあた

るものと思われる。底部外面はへうケズリの後、底

部は同一方向、縁部外面は現状では2回に分け横方向

にヘラミガキを施す。

灰釉陶器椀(102)は口縁部が内湾しながら立ち上が

り、端部は外反して丸く収める。口縁部外面下半は

ロクロケズリで、角高台を持つ。釉は内面のみで、

黒笹14号窯期のものである。壷(101)は、口縁部が上

方に向かって外反し、端部はつまみ上げて外側に面

を持つ。体部下半はロクロケズリで、無花果型の体

部になると思われる。

この他、須恵器円面硯の脚の小片(441)や、海から

脚にかけての破片(446)が出土している。

SK1008出士士器（第47図）

出土量は少なく、土師器杯ＡⅡ(103.104)、ⅢＡ

Ⅱ(105.106)の他、須恵器杯、Ⅲ、甕の小片がある

だけである。土師器Ⅲの法量は、後述する平安時代

前期後半のSK1035に近いものである。

SK1009出士士器（第47図）

遺物には、土師器・ロクロ成形土師器、須恵器、

緑釉陶器などがある。土師器杯ＡⅡなどに時期幅が

見られ、前期前半から後半にかけての年代が与えら

れる。この土坑の下面にある前期前半のＳＫ１０１１の

遺物が、－部混入していると思われる。

土師器椀ＡⅡ(107)の口縁部は、内湾しながら外上

方に延び、端部はつまみ上げて内傾する面を持つ。

口縁部外面には、粗いヘラミガキを施す。杯は口縁

端部をつまみ上げるもので、ＡＩ（116）.ＡⅡ（108～

115)がある。ＡⅡの中には器壁が薄く、口縁端部が

ｌ
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～

外反する117.118があり、形態的には後出のもので

ある。mはすべてｅ手法で、ヘラミガキはなくＡＩ

(124）．ＡⅡ(121～123)に分かれる。mＢ（125)は口

縁部が外反し、端部は丸く収める。底部内面に螺旋

状暗文が1段残る。甕(126)は口縁部が外反し、端部

をつまみ上げて内側に肥厚する。

須恵器杯蓋(130～132)は、天井部が丸いもの(130)、

平らなもの(131)などがあり、130は口径からみて壷

の蓋になると思われる。131の内面は摩滅しており転

用硯として使用されている。この他、Ⅲ(127.128）・

鉢(129）・短頸壺(133)がある。

緑釉陶器は京都産のみで、図示できたのは椀(469）

だけである。口縁部内外面に横方向にヘラミガキを

施す、軟質のものである。

SD1029出土土器（第48図）

遺物は少量で、土師器杯ＡⅡ(136）・甕・高杯の小

片、須恵器杯蓋(137)、黒色土器Ａ類椀の小片がある

だけである。

SD1032出土土器（第48図）

土師器杯や須恵器杯の小片、京都産緑釉陶器の小

片の他、ロクロ成形土師器椀(138)が出土した。

SK1030出土土器（第48図）

土師器には、mAm139）・椀Ａ(140)がある。椀

Ａは丸底の底部で、口縁部は外上方に開く。底部に

は粘土紐の痕跡が残る。

黒色士器杯Ａ(141)は、底部と口縁部が接合はしな

いが、同一個体と思われるものである。やや九底気

味の底部で、口縁部は外上方に開く。底部外面と口

縁外面直下までへラケズリを施す。内面にはへうミ

ガキのみで、暗文は施さない。

緑釉陶器唾壺(486)は口縁部を欠くが、体部の最大

径が下半にある無花果型のものである。口縁部と体

部の接合は、体部上端を外に折り曲げ頚部の稜を作

り、その内側に口縁部を接合する。底部外面はロク

ロケズリで、高台を貼り付ける。薄緑色の釉で、猿

投窯のものと思われる。

SK1035出土±器（第48図）

遺物は多量に出土しており、良好な９世紀後半の

資料である。

土師器には、杯Ａ１．ＡⅡ・椀Ｂ・ⅢＡⅡ・甕の

他にロクロ成形土師器がある。杯ＡＩ（156）．ＡⅡ

(142～155)は、Ｕ縁端部をつまみ上げるものが多い。

ⅢＡⅡ（159～161)は、Ｕ縁部が内湾し、端部をつま

み上げる。椀Ｂ(157.158)は、口縁端部がつまみ上げ

られて、外面はｅ手法である。この他、高杯の小片

も出土している。甕は大きさから小形(163.164)と中

形のもの(165.166)に分かれる。小形のものは、球形

の体部に口縁部は短く外反し、端部はつまみ上げて

外側に面を持つ。中形の口縁部の形態は小形のもの

と類似するが、体部の形は不明である。

ロクロ成形土師器、(162)は、Ｕ部は短く外反する

口縁部で、端部は丸く収める。高台は、外下方に長

く直線的に延びる。

黒色土器は器種が豊富で、杯Ａ・椀Ｂ・ｍＢ・鉢

の他に風字硯がある。杯Ａ(167.168)は、口縁部が内

|』
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暗文を施す。鉢Ａは口縁部が短く外に折れ曲がり、

大きさから二つに分かれる。小形のもの(175.176)は、

器壁が薄く丁寧な作りで、体部上半までへラケズリ

を行い、底部内外面は同一方向、体部内外面には横

方向のヘラミガキを施す。中形のもの(177)も同様な

調整であるが、器壁が小形のものより厚く、ヘラミ

ガキもやや粗雑である。鉢Ｂ(178)は高台の付く丸い

体部で、口縁部は長く外反すると思われる。体部外

面は横方向のへラケズリの後に幅２ｍｍ程の粗いへラ

ミガキを、内面はヨコナデで底部に近い所はヘラケ

ズリの後に粗いへラミガキを施す大形の鉢である。

風字硯(449)は陸部の破片である。丸く面取りした脚

が付き、内面縁には沈線が1条巡る。陸部内面のへラ

ミガキは横方向にヘラミガキをした後、縁に沿って

へラミガキを施す。外面のへラミガキも内面と同様

である。

緑釉陶器はすべてが京都産で、椀(465.470）.Ⅲ

(476.477)がある。稜を持つ477以外は軟質で、口縁

端部は外反する。高台には、蛇目高台(465)と輪高台

(476)がある。

灰釉陶器には椀.mがあるが、図示できたのは三

足Ⅲ(180)のみである。内面の釉の特徴から黒笹14号

窯期と推定される。黒笹90号窯期の椀の小片も出土

している。

須恵器甕(179)は、器壁の厚さが約1cmの大形の甕

の体部片である。内面のタタキはいわゆる車輪文で、

図では内面の拓本のみを表示した。

SK1018出土±器（第49図）

土師器杯ＡⅡ(181.182）・ｍＡＩ(184).ＡⅡ(183）・

甕(185)がある他、黒色士器杯Ａ・椀Ｂ、須恵器杯蓋・

壷の小片がある。土師器ⅢＡＩの底部外面はヘラケ

ズリを施すものである。

SK1023出士士器（第49図）

土師器杯Ａ１．ＡⅡ・椀ＡⅡ.、ＡＩ.ＡⅡ．杯

蓋・甕、黒色土器、緑釉陶器椀.Ⅲ、灰釉陶器Ⅲ、

須恵器甕の他、士錘(531)がある。SK1035と同時期

の9世紀後半のものと思われる。

土師器杯ＡⅡ(186.188.189)のうち186は、器壁が

薄い。椀ＡⅡ(187)は、やや九底気味の底部で、口縁

部は外上方に内湾しながら延び、端部は外側につま

み上げる。口縁端部の下まで横方向にへうケズリを

'１１

１
１
１
１

灰
釉
陶
器
Ｉ

Lli

第13表SK1035出士破片士器計数表
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第14表SK1035出士士:而器法量分布

湾して端部を外側につまみ上げる。端部内面に沈線

が1条巡り、口縁部内面には暗文を施す。口縁端部外

面直下までへラケズリを行い、口縁部外面にはへう

ミガキを施す。器壁の薄い丁寧な作りの土器である。

椀は大きさにより、ＡＩとＡⅡに分かれる。共に口

縁部外面には、ヘラミガキを施さない。ＡＩ(172)は、

口径17～18cm程度になり、口縁部内面に暗文が残る。

ＡⅡ（169～171)には、口縁端部がつまみ上げられ、

端部内面に沈線が1条巡るもの(169.170)、口縁部外

面下半に横方向にへうケズリを施すもの(170.171)が

ある。断面三角形の高台が付き、内面の暗文は見ら

れない。mは口縁部が内湾しながら外上方に開き、

端部はつまみ上げるもの(173)と外反して丸く収める

もの(174)がある。ｅ手法で、内面にはへうミガキと

－６４－
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施す。mはｅ手法で、口縁部は短く外反し、端部は

丸く収める。口径の大きさにより、ＡＩ（193）．ＡⅡ

(192)に分かれる。杯蓋(191)は丸くほぼ直立するつ

まみを持ち、ヘラミガキは施していない。

黒色土器Ａ類椀(195)は、内湾しながら外上方に開

く口縁部で、端部は丸く収める。口縁部外面は、端

部直下までへラケズリを行う。器壁は厚いが、内外

面にヘラミガキを施す丁寧な作りである。他に黒色

士器Ｂ類の風字硯(452.453)がある。

緑釉陶器椀(474)は、口縁部の途中に稜をもつ稜椀

である。外反する口縁端部外面の直下には凹線が巡

る。高台は削出の輪高台で、口縁部内面は横方向、

底部内面は同一方向のヘラミガキを施す。釉は底部

外面以外に薄く掛かる。京都の小塩窯のものである。

Ⅲ(479)は内湾する口縁部で、端部は外反する。猿投

窯のものである。

灰釉陶器Ⅲ(196)は底部の破片で、灰釉は刷毛塗り

である。

須恵器甕(197)は外反する口縁部で、端部は内側に

肥厚し、内傾する面を持つ大形の甕である。

SK1033出土土器（第49図）

士師器杯ＡⅡ.、、ロクロ成形土師器椀Ａ・椀Ｂ・

鉢がある。

土師器杯Am198)は、口縁端部をつまみ上げる。

ｍＡｍｌ９９)は口径に対して器高が高い。

ロクロ成形土師器椀Ａ(200)の底部外面は、ロクロ

ケズリの後にナデを施す。内湾する口縁部で、端部

は丸く収める。椀Ｂ(201)は、高台が付く。底部外面

はナデが施してあるため、ヘラ切りかどうかは不明

である。鉢(202)は内湾する体部を持ち、平底になる

と思われる。ｕ縁部は短く外反し、端部はつまみ上

げて外傾する面を持つ。体部の横方向のナデからみ

ると、ロクロ士師器の可能性が高い。

黒色土器椀ＡＩ(203)は、口縁端部を外側につまみ

上げる。内面にはへうミガキを施すが、暗文は施し

ていない。

ＳＫｌＯｌ８（186～197）
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縁部で、端部は外側につまみ上げられる。椀Ｂ(218）

は口縁部下半へラケズリを施し、内面のへラミガキ

は摩滅が激しく不明である。甕は小形のもの(219)と

大形のもの(220)がある。口縁部は内湾し、端部はっ

（６）平安時代中期の遺物

SK1012出士土器（第50図）

遺物には、灰釉陶器黒笹90号窯期でも新しいもの

も一部含まれるが、土師器杯.Ⅲなどに古い様相が

見られ、９世紀後半から10世紀代初頭の遺物が混在し

ていると思われる。須恵器円面硯(447)の脚の小片、

猿面硯(455)も出士した。

土師器杯ＡⅡ(208～213)は、SK1035のものと形

態、法量が類似する。204は口径、器高共に小さなも

ので、杯Ａでも小形である。mはＡⅡ（215～217)の

他、口径の小さな、(214)はＡⅢとするべきものかも

しれない。短く外反する口縁部を持ち、端部は丸く

収めるもの(215)以外はつまみ上げる。椀ＡⅡ(205～

207)はｅ手法で、やや九底気味の底部に内湾する口

■点

器
高

布Ａｎｗｌｉｆｕ

３
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口径1０１５ｃｍ

第15表SK1012出土±:而器法量分布 第16表SK1012出土破片±器計数表
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まみ上げて内側に肥厚する。大形のものは体部が垂

直になっているため、長胴甕の可能性がある。221は

長方形の透かしが残り、外面の透かし間には棒によ

り刺突を１ケ所施す。上面には接合の剥離痕が残り、

類例は少ないが盤の高台になると思われる。胎土が

良く、混入した可能性が高い。

黒色土器は、Ｂ類(228)が1点ある他はＡ類である。

杯Ａ(222)は器壁が椀Ａに比べて薄く、口縁部外面直

下までへラケズリを施す。内面はヘラミガキのみで、

暗文は施さない。椀ＡＩ(226)はやや粗雑な作りで、

残りが悪いため内面のへラミガキについては不明で

ある。椀Am225)は口径に対して器高の深いもので、

器壁は厚く、外面の調整はｅ手法である。内面はへ

うミガキのみである。mは口縁部が外上方に直線的

に延び、端部は外反して丸く収めるもの(223)、内湾

する口縁部で器高が深いもの(224)がある。いずれも

内面は、幅２mm程のへラミガキを施し、高台は断面

方形で低い。227はＡ類椀の底部である。内面は板状

工具によるナデ調整で、高台が高く、これまでの黒

色土器の中では類例が見られない。時期的に新しい

11世紀のSKlO54の黒色土器(358)と、高台の形態が

類似するため、黒色土器椀Ｂの高台とする。黒色土

器鉢(228)は黒色土器Ｂ類で、内面にはヘラミガキを

密に施す丁寧な作りのものである。高台径が広いた

め、鉢の高台とした。

緑釉陶器は、京都産のものが中心であるが、近江

産と思われる椀の小片も1点ある。椀(467)は残存す

る口縁部に輪花と思われるものが1ケ所残っている。

口縁部下半はロクロケズリで、底部はロクロケズリ

の平高台で、外面に４ケ所のトチン痕が残る。

灰釉陶器Ⅲ(229)は灰釉が付掛けで、Ⅲ(230)は刷

毛塗りである。耳Ⅲ(231)は底部糸切りである。

SD1081出土土器（第51図）

土師器杯ＡＩ(236.237）．ＡⅡ(234.235)は、口縁

端部をつまみ上げる。杯ＡⅡでも232.233は、内湾

する口縁部で、端部は外反する。232は器壁が他の杯

と比べて薄い。mは小形で、口縁部を短くつまみ上

げる241は、前代からの系譜を引くものである。これ

に対し、丸底の底部で□縁部が外に折り曲げられ、

端部を上につまみ上げる240は、これまでにない器形

で、京都系の土師器Ⅲの影響が窺える。239は丸底の

底部に外上方に開く口縁部で、端部は丸く収める。

後出する椀杯の器形に近い。この他、口縁部が長く

外に広がるⅢの高台(242)がある。

ロクロ成形土師器椀(238)は、内湾しながら立ち上

がる口縁部を持ち口縁端部は外反する。底部はへう

切りである。

黒色土器は、Ａ類の椀Am245)とＢ類の椀(246）

がある。245は内面へラミガキのみ、246は内面端部

に沈線が一条巡り、内面にへうミガキと暗文を施す。

SK1077出土土器（第51図）

土師器杯ＡⅡ(247～250)は、口径11cm前後、器高

２～2.5cmと小形化する。やや丸底の底部で、口縁部

は外に開き外反する。口径１３cm前後、平底で口縁部

が直線的に外上方に開く杯は消滅する。内面ナデ調

整のもの以外、刷毛目の残るもの(247)がある。椀Ａ

Ⅱ(251～253)は、やや丸底の底部で口縁部が外反し

端部は丸く収める。底部外面はｅ手法である。他に

口径が大きく、外上方に長く延びる口縁部を持つＡ

Ｉ(254)もある。Ⅲ(255)は丸底気味で、口縁部は外

反し、端部はつまみ上げられる。平底で口縁部が短

く外反する、平安時代前期のmは消滅する。

黒色土器はＡ類で、椀ＡＩ(259）・Am256～258）

の他、大形の椀(260)もある。椀ＡＩは外面へラケズ

リの後にヘラミガキを施し、椀Ａ１．ＡⅡ共に内面

はへうミガキのみである。260は内湾しながら立ち上

がる口縁部で、端部を外側につまみ上げる。内面は

黒色化のみと思われる。

SD1082出士士器（第51図）

Ⅲ(261～263)は外反する口縁部で、端部はつまみ

上げられる。椀ＡⅡ(264.265)は、九底気味の底部に

口縁部は外反しながら立ちあがる。

黒色土器杯Ａ(266)の内面底部には、板状工具痕跡

が残り、ヘラミガキは施されない。椀Am268)は口

縁部が外反してつまみ上げられ、三角高台を持つ。

器
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整地層出土士器（第52図）

土師器は、椀Ａ・杯ＡやⅢの区別は困難となる。

口径10～11cm、高さ2～２５cmほどのものが中心であ

る。口径や口縁部の形態は様々であるが、ここでは

分類は行わない。口縁端部を外側につまみ上げるも

の(306.307)は、椀ＡⅡを意識したものであろうか。

器壁は厚いものが大半で、薄いものは少ない。高台

の付く302もある。Ⅲ(311.312)は口縁部を外側にお

り曲げて端部をつまみ上げる、いわゆる京都系の

｢て」字口縁のmである。口径はいずれも10.8cm、器

高１２ｃｍ・L6cmと、平安京のⅢ新型式のⅢＡの法量

に近い。このmに高台を付けた313もある。310は口

縁部が短く外反し、同様な形態のⅢにはロクロ成形

土師器Ⅲ(309)がある。

黒色土器は、椀ＡＩ(318）。ＡⅡ(314～317.319～

324)がある。ＡⅡのうち、314～317には内面のへラ

ミガキが施されていない。高台の径が小さく、黒色

土器椀Ｂ類の形態を模倣したと思われる315もある。

内面のへラミガキは、幅や間隔が広くなり、粗雑化

SK1017出土土器（第51図）

土師器には器壁が厚く、平底気味の杯Am278～

280）・椀ＡⅡ(277）・皿ＡⅡ(281)など古い様相の器

種が見られるが、中心は器壁が薄くやや九底気味の

杯である。土師器杯(270～276)は口径が11cm前後で、

九底気味の底部で口縁部は内湾しながら立ち上がり、

端部は外側につまみ上げる。

黒色土器椀は、丸底で内湾する口縁部のもの(282)、

平底で直線的に外上方に開くもの(283)がある。２８３

は内面黒色化のみで、暗文は施されない。鉢(286)は

半球形の体部から立ち上がる長い口縁部で、端部は

外側につまみ上げる。体部内面は板状工具によるヨ

コナデの後に、粗いヘラミガキを施す。甕(285)は内

湾する口縁部を持ち、内面は黒色化のみである。

SD1050出士士器（第51図）

土師器椀ＡⅡ(287.288）.Ⅲ(289)、黒色土器椀

(290)の他、灰釉陶器瓶の体部片(291)がある。

皿は底部から外反する□縁部で、端部は折り曲げ

られ、口径が10cm以下の小形のものである。三》
》三二
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する。口縁部内面に沿って円弧を描くようにへうミ

ガキを施すもの(322)や、一筆書きのようなもの(321）

もある。大半は器壁が厚く粗雑なものである。

折り曲げるⅢで、高台の付くものである。

杯Ｎ(348～350)は口径が大きく、口縁部に強いヨ

土
師
器

（７）平安時代後期の遺物

SK1054出土土器（第53図）

土師器は杯.mが中心で、新たに杯Ｎが出現する。

杯(326～335.339.340)は口径10～11cmが中心で、

口径10cm以下のもの(326～329)もある。mは「て」

字口縁を持つもの(338.341～344)と横に開く口縁部

を持つもの(336.337)があり、横に開くものは大小

の種類がある。「て」字口縁を持つmは口径約8～１０

cmと大きさにばらつきがあり、小さなものは口縁端

部のあまいものである。345は平な底部で口縁端部を

器
高

３
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ＳＫ１０５４出土±:而器法量分布

（326～358）

５
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ロクロ成形土師器、(364)は、円柱状の高台を持つ。

口縁部は内湾しながら横に開き、端部は丸く収める。

底部外面はへう切りかと思われる。

黒色土器椀(367)はＡ類で、高台の剥離した椀の底

部である。内面はへうで性格不明の線が刻まれる。

SD1069出土±器（第54図）

図示したものは、北側のＤ５－８調査区から出土し

たもので、整地層出土遺物より後出のものである。

土師器uは、内湾しながら延びる口縁部で端部は外

側にナデられるもの(368)や口径９cm程の「て」字、

(369.370)がある。杯Ｎは器高の浅いもの(376)と深

いもの(375)がある。

ロクロ成形土師器mはＵ径約9～10cmと小形で、様々

な形態がある。口縁部が短く外反するもの(371)、内

湾しながら端部を丸く収めるもの(373)と端部が外側

にナデられるもの(372)がある。底部はへう切りが明

瞭に残るもの(372)、平底でロクロケズリかと思われる

もの(371)、糸切痕の残る円柱状のもの(374)がある。

黒色土器椀(378)は小形のもので、内面は黒色化の

みでヘラミガキは施していない。

SK1014出士土器（第54図）

土師器Ⅲ(379)は、口径の小さな「て」字mである。

ロクロ成形土師器Ⅲ(380)は、口縁部が短く外反し、

コナデが見られる。器高に違いがあるが個体数が少

ないため、器種の細分はここでは行わない。鉢(351.

352)は、外面に粘土紐の痕跡が残る粗雑な作りであ

る。他からの出土数は少ない。

ロクロ成形土師器杯(346)は、口縁端部が外反し、

器壁は薄く、底部はへう切り調整である。ロクロ成

形土師器の中には、３47のように底部が円柱状になる

ものもある。

黒色土器は器壁が厚く、作りの悪いものが多く、

外面に粘土紐の痕跡が残るものもある。内面にへう

ミガキを施さないもの(354)や、口縁部内側に円弧を

重複させてへラミガキを施すもの(357)、高台の径が

小さくて深い高台を持ち、内湾するｕ縁部で端部が

外反するもの(358)がある。

瓦器椀(353)は、１点出土しただけである。器壁は

摩耗しているためにへうミガキは不明である。

SK1064出土土器（第54図）

土師器Ⅲ(359～363)は、口縁部がつまみ上げられ

るもの(362)と、外反して端部を折り曲げる「て」字

Ⅲ(359～361)がある。「て」字mは口径が8.8～９．８

cmと小形である。ⅢＢ(366)は大形で口縁部が横方向

にヨコナデされる。杯Ｎ(365)は、やや九底気味の底

部で、口縁部は２回強くヨコナデする。
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底部外面へラ切りである。

黒色土器はＡ類のみで、381は口縁端部がつまみ上

げられ、内面は黒色化のみである。382は底部から屈

曲して外上方に口縁部が延び、端部は外反して端部

内面に沈線が１条巡る。内面のへラミガキは不明で

ある。

SK1013出土土器（第54図）

土師器鍋(383)は、円筒状の休部に鍔が張り付けら

れるものである。

（８）建物出土の土器

SB1070出土士器（第55図）

士師器椀Ａ(384～390)は平底で、口縁部は外上方

に延び、端部は内傾する面を持つ。ｅ手法。384～389

は同一柱掘形より出土したもので、埋納された可能

'性も考えられる。３８４．３８６は口縁部外面に粗くヘラ

ミガキが、390には底部内面に螺旋状暗文、口縁部外

面に粗<へラミガキを施す。これらは平安京の１期

中の椀ＡⅡに類似し、８世紀末から９世紀初頭と推定

される。椀(391)はやや九底気味の底部で、口縁部は

外反するもので、あまり類例がない。mAm392)は、

口縁部が外上方に延びて端部は丸く収める。ＳＤ１０１０

の51に近いものである。

SB1015出±土器（第55図）

土師器杯Ａ(393)はやや平底の底部に外上方に延び

る口縁部を持ち、端部は内傾する面を持つ。形態的

には、SKlO86等の平安時代前期前半のものに近い。

椀Ａ(394)の外面は口縁端部直下までへラケズリを行

い、外面にへうミガキを施す。伊賀国府での出土は

他になく、他からの搬入品の可能性が高く、平安京

Ｉ期中頃の土器と類似する。

SB1084出土土器（第55図）

土師器杯(395)は平底で、口縁部は外上方に延び、

端部は内傾する面を持つ。椀Ａ(396)はやや九底気味

の底部で、口縁部は内湾し、端部はつまみ上げる。

外面はｅ手法である。

須恵器杯蓋(397)は口縁端部を折り曲げ、外側に面

を持つものである。

SB1085出土土器（第55図）

土師器椀Ａ(398～400)は、口縁端部が外反するも

ので、398は底部外面にへうケズリを行う。平安時代

前期後半の椀に類似する．黒色士器椀ＡⅡ(401)は内

湾する口縁部で、端部はつまみ上げる。黒色土器Ａ

類で、内面へラミガキが施される。

須恵器杯(402)は平底で、口縁部が直線的に延び、

端部は丸く収める。底部外面に「國厨」の墨書が薄

く残る。

SB1071出±土器（第56図）

土師器杯(405)は、内湾しながら延びる口縁部で、

端部は外反しつまみ上げられる。形態的には椀とす

ＳＢ１０７０（384～392）

~』

385

3９

ヒンＨ
~ノ!《

一一三Ｋ

392

ＳＢ１０１５（393.394）

壹襄ミーノ
３ ３

ＳＢ１０８４（395～397）

Ｚ 三三、

一」

397

三二'二三二二三ｉｉｉ
ＳＢ１０８５（398～402）

篝舅

=」( ２

フiii L-R--l2cⅢ

第55図遺物実測図（13）掘立柱建物出土遺物

－７２－



るべきかも知れないが、椀・杯の差が無くなってい

く時期のものである。406は外反しながら延びる口縁

部で、端部は内側につまみ上げられる。整地層出土

の杯と比較してより古い様相を残す。Ⅲ(403.404）

は、口径８cmと小形である。椀Ｂ(407)は内湾する口

縁部で、端部は外反する。

Ｐ1074出土±器（第56図）

土師器杯(408～410)は小形で、口径10cm前後、器

高2.0cm前後である。４０８．４０９は、SK1077の247と

内面の調整、器形が類似する。

黒色土器椀(411.412)は、口径10cm、器高4cm前後

の小形で、口縁部は内湾して端部はつまみ上げる。

端部内面に沈線が１条巡り、内面にへうミガキを施す。

この柱穴の上面を整地層が覆っていたため、これ

より古いものであるが、時期的にはそう隔たりはな

いと思われる。

Ｐ1078出土土器（第56図）

土師器椀Ｂが２個体あり、413は平底で口縁部が外

反し丸く収められ、底部はへう切りと思われる。４１４

は内湾しながら延びる口縁部で、端部は内傾する面

を持ち、高台も内傾する面を持つ。

Ｐ1026出土土器（第56図）

土師器杯Am415)は器壁が薄く、口縁部は外反し、

つまみ上げる。

黒色士器椀(416.417)は、内湾しながら外上方に

延びる口縁部で、端部は外反する。417は口縁部外面

上半と内面へラミガキ、416は内面板ナデのみである。

内面は火を受けたため黒色化していない。甕(418)は

外反する口縁部で、端部は丸く収める。体部下半に

は、煤が付着している。

SB1090出土±器（第56図）

土師器にはm・杯Ｎ・椀、ロクロ成形土師器m・

椀などの他、黒色土器Ｂ類椀の底部(431)がある。

土師器Ⅲ(421～424)は１０cm前後の小形で、高台の

付くもの(425)や口径８cmのもの(420)もある。426.

427は「て」字皿で、口径は９ｃｍと9.6ｃｍと小形で整

地層出土のものより後出である。４３２．４３３は杯Ｎで、

口縁部が外反して端部をつまみ上げる高台の付く大

形の杯(436)もある。

ロクロ成形土師器は、Ⅲ(428.429）・椀(430)があ

る。mは平底で口縁部が短く外反する。
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黒色土器製品は５点ある。450は円柱状の脚を持ち、

内面には三日月状の堤かと思われる痕跡が一部残る。

同様な形態の脚を持つものに449があり、内面縁に沈

線が巡る。452.453は内面縁に沈線が巡る。452の右

の脚は、板状の脚をへうで成形している。453は452

と成形はよく似ているが、右脚の剥離痕と思われる

ものが残っているため、別個体とした。

猿面硯前田地区(456)と国町地区(455)で各1点出

土した。焼成前に面取りを行なっている。456の内面

は使用のために摩滅しているのに対し、455の内面に

使用痕は認められない。

転用硯457は須恵器甕の体部片で、内面の一部が

硯として使用したため摩滅する。面取りの痕跡は認

められない。他に須恵器の杯蓋を利用したもの(459

～462)が、１０点近く判明している。西脇殿相当地域

で多く見られ、中には内面に朱が残るもの(459)があ

る。いずれも内面が摩滅しているために転用硯と判

明するもので、全てを抽出できている訳ではない。

石硯Ｄ３－６地区包含層から458の1点が出土し

た。前半部は欠損しているが、かなり使い込まれて

いる。

（９）その他の遺物

円面硯平成元年度から3年度まで円面硯の出土数

は15個体で、このうち図示できたのは12個体である。

岩坂地区から１個体(442)、前田地区から２個体(439）

の他は、国町地区からである。前田地区のものはか

なり摩滅しており、他からの混入品と思われる。

硯部の形態は、海と陸の境界が明確なもの(437.

438.442.447)や丸くなるもの(446)、平坦な硯部に

堤が巡ると推定されるもの(439.440)など様々であ

る。脚の透かしの形態は、442の十字形を除き、判明

するものは全て方形の透かしである。441は透かしと

透かしの間をへうで刻む破片が１片出土しているが、

全体に刻まれているかは不明である。

出土状況は、４47のように同一個体6片が約60ｍの

範囲に、また440,441,446なども数十ｍ離れた位置

で同一個体片が出土するなど、廃棄あるいは整地に

伴って広範囲に散乱した状況を示す。（第58図）

風字硯灰釉陶器製と黒色土器製の２種類がある。

灰釉陶器製品(454)は後端と左縁端をへうで成形し、

底部には七角形に面取りした左脚の剥離痕が残る。
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陰刻花文陶器は５点あるが、図示できたものは４

点(489～492)で、この他、前田地区から透かしのあ

る蓋の小片が１点出土した。492は底部ロクロケズリ

の京都産で、内面に草文が巡る。他は猿投窯のもの

である。

二彩陶器国町地区のＤ５－８調査区から、壷の

口縁部の破片(493)が出土した。内面は釉薬が剥離し

ているが、外面には濃緑と淡緑の釉が残る。小片で

あるが、二彩陶器の可能性が高いものである。

灰釉陶器陰刻花文の施される椀(495)は、文様から

猿投窯黒笹90号窯期のものである。

青磁496.497はＤ3-8調査区の包含層から出土

した、同一個体の可能性の高いものである。498はS

DlO48から出土し、鎌倉時代のものと思われる。

士馬499は裸馬の胴下半部と思われるもので、後

脚を張り付けたと思われる窪みが２ケ所残り、尾の

下の胴部をへうで刺突している。500は脚部になると

思われる。

陶馬501は陶馬の頭部片と考えられる。顔は竹管

によって左右の目を表現し、その上に突起をつくり

耳を表現する。耳の先端や首筋には棒状のもので刺

突している。内部は中空かと思われるが、小片のた

めに全体像は不明である。

緑釉陶器出土総点数は382片で、個体数としては

309点である。岩坂地区から１点出土した他は、前田・

国町地区からの出土である。

器種別、産地別の一覧は第20表の通りである。前

田地区はＥ３－８調査区に集中し、産地別では近江

産の比率が高い。国町地区では政庁域の北・東・南

部に隣接する地域で多く出土した。

器種は、杯・皿類などの小形食器類が大半で、壷

(486.487)などは少ない。特殊な器形には４８８．４９４

がある。488は内面横方向にヘラミガキを施し、外面

に凸帯が巡るもので蓋になると思われる。494は水性

の取手である。取手は粘土紐を縦方向に3本張り合わ

せ、体部に張り付ける。体部外面、取手に黄色の厚

い釉を施すもので、胎士等を見ても国産かどうか判

断がつかない。

第20表緑釉陶器器種別・産地別一覧表（点数は破片数）
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地区 国町地区 前田地区

投
都
濃
江
明

猿
京
美
近
不

3５

155

3３

1０３

1２

４
８
８
５
５

●
●
●
●
■

０
５
９
０
３

１
４
３

３
６
３

１３

１

８
６
８
５
３

●
●
●
●
●

６
３
６
０
２

１
７

計 338 100％ 4４ 100％

椀
Ⅲ
蓋
鉢
壺

明不

４
７
２
０

２
１

２
６
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６
０
５
６
１
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●
■
●
⑪
●
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８
８
０
１
２
９

５
２

計 382 １００％
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書かれた504や、文字か記号か不明の505がある。

漆容器漆の付着する土師器片が、国町地区から

数点出土している。大半は小形供膳具の破片と思わ

れ、最も残りの良い杯(507)は、内面(こへうで漆をこ

れた痕跡(ＰＬ２６)が明確に残り、パレットとして使

用したものである。平安時代前期。

製塩士器国町地区から約20点、前田地区から約

１０点出土した。図示できるものは508のみである。志

摩式の製塩土器で、平安時代前期のものである。

士符土符は、１５世紀から16世紀にかけて伊賀盆

地北部で多く確認されている。513は国町地区Ｄ５－

９の包含層から出土したもので、幅3.8cm、長さ５．５

cm、厚さ0.9cmで、上面に２ケ所穴を穿つ。表面には

墨書が施されているが、判読できない。裏面Iこはへ

うにより花押と文字(馬)が書かれる。

円筒埴輪511は埴質のもので、背後の古墳群から

の流れ込みの可能性が高い。

瓦柘植川北部の調査で出土した瓦は、10片にも

満たないものである。追越地区の平瓦２片(515.516)、

国町地区の平瓦２片(517)、前田地区の九瓦２片(514)、

平瓦１片(518)などがあり、おそらく奈良時代に入る

ものであろう。建物を葺く量としては不足しており、

建物が瓦葺きであることに対しては否定的である。

馬歯馬歯の出土は、第21表のとおりである。１

例以外は上顎臼歯である。平安時代前期のSB1090、

SAlO40など、柱穴からの出土例も目立つ。追越地

区のＳＢ２０の柱穴内では、左上顎臼歯と切歯(ＰＬ２６）

がまとまって出土した。

墨書土器国町地区の遺構出土のものには、SA

1052の土師器Ⅲ(503)や、９世紀後半のSK1009の灰

釉陶器Ⅲ(135)がある。503は底部外面に「□寺｣、１３５

は口縁部外面に二文字書かれているが、残りが悪い。

｢目□」か。包含層出士には、土師器Ⅲ(502)の底部

外面の「姉」がある。また、SB1085出土402の底部

の墨書は赤外線写真の結果、「國厨」あるいは「國府」

と判読でき（ＰＬ２７)、当遺跡が国庁と関係すること

を示す資料である。

前田地区出土には、須恵器杯底部外面に「泉」と

を示す資

前田地
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地区 遺構 出土位置 部位

国町地区 ＳＫ１００８ Ｄ３－８Ｑｌ６ＳＫ４ 左下臼歯１（完形）

〃 Ｄ５－６Ｇ１６包含層 左上臼歯１（細片）

〃 SA1040 Ｄ５－３Ｓ２８Ｐｉｔ５ 左上臼歯１（細片）

〃 Ｄ５－９Ｐｌ８包含層 右上臼歯１

”〃

Ｄ５－９Ｐｌ８包含層 左上臼歯１

〃 ＳＢｌＯ９０ Ｄ６－５Ｋ８Ｐｉｔ３ 右上臼歯１（細片）

迫越地区 ＳＢ２０ Ｃ２－４５ＳＫ１ 左上臼歯３.切歯４



フイゴの羽ロ国町地区から11片、前田地区から

３片出土した。平安時代のSB1020、ＳＫ１０１２など

から出土しているが、いずれも小片である。量的に

は少なく遺構としては確認できなかったが、周辺に

鍛冶工房の存在を想定することができる。

±錘前田地区から４点、国町地区から19点出土

した。遺構から出土するものが少なく、時期的な変

遷は不明である。完形およびほぼ完形なものの長さ

と重さは、第22表のとおりである。

紡錘車国町地区Ｄ３－６調査区の包含層から土

製のもの(512)が、１点出土した。当地区の包含層出

土の６世紀の遺物と同様の時期のものかと思われる。

その他509は土師器鍋の脚で、先端をへうで刻み

獣脚として表現する。510はＤ５－５調査区の包含層

から出土した黒色土器の耳mである。内外面は丁寧

にヘラミガキを施す。

石製品

523は碁石状の形を呈するもので、材質は石英であ

る。他に砥石(524～527)などもある。

528は追越地区のＳＤ４から出土した子持勾玉であ

る。側面と背面に３個、腹面に１個の勾玉を付ける。

長さ7.9cm、幅2.7cm、厚さ2.2ｃｍと比較的大形のもの

である。

金属製品

追越地区Cllの包含層から貨幣４点(519～522)が

出土した。初鋳年については観察表を参照されたい。

木製品

木製品は地下水位が高いためか残りが良く、追越

地区のＳＤ４．８や前田地区の包含層から出土してい

る。これ以外にも掘立柱建物の柱根が多く残ってい

たが、取り上げを行ったものは少ない。

ＳＤ４からは、上端に切り込みを入れた荷札木簡

が約10点出土した。長さが約14cmの小形なもの(538

～540)と16cmのもの(544.545)の2種類に分けられる。

541.543は下を欠損し、542は上半分が削られている

が、幅から見て小形の製品に入る。５４６．５４７は幅が

広く、木簡になるかは不明である。これらのうち、

538には「黒□丈」あるいは「黒□升｣、539は「重丈

□」と判読できる可能性がある。

ＳＤ８から出土した木製品には、550～558がある。

550は桁材で、柱のほぞ穴と垂木を結ぶための穴が残

織鰺蟻鯵鯵

刎唖911５３２５３３
鯵 鯵鯵鯵

〔
脚
幻

ノ
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る。柱間の寸法は、ほぞ穴から推定するとＬ４ｍとな

る。転用のため、厚さは薄くなっている。551～553

は先端を尖らして杭としたものだが、553にはほぞ穴

が残り、建築部材の転用品である。555～557にもほ

ぞ穴が残るため、柱材の転用かと思われる。558は、

上面が平でなく凹凸が著しいため、臼ではなく衣笠

状木製品としたものである。内側を二段にくり貫く。

柱材には、下部に曳航用の穴が残るＳＢ２０１５のも

の(559)の他、560はSB1075の最も大きな柱材であ

る。その他、１３世紀の瓦器と共に出土したものには、

548の下駄と549の曲物の底板がある。下駄には、前

歯の下に補強材を鉄釘で打ち込んだ痕跡が残る。

註

１，「飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ⅱ」奈良国立文化財研究所1978

２、「平城宮発掘調査報告Ⅸ」奈良国立文化財研究所１９７８

３，「平安京右京三条三坊」「京都市埋蔵文化財研究所調査報告第10冊｣、財団

法人京都市埋蔵文化財研究所、1990
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第27表遺物観察表・柘植川北部（５）

8７

1ｍ 登録Nｕ 器種 遺構 出土位置
法量（cMn）

口径 底径 器高
調整技法の特徴 胎土 焼成 色調

残存度

(％）
備考

141 263-06 黒色土器杯 SK1030 Ｄ5－９０２１

ＳＫＩ

15.0 4.1 口縁部内外一横ナデ｡体部外～底部外一へラケ
ズリ、内一へラミガキ。

良(1～2mmの砂粒
含む）

良 にぶい黄燈
色

1０ 黒色土器A類。口縁と底部接合
せず

142 231-03 土師器杯 SK1035 Ｄ５－９Ｐ２１

SKI

12.4 2.9 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ、外一指オ
サエ。

〃 〃 淡燈色 3０

143 233-05 〃〃 〃 〃 12.6 2.8 〃 〃 〃 浅黄燈色 3０

144 231-07 〃〃 〃 〃 12.8 3.0 〃 〃 〃 淡燈色 9０

１４５ 231-0MＩ 〃〃 〃 〃 12.8 2.8 〃 〃 〃 燈色 6０

146 233-Ｍ 〃〃 〃 〃 12.8 3.3 〃 〃 〃 淡燈色 6０

147 231-05 〃〃 〃 〃 12.5 2.8 〃 〃 〃 榿色 完形

148 233-09 〃〃 〃 〃 13.2 2.8 〃 〃 〃 浅黄榿色 4０

149 233-03 〃〃 〃 〃 13.2 2.9 〃 〃 ﾘｩ 淡燈色 6０

150 233-07 〃〃 〃 〃 12.8 2.7 〃 〃 〃 にぶい燈色 5０

151 233-06 〃〃 〃 〃 13.4 2.9 〃 〃 〃 浅黄楕色 4０

152 233-08 〃〃 〃 〃 13.4 2.9 〃 〃 〃 灰白色 4０

１５３ 233-02 〃〃 〃 〃 13.4 3」 〃 〃 〃 淡橿色 5０

154 231-06 〃〃 〃 〃 13.6 ２９ 〃 JﾂＰ 〃 淡榿色 ほぼ完
形

155 232-02 〃〃 〃 〃 13.4 3.3 〃 〃 〃 淡楕色 6０

156 232-05 〃〃 〃 〃 14.5 2.8 〃 〃 〃 淡榿色 8０

157 233-01 〃椀 〃 〃 16.2 7２ 5.4 口縁部内外一横ナデ。体部内下半～底部内一ハ
エの後ナデ、体部外下半～底部外一ナデ。

〃 〃 淡楕色 7０

158 232-01 〃〃 〃 〃 16.2 7.4 5.0 内一横ナデ。口縁外～体部外一横ナデ。底部外
－ナデ。

〃 〃 淡茶褐色 4０

159 232-04 〃皿 〃 〃 14.6 ２０ 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ､外一指オ
サエ◎

〃 〃 淡榿色 9０

160 232-06 〃〃 〃 〃 14.2 2.0 〃 〃 〃 淡楕色 6０

161 233-10 〃〃 〃 〃 13.4 1７ 〃 〃 〃 榿色 3０

162 232-03 〃〃 〃 〃 17.5 10.7 6.4 杯部内～口縁部外一ロクロナデ。体部外一ロク
ロケズリの後ロクロナデ。底部外一へラキリの
後ナデ。脚部内外一ロクロナデ。

〃 〃 淡楕色 ほぼ完
形

ロクロ成形土師器

163 232-07 〃蔓 〃 〃 128 口縁部内外一横ナデ。体部外一縦方向のヘラケ
ズリ、内一ナデ。

〃 〃 浅黄燈色 3０

164 248-05 〃〃 〃 〃 13.2 口縁部内外一横ナデ。体部外一ナデ、内一横ハ
ケ（5本/lcIn）

〃 〃 浅黄榿色 1５

165 248-0uｌ 〃〃 〃 〃 213 口縁部内外一横ナデ。体部外一ハケの後ナデ、
内一ナデ。

〃 〃 灰白色 1５

166 248-03 〃〃 〃 〃 22.4 口縁部内外一横ナデ。体部内外一ナデ。 〃 〃 にぶい燈色 1５

167 230-08 黒色土器杯 〃 〃 １５．４ 4.3 口縁部内外一横ナデ、内一横方向のヘラミガキ。
体部外面～底部外一へラケズリの後へラミガキ

〃 〃 にぶい褐色 9０ 黒色土器Ａ類。口縁部内面に暗
文残る

168 230-09 〃〃 〃 〃 15.8 4.2 〃 〃 〃 にぶい褐色 10 黒色土器Ａ類。口縁部内面に晴
文残る

169 230-06 〃 椀 〃 〃 14.8 9.0 4.3 口縁部内外一横ナデ。体部内外一ナデ、内一へ
ラミガキ。張りつけ高台。

〃 〃 淡茶褐色 1５ 黒色土器Ａ類

170 230-05 ケタ 〃 〃 15.4 7.9 3８ 口縁部内外一横ナデ。体部外一ヘラケズリ。
部外一ナデ。内一へラミガキ。張りつけ高台

底 〃 〃 淡茶褐色 2５ 黒色土器A類

171 230-Ｗ 〃〃 〃 ’ 15.8 8.2 4.7 〃 〃 〃 淡茶褐色 1０ 黒色土器Ａ類

172 231-01 〃〃 〃 〃 9.7 体部、底部内外一ナデ。内一へラミガキ。張り
つけ高台

〃 〃 淡茶褐色 2５ 黒色土器Ａ類。口縁部内面に暗
文残る

173 230-01 〃Ⅲ 〃 〃 14.0 6.6 2.8 口縁部内外一横ナデ。体部～底部外一ナデ。内
－ヘラミガキ。張りつけ高台。

〃 〃 淡茶褐色 完形 黒色土器Ａ類。口縁部内面に暗
文残る

174 230-03 〃〃 〃 〃 1４６ 7.4 2.7 〃 〃 〃 淡茶褐色 5０ 黒色土器Ａ類。口縁部内面に暗
文残る

175 230-02 〃 鉢 〃 〃 11.4 6.4 口縁部内外一横ナデ。体部～底部外一へラケズ
ﾘの後へラミガキ、内一へラミガキ。

〃 〃 淡茶褐色 3０ 黒色土器Ａ類
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8８

Nｑ 登録NCI 器種 遺構 出土位置
法量（c､）

口径 底径 器高
調整技法の特徴 胎土 焼成 色調

残存度

(％）
備考

176 230-01 黒色土器鉢 SK1035 Ｄ５－９Ｐ２１

SKI

]2.2 7.］ 口縁部内外一横ナデ。体部～底部外一へラケズ
ｿの後へラミガキ、内一へラミガキ。

良(l～2mmの砂粒
含む）

良 淡茶褐色 2０ 黒色土器Ａ類

177 248-01 ” 〃 ” 17.2 口縁部内外一横ナデ。
ヘラミガキ、内一へラ

体部外一ヘラケズリの後
ミガキ 。

〃 〃 にぶい椅色 ５ 黒色土器Ａ類

178 231-02 ” 〃 ” 13.6 体部外一ヘラケズリの後へラミガキ、内一へラ
ミガキ。底部内一へラケズリ、外一ナデ。

〃 〃 淡茶褐色 2０ 黒色土器Ａ類

179 須恵器裏 〃 〃 体部内外一タタキ、内面のタタキー車輪文。 〃 〃 灰色 ｡

180 248-02 灰釉陶器Ⅲ ” 〃 口縁部内外、ロクロナデ。底部内一ロクロナデ、
外一ロクロケズリ。３足張り付け。

〃 〃 灰色 1５ 3足段皿。内面に厚い釉

181 260-05 土師器杯 SK1018 Ｄ５－９Ｋ２１

SＫ１

13.0 2.5 口縁部内外一横ナデ。底部外一ナデ。 〃 〃 浅黄榿色 ]７

182 260-OMI 〃〃 ” 〃 13.6 2.8 〃 〃 〃 浅黄榿色 1３

183 260-03 〃皿 〃 〃 15.0 〃 〃 〃 浅黄燈色 2０

184 260-01 〃〃 〃 〃 17.8 1.8 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ、外一へラ
ケズリ 。

〃 〃 浅黄榿色 1７

185 260-02 〃空 〃 〃 17.2 口縁部内外一横ナデ。体部内一横方向のハケメ、
外一縦方向のハケメの後下半へラケズリ。

〃 〃 浅楕色 1３

186 261-05 土師器杯 SK1023 Ｄ５－９Ｍ２１

SＫ１

11.5 2.3 口縁部内外一横ナデ。底部内外一ナデ。 〃 〃 黄楕色 1３

187 261-0M！ 〃椀 〃 〃Ｎ2１
〃

1２８ 3.5 □縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ、外一へラ
ケズリ 。

〃 〃 楕色 1０

188 260-08 ′杯 〃 〃Ｍ２１
〃

12.8 2.3 口縁部内外一横ナデ。底部外一ナデ。 〃 〃 浅黄楕色 1３

189 260-10 〃〃 〃 〃121

SＫ２

13.5 2３ 〃 〃 〃 浅黄榿色 2５

190 260-07 〃〃 〃 〃Ｍ２１

SＫ１

15.0 2.6 〃 〃 〃 浅黄楕色 1３

191 260-11 〃蓋 ” 〃〃

〃

内外一ナデ。 〃 〃 浅黄榿色

192 260-09 〃皿 〃 〃Ｌ2１

SＫ２

148 1.5 口縁部内外一横ナデ。底部外一ナデ。 JｳＰ 〃 にぶい燈色 1３

193 260-06 〃〃 〃 〃Ｍ２１

SKI

17.8 1.6 口縁部内外一横ナデ。底部内外一ナデ。 〃 〃 浅黄榿色 2５

194 261-03 〃裏 〃 〃 14.2 口縁部内外一横ナデ。体部内一ナデ。 〃 〃 浅黄楕色 1３

195 261-06 黒色土器椀 〃 〃 18.8 口縁部内一横ナデの後へラミガキ、外一へラケ
ズリの後へラミガキ。

〃 〃 浅黄燈色 1７ 黒色土器Ａ類

196 261-02 灰釉陶器Ⅲ 〃 〃 6.4 底部内面一ロクロナデ、外一ロクロケズリ。張
り付け高台｡

〃 〃 灰白色 底5０ 灰釉一刷毛塗り

197 261-01 須恵器裏 〃 〃 45.0 口縁部内外一ロクロナデ。体部内一タタキの後
ロクロナデ、外一夕タキの後カキメ。

〃 〃 灰白色 1７

198 254-06 土師器杯 SK1033 Ｄ５－９Ｐ２１

Pit2

12.1 ２３ 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ、外一指オ
サエ。

〃 〃 淡楕色 2０

199 254-05 〃、 〃 〃 13.8 2.1 〃 〃 〃 淡榿色 2０

200 254-02 〃椀 〃 〃 13.2 3.5 口縁部内外一ロクロナデ。底部内一ロクロナデ、
外一ロクロケズリの後ナデ。

〃 〃 灰白色 7０ ロクロ成形土師器

201 254-01 〃〃 〃 〃 15.0 8.8 4.3 口縁部内外一ロクロナデ。底面内一ロクロナデ、
外一へラ切りの後ナデ。張り付け高台。

〃 〃 燈色 4０ ロクロ成形土師器

202 254-03 土師器鉢 〃 ” 22.4 内外一横ナデ（ロクロナデか)。 〃 〃 燈色 2０ ロクロ成形土師器か

203 254-0M！ 黒色土器椀 〃 〃 18.0 8.6 5８ 口縁部内外一横ナデ、内一へラミガキ。底部～
体部外一ナデ。

〃 〃 にぶい榿色 口縁２５
底部9０

黒色土器Ａ類

204 252-09 土師器杯 SK1012 Ｄ５－５Ｅ２１

SＫ１

11.0 2.1 口縁部内外一横ナデ。底部外一ナデ。 〃 〃 にぶい榿色 1３

205 252-07 〃椀 〃 〃Ｇ２１
〃

1１７ 〃 〃 〃 浅黄楕色 2０

206 252-10 〃〃 〃 〃皿１
〃

119 3.0 〃 〃 〃 浅黄燈色 1３

207 252-08 〃〃 少 ′〃

〃

12.5 ２９ 〃 〃 〃 にぶい黄褐
色

10

208 252-11 〃杯 〃 〃Ｅ2１
”

13.0 3.4 〃 〃 〃 浅黄榿色 1７

209 237-01 ”〃 〃 ”Ｇ２１
〃

12.4 3.0 〃 〃 ” 浅黄楕色 8０

210 239-02 〃〃 〃 〃Ｐ2１
〃

12.8 2.6 〃 〃 〃 浅黄楕色 3０
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8９

NCL 登録NCL 器種 遺構
法量（c､）

口径 底径 器高
調整技法の特徴 胎土 焼成 色調

残存度

(％）
備考

211 239-03 土師器杯 SK1012 Ｄ５－５Ｅ２１

SＫ１

13.0 2.5 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ、外一指オ
サエ０

良(1～2mmの砂粒
含む）

良 浅黄燈色 4０

212 237-05 〃〃 〃 〃〃

〃

13.2 2.4 〃 〃 〃 榿色 8０

213 239-01 〃〃 〃 〃〃

SＫ２

13.0 3.0 〃 〃 〃 浅黄燈色 6０

214 252-12 〃皿 〃 〃〃

SＫ１

13.2 1.5 〃 〃 〃 にぶい楕色 1７

215 252-05 〃〃 〃 〃Ｇ２２
〃

15.0 L６ 〃 〃 〃 浅黄榿色 2５

216 252-0uＩ 〃〃 〃 〃〃

〃

15.4 1８ 〃 〃 〃 浅黄燈色 5０

217 252-03 〃〃 〃 〃Ｅ2１
〃

16.2 1.3 〃 〃 〃 淡榿色 2５

218 237-04 〃椀 〃 ﾀｹ

〃

１６．４ 8.0 5.1 口縁部内外・底部内一横ナデ。底部外一へラケ
ズリ。張り付け高台。

〃 〃 燈色 3０

219 265-05 〃裏 〃 〃Ｇ２１

SＫ２

14.2 口縁部内外一横ナデ。体部内一ナデ、外一縦方
向のハケメ。

〃 〃 にぶい燈色 1３

220 265-06 〃甕 〃 〃〃

SＫ１

22.0 口縁部内外一横ナデ。体部内一横方向のハケメ、
外一縦方向のハケ。

〃 〃 浅黄楕色 1０

221 265-07 〃盤 〃 〃Ｆ2１
〃

21.2 脚部内一横方向のハケメ。外一横ナデ。方形透
かし間に刺突残る。

〃 〃 にぶい燈色 1３ 壷の脚か

222 265-02 黒色土器杯 〃 〃〃

〃

12.6 口縁部内外一横ナデ。体部外一ヘラケズリ。内
面へラミガキ

〃 〃 にぶい黄褐
色

1３ 黒色土器Ａ類

223 237-07 〃皿 〃 〃Ｅ2１
〃

13.0 5.8 2.5 口縁部内外一横ナデ。体部～底部外一ナデ、内
面へラミガキ。張り付け高台。

〃 〃 灰白色 3０ 黒色土器Ａ類

224 237-08 〃 椀 〃 〃〃

〃

１３．８ 5.4 3.8 〃 〃 〃 にぶい黄燈
色

2５ 黒色土器Ａ類

225 239-08 〃〃 〃 〃Ｆ2１
〃

12.2 6.4 5.1 〃 〃 〃 にぶい黄燈
色

口２０

底5０
黒色土器Ａ類

226 265-01 〃〃 〃 〃〃

〃

7.5 底部内一板ナデ。外一ナデ。張り付け高台。 〃 〃 にぶい黄燈
色

底7５ 黒色土器Ａ類
内面ミガキなし

227 265-03 〃〃 〃 〃Ｇ２１
〃

6.4 〃 〃 〃 にぶい燈色 底100 黒色土器Ａ類。ミガキなし

228 265-Ｍ 〃 鉢 〃 ﾀケ

〃

14.8 底部内一ナデの後へラミガキ、外一横ナデ。 〃 〃 1０ 黒色土器B類

229 239-04 灰釉陶器皿 〃 〃Ｅ2１
〃

14.6 口縁部内外一ロクロナデ。底部外一ロクロケズ
ﾘ。灰釉ツケ掛け。

〃 〃 灰白色 3０

230 239-05 〃〃 〃 〃皿１
〃

15.6 7.8 3.6 口縁部内外一ロクロナデ。灰釉ハケ塗り。張り
付け高台。

〃 〃 灰白色 2０

231 239-06 〃耳皿 〃 〃〃

〃

10.7 4.7 2.0 口縁部内外一ロクロナデ。底部外一糸切り。 〃 〃 灰白色 5０

232 267-12 土師器杯 SD1081 Ｄ５－１０Ｓ１６

SＤ１

12.9 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ、外一指オ
サエ○

〃 〃 淡黄色 1０

233 267-05 〃〃 〃 〃 12.2 2.7 〃 〃 〃 にぶい榿色 4０

234 267-01 〃〃 〃 〃 12.8 3.0 〃 〃 ケ 浅黄楕色 7０

235 267-0MＩ 〃〃 〃 〃 13.8 2.7 〃 〃 〃 灰白色 1３

236 267-06 〃〃 〃 〃 14.0 3.2 〃 ” 〃 にぶい黄燈
色

８

237 267-03 〃〃 〃 〃 15.8 3.5 〃 〃 〃 浅黄楕色 1０

238 267-02 〃” 〃 〃 13.3 3.3 口縁部内外一ロクロナデ。底面外一へラ切り。 〃 〃 浅黄榿色 4０ ロクロ成形土師器

239 267-11 〃皿 〃 〃 11.5 (2) 口縁部内外一横ナデ｡底部内一ナデ､外一指オ
サエ。

〃 〃 浅黄榿色 1０

240 267-08 〃〃 〃 〃 1２２ 2.2 〃 〃 〃 にぶい榿色 2０

241 267-09 〃〃 〃 〃 12.8 1.7 〃 〃 〃 にぶい榿色 ５

242 267-10 〃〃 〃 〃 116 底部内外一ナデ｡張り付け高台。 〃 〃 浅黄榿色 底6０

243 257-13 黒色土器椀 〃 〃 8.5 底部内一板ナデ。外一ナデ。張り付け高台。 〃 〃 にぶい褐色 底2５ 黒色土器Ａ類

244 267-14 〃〃 〃 〃 9.0 底部外一ナデ。張り付け高台。 〃 〃 楕色 底2５ 黒色土器Ａ類

245 267-07 〃〃 〃 〃 130 8０ 4.0 口縁部内外一横ナデ。体部外一板ナデ、内一へ
ラミガキ 。

〃 〃 浅黄楕色 1３ 黒色土器Ａ類
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Nｑ 登録NＯ 器種 遺構 出土位置
法員（c､）

口径 底径 器高
調整技法の特徴 胎土 焼成 色調

残存度

(％）
備考

246 267-15 黒色土器椀 SD1081 Ｄ５－１０Ｓ１６

SＤ１

13.8 口縁部内外一横ナデ。体部外一ヘラケズリ、内
－ヘラミガキ、暗文一部残る。

良(1～2mmの砂粒
含む）

良 ８ 黒色土器B類。

247 243-16 土師器杯 SKlO77 Ｄ5－９０１６

SＫ３

10.7 1.9 口縁部内外一横ナデ。底部内一ハケメ、外一指
オサエ。

〃 〃 燈色 3０

248 240-07 〃〃 ” 〃 10.8 2.2 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ、外一指オ
サエ０

〃 〃 浅黄榿色 4０

249 240-09 〃〃 〃 ｸＰ 11.1 2.2 〃 〃 〃 浅黄榿色 2５

250 240-06 〃〃 ” 〃 11.4 2.3 〃 〃 〃 灰白色 3０

251 244-01 〃椀 〃 ” 12.1 2.5 〃 ” 〃 にぶい楕色 6０

252 242-06 〃〃 〃 〃 11.8 2.9 〃 〃 〃 浅黄色 完形

253 240-08 〃〃 〃 〃 12.2 3.3 〃 〃 〃 淡楕色 2５

254 240-17 ﾀケ 〃 〃 13.8 4.0 〃 〃 〃 にぶい燈色 2０

255 240-05 "皿 〃 〃 13.8 1.9 〃 〃 〃 灰白色 1５

256 241-08 黒色土器椀 〃 〃 14.4 8.0 4.6 口縁部内外一横ナデ。体部外一ナデ。張り付け
高台。内面のミガキ不明。

良（l～3mmの砂
粒含む）

〃 燈色 7０ 黒色土器Ａ類

257 240-04 〃〃 ” 〃 15.4 7.8 4.5 口縁部内外一横ナデ。体部外一ナデ。張り付け
高台。内一へラミガキ

良(1～2mmの砂粒
含む）

〃 にぶい黄褐
色

2０ 〃

258 242-02 〃〃 〃 〃 14.8 7.6 4.1 〃 〃 〃 にぶい黄榿
色

4０ 〃

259 240-08 〃〃 〃 〃 16.1 9.0 5.8 口縁部内外一横ナデ。体部外一ケズリの後へラ
ミガキ。張り付け高台。内一へラミガキ。

〃 〃 浅黄燈色 口１０

底8０

〃

260 242-08 〃〃 〃 〃 23.8 13.8 7.5 口縁部内外一横ナデ。体部外一ナデ、内一板ナ
デ、張り付け高台。内面へラミガキなし。

〃 〃 灰白色 口１０

底2５

〃

261 255-12 土師器皿 SD1082 Ｄ５－ｌＯＴｌ６

SＤ１

9.7 1.5 口縁部内外一横ナデ。体部内一ナデ、外一指オ
サエ｡

〃 〃 にぶい橿色 1５

262 255-10 〃〃 〃 〃 102 L８ 〃 〃 〃 淡楕色 1５

263 255-11 ”" 〃 〃 108 1.8 〃 〃 〃 にぶい燈色 1５

264 255-16 〃椀 〃 〃 12.2 3.2 〃 〃 〃 浅黄榿色 2５

265 255-09 〃〃 〃 〃 11.8 3.0 〃 〃 〃 にぶい榿色 2５

266 255-14 黒色土器杯 〃 〃 14.0 ０ 3.9 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ、外一指オ
サエ。内面のミガキ不明。

〃 〃 淡榿色 2０ 黒色土器Ａ類

267 255-15 〃 椀 〃 〃 8.0 底部内一ナデ、外一指オサエ。内一へラミガキ
張り付け高台。

｡
〃 〃 楕色 3０ 〃 暗文一部残る

268 255-13 〃〃 〃 〃 15.2 8.0 4.8 口縁部内外一横ナデ。体部外一ヘラケズリ。底
部内外一ナデ。内面へラミガキ。張り付け高台

〃 〃 にぶい黄燈
色

2０ 〃

269 253-03 土師器、 SK1017 Ｄ5－９１２２

SＫ１

11.0 1.7 口縁部内外一横ナデ。体部内一ナデ、外一指オ
サエ｡

〃 〃 楕色 ほぼ完
形

270 253-05 ′杯 〃 〃 103 1.8 〃 〃 〃 楕色 5０

271 253-07 〃” 〃 〃 10.8 2.0 〃 〃 〃 にぶい榿色 2５

272 253-0M！ 〃〃 〃 〃 11.2 2.2 〃 〃 〃 にぶい榿色 7５

273 253-06 〃〃 〃 〃 11.2 2.3 〃 〃 〃 にぶい楕色 5０

274 253-01 〃〃 〃 〃 11.5 1.9 〃 〃 〃 楕色 ほぼ完
形

275 253-02 〃〃 〃 〃 11.5 L９ 〃 〃 〃 楕色 8０

276 253-11 〃〃 〃 〃 119 1.8 Jｸ, 〃 〃 橋色 2０

277 253-09 〃椀 〃 〃 1２０ 2.3 〃 〃 〃 にぶい榿色 1５

278 253-13 〃杯 〃 〃 12.4 2.3 〃 〃 〃 淡榿色 2５

279 253-14 〃〃 〃 〃 １３．４ 2５ 〃 〃 〃 浅黄燈色 2５

280 253-12 〃〃 〃 〃 14.2 2８ 〃 〃 〃 浅黄榿色 3０
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1ｌｂ 登録NCI 器種 遺構 出十付置
法量（c､）

口径 底径 器高
調整技法の特徴 胎土 焼成 色調

残存度

(％）
備考

281 234-02 土師器皿 SK1017 Ｄ５－９Ｊ２１

SＫｌ

15.6 1.8 口縁部内外一横ナデ｡底部内一ナデ、外一指オ
サエ｡

良(1～2,mmの砂粒
含む）

良 淡燈色 5０

282 253-17 黒色土器椀 〃 〃 14.0 4.3 口縁部内外一横ナデ。体部内一ナデ、外一指オ
サエ。内面のミガキ不明。張り付け高台。

〃 〃 にぶい楕色 2５ 黒色土器Ａ類

283 253-19 〃〃 " 〃 14.0 4.2 口縁部内外一横ナデ。体部内一ナデ、
サエ。内面のミガキなし。張り付け高

外一指オ
｣ユ
ロ ○

〃 〃 にぶい榿色 4０ 〃

284 253-18 〃皿 〃 " 15.2 口縁部内外一横ナデ｡体部外一ヘラケズリ、内
－ヘラミガキ

〃 〃 にぶい燈色 3０ 〃

285 253-20 ′裏 〃 〃 13.4 口縁部内外一横ナデ｡体部内一板ナデ､外一ナ
デ｡

〃 〃 にぶい榿色 3０ 〃

286 234-01 〃鉢 〃 〃 19.4 13.6 口縁部内外一横ナデ。内一へラミガキ。体部外
-ヘラケズリ、内一枚ナデの後へラミガキ。

〃 〃 にぶい燈色 7０ 〃

287 264-01 土師器椀 SD1050 Ｄ５－１１Ｙ２２

SＤ１

10.6 2.5 口縁部内外一横ナデ。底部外一ナデ。 〃 〃 浅黄燈色 1３

288 264-02 〃〃 〃 〃 10.6 〃 〃 〃 黄榿色 1１

289 264-03 〃皿 〃 〃 8.6 口縁部内外一横ナデ｡底部外一指オサエ。 〃 〃 燈色 1３

290 264-05 黒色十器椀 〃 〃 13.8 口縁部内外一横ナデ｡体部外一ナデ。内面へラ
ミガキ ◎

〃 〃 燈色 1３ 黒色土器Ａ類

291 264-04 灰釉陶器瓶 〃 〃 11.6 体部内外一ロクロナデ。底部外一糸切り。 〃 〃 青灰色 底８

292 243-02 土師器杯 整地土 Ｄ5－９０１６

SＫ１

1０．０ 2.6 口縁部内外一横ナデ。底部内一板ナデ、外一指
オサエ。

〃 〃 にぶい燈色 完形

293 243-03 〃〃 〃 〃 10.2 2.3 〃 ” 〃 淡榿色 完形

29MＩ 243-06 〃〃 〃 〃 10.6 2.5 〃 〃 〃 にぶい榿色 完形

295 243-11 〃Ｊ'Ｐ 〃 〃 10.6 2.5 〃 〃 jｌＰ にぶい燈色 8０

296 243-13 ”〃 〃 〃 10.6 2.1 〃 〃 〃 にぶい榿色 6０

297 243-15 〃〃 〃 〃 10.7 2.3 〃 〃 〃 燈色 7０

298 243-05 〃〃 〃 〃 10.8 1８ 〃 〃 〃 淡榿色 完形

299 244-03 〃〃 〃 〃 10.9 2.1 口縁部内外－横ナデ｡底部内一ナデ、外一指オ
サエ０

〃 〃 にぶい燈色 9０

300 243-04 〃〃 〃 〃 11.2 2.4 口縁部内外一横ナデ｡底部内一板ナデ、外一指
オサエ。

〃 〃 淡燈色 完形

301 243-10 〃〃 〃 〃 11.2 2.5 〃 粗（l～2mmの砂
粒多く含む）

〃 にぶい燈色 9０

302 244-02 〃〃 〃 〃 12.8 6.0 3.3 口縁部内外－横ナデ｡底部内一ナデ､外一指オ
サエ。張り付け高台。

良(1～2mmの砂粒
含む）

〃 浅黄燈色 2５

303 243-14 〃〃 〃 〃 9.7 2.1 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ、外一指オ
サエ０

〃 〃 にぶい燈色 3０

304 243-09 〃〃 〃 〃 9.8 2.4 口縁部内外一横ナデ。底部内一板ナデ、外一指
オサエ。

〃 〃 灰白色 完形

305 243-12 〃〃 〃 〃 10.5 2.5 〃 〃 〃 淡榿色 5０

306 243-07 〃〃 〃 〃 9.3 1.9 〃 〃 〃 にぶい黄燈
色

完形

307 243-08 〃〃 〃 〃 10.4 2.3 〃 〃 〃 にぶい燈色 完形

308 244-06 〃皿 〃 〃 8.4 1.1 口縁部内外一横ナデ｡底部内一ナデ､外一指オ
サエ ｡

〃 〃 浅黄燈色 3０

309 243-01 〃〃 〃 〃 8.4 1.3 口縁部内外一ロクロナデ。底部内一ナデ、外一
ロクロケズリ。

〃 〃 にぶい燈色 完形 ロクロ成形土師器

310 244-07 〃〃 〃 〃 9.0 1.2 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ、外一指オ
サエ。

〃 〃 にぶい黄燈
色

3０

311 244-04 〃〃 〃 〃 10.5 1２ 〃 J9P 〃 にぶい黄榿
色

2５

312 244-05 〃〃 〃 〃 10.8 1.6 〃 〃 〃 にぶい燈色 2５

313 244-08 〃〃 〃 〃 11.6 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ、外一指オ
サエ。張り付け高台

〃 〃 榿色 4０

314 241-01 黒色土器椀 〃 〃 13.4 8.0 4.2 口縁部内外一横ナデ｡底部内外一ナデ。張り付
け高台。

〃 〃 浅黄榿色 6０ 黒色土器Ａ類
ミガキなし

315 241-02 〃〃 〃 〃 13.8 5.8 4.7 〃 〃 〃 にぶい黄燈
色

2０ 〃

ミガキ不明
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Nｑ 登録１ｌｂ 器種 遺構 出土位置
法員（c､）

口径 底径 器高
調整技法の特徴 胎土 焼成 色調

残存度

(％）
備考

316 242-04 黒伝十器椀 整地土 Ｄ５－９Ｎ１６

SＫ１

14.4 7.8 4.7 口縁部内外一横ナデ。底部内外一ナデ。張り付
け高台。

良(1～2mmの砂粒
含む）

良 にぶい榿色 4０ 黒色土器Ａ類
内面へラミガキ不明

317 242-01 〃〃 〃 〃０１６

SＫ１

14.4 7.6 5.1 〃 〃 〃 浅榿色 6０ 〃

内面へラミガキ不明

318 240-01 〃〃 〃 〃 16.4 8.6 6.3 〃 〃 〃 灰白色 口縁１０
底縁9０

〃

内面へラミガキ不明

319 241-03 〃〃 〃 〃 13.2 7.0 3.6 〃 〃 〃 にぶい燈色 3０ ”

内面へラミガキ

320 241-06 〃〃 〃 〃 14.7 7.8 4.0 〃 〃 〃 にぶい黄燈
色

3０ 〃

内面粗いへラミガキ

321 241-04 〃〃 〃 〃 13.6 6.3 5」 〃 〃 〃 にぶい榿色 3０ 〃

内面粗いへラミガキ

322 241-05 〃〃 〃 〃 14.6 7.0 4.9 〃 〃 〃 にぶい黄榿
色

6０ 〃

口縁内面楕円状に荒くミガキ

323 240-02 〃〃 〃 〃 15.3 口縁部内外一横ナデ。底部内外一ナデ。張り付
け高台。

〃 〃 浅黄色 4０ 〃

内面粗いへラミガキ

324 241-07 〃〃 〃 〃 16.8 口縁部内外一横ナデ。底部内外一ナデ。張り付
け高台。

〃 〃 淡黄色 3０ 〃

内面粗いへラミガキ

325 244-09 〃裏 〃 〃 13.2 口縁部内外一横ナデ。体部内外一ナデ。 〃 〃 にぶい榿色 1５ 〃

326 236-15 土師器杯 SK1054 Ｄ５－６Ｆ１６

SＫ１

7.8 2.3 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ、外一指オ
サエ◎

〃 〃 灰白色 完形

327 236-02 〃〃 〃 〃Ｅ1７
〃

8.6 １．９ 〃 〃 〃 にぶい黄楕
色

4０

328 235-08 〃〃 〃 〃〃

〃

9.3 2.0 口縁部内外・底部内一横ナデ、底部外一指オサ
エ

０

〃 〃 にぶい黄楕
色

7５

329 236-01 〃〃 〃 "Ｆ１６
〃

9.4 1.6 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ、外一指オ
サエ ◎

〃 〃 にぶい燈色 4０

330 236-10 〃〃 〃 〃Ｆ１７
〃

10.6 2.3 口縁部内外・底部内一横ナデ。底部外一指オサ
エ。

〃 〃 榿色 完形

331 236-13 〃〃 〃 〃Ｅ1６
〃

10.2 2.2 口縁部内外一横ナデ。底部内一板ナデ、外一指
オサエ。

〃 〃 にぶい榿色 7０

332 236-11 〃〃 J', 〃Ｅ1７
〃

10.4 2.2 〃 〃 〃 にぶい榿色 9０

333 236-12 クリＰ 〃 〃Ｅ1６
〃

10.4 2.2 〃 〃 〃 榿色 8０

334 235-07 〃〃 〃 ｹﾀ

〃

1０．８ 22 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ、外一指オ
サエ◎

〃 〃 浅黄榿色 6０

335 235-05 〃〃 〃 〃Ｅｌ７
〃

11.2 2２ 口縁部内外一横ナデ。底部内一板ナデ、外一指
オサエ。

〃 〃 浅黄褐色 7０

336 236-09 〃、 〃 〃Ｅ1６
〃

7.8 L２ 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ、外一指オ
サエ。

〃 〃 にぶい黄燈
色

4０

337 236-03 〃〃 〃 〃Ｆ１６
〃

10.2 L５ 〃 〃 〃 榿色 6０

338 236-06 〃〃 〃 〃Ｆｌ７
〃

11.2 1.6 口縁部内外一横ナデ。底部内一板ナデ、外一指
オサエ。

〃 〃 燈色 5０

339 236-05 〃杯 〃 "F16/1７
〃

11.4 2.0 〃 〃 〃 にぶい黄榿
色

5０

340 236-08 〃〃 〃 〃Ｅｌ６
〃

11.4 2」 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ、外一指オ
サエ○

〃 〃 榿色 4０

341 259-08 〃皿 〃 "Ｅ1７
〃

7.8 1５ 〃 〃 〃 浅黄榿色 1６

342 259-07 〃〃 〃 〃Ｆｌ７
〃

8.6 〃 〃 〃 にぶい燈色 2０

343 259-09 〃〃 〃 〃Ｆ１６
〃

9.4 1.2 〃 〃 〃 浅黄燈色 1６

344 259-06 〃〃 〃 〃〃

〃

10.2 1.2 〃 〃 〃 にぶい燈色 1３

345 236-14 〃〃 〃 クク

〃

8.6 5.2 2.3 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ、外一指オ
サエ。張り付け高台。

〃 〃 にぶい燈色 4０

346 235-04 〃杯 〃 〃Ｅｌ７
〃

10.8 2.4 口縁部内外一ロクロナデ。底部内一ナデ、外一
ヘラ切り。

〃 〃 淡榿色 6０ ロクロ成形土師器
口縁部に油煙２ケ所

347 259-10 〃Ⅲ 〃 〃Ｆ１６
〃

5.2 口縁部内外一ロクロナデ。底部内一ナデ、外一
ヘラケズリ

〃 〃 浅黄色 底5０ ロクロ成形土師器

348 259-02 〃杯 〃 〃 14.0 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ、外一指オ
サエ 。

〃 〃 灰白色 2５

349 259-05 〃〃 〃 〃 15.0 3.4 〃 〃 〃 浅黄楕色 1０

350 259-0uＩ 〃〃 〃 ケ 15.2 〃 〃 〃 浅黄燈色 10
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9３

1ｌｂ 登録NＣ 器種 遺構 出十位置
法量（c､）

口径 底径 器高
調整技法の特徴 胎土 焼成 色調

残存度

(％）
備考

351 259-01 土師器鉢 SK1054 Ｄ５－６Ｆ１６

SＫ１

24.2 口縁部内外一横ナデ。体部内一板ナデ、外一オ
サエ ◎

良(1～２１m､の砂粒
含む）

良 浅黄榿色 1３

352 259-11 ”〃 〃 〃Ｆ１７ 24.8 〃 〃 〃 燈色 ５

353 259-3 瓦器椀 〃 〃Ｆ１６ 7.5 体部～底部内一ナデ､外一オサエ。張り付け
高台。

〃 〃 1３ ミガキ不明

354 235-06 黒色十器椀 〃 〃Ｅ1７ 13.4 7.6 4.8 口縁部内外一横ナデ。体部～底部内一板ナデ。
外一ナデ。張り付け高台。内面ミガキなし。

〃 〃 にぶい燈色 4０ 黒色土器Ａ類

355 235-01 〃〃 〃 〃〃 14.8 7.3 5.2 口縁部内外一横ナデ。
り付け高台。内一へラ

体部～底部内一ナデ。張
ミガキ ○

〃 〃 にぶい燈色 5０ 〃

356 236-0M！ 〃〃 〃 〃〃 15.9 6.4 4.3 〃 〃 〃 浅黄燈色 2０ 黒色土器Ａ類か。内面の黒色化
はなし

357 235-02 〃〃 〃 〃Ｅ1６ 17.8 口縁部内外一横ナデ。体部外一ヘラケズリ。底
部外一ナデ。張り付け高台。内一へラミガキ。

〃 〃 にぶい燈色 1５ 黒色土器A類
口縁内面楕円状に磨く

358 235-03 〃〃 〃 ｹﾀ 15.8 7.3 6.3 口縁部内外一横ナデ。体部～底部内、ナデ。
－ナデ。張り付け高台。内面ミガキなし

外 〃 〃 灰白色 3０ 〃

359 255-06 土師器皿 SK1064 Ｄ５－８Ｊ１６

SＫ１

8.8 1.0 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ､外一指オ
サエ０

" 〃 にぶい黄燈
色

1５

360 255-08 〃〃 〃 〃 9.5 〃 〃 〃 浅黄楕色 1０

361 255-05 〃〃 〃 〃 9.8 1.1 〃 〃 〃 にぶい黄燈
色

1５

362 255-0uｌ 〃〃 〃 〃 10.9 1.2 〃 〃 〃 褐白色 2０

363 255-02 〃〃 〃 〃 9.8 5.0 1.7 口縁部内外－横ナデ。底部内一ナデ､外一指オ
サエ。張り付け高台

〃 〃 にぶい黄燈
色

1５

364 255-03 〃〃 〃 9.8 5.2 ２１ 口縁部内外一ロクロナデ。底部外一へラケズリ ｡
〃 〃 淡黄色 1５ ロクロ成形土師器

365 255-01 〃杯 〃 〃 13.2 2.6 口縁部内外一横ナデ｡底部内一ナデ､外一指オ
サエ。

〃 〃 浅黄楕色 6０

366 255-07 〃皿 〃 〃 13.8 〃 〃 〃 浅黄燈色 ８

367 220-04 黒色土器椀 〃 〃 底部内一ナデ、外一ナデ。張り付け高台剥離。 〃 〃 灰黄褐色 2５ 黒色土器Ａ類。内面に刻線

368 266-03 土師器皿 ＳＤ１０６９ D5-8L17

SＤ１

9.4 1.5 口縁部内外一横ナデ。底部内一板ナデ、外一指
オサエ。

〃 〃 にぶい黄榿
色

1３

369 266-11 〃〃 〃 〃Ｋ1７

SＤ１

9.0 1.2 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ､外一指オ
サエ◎

〃 〃 にぶい燈色 2５

370 266-07 〃〃 〃 〃〃

SＤ１

9.2 1１ 〃 〃 〃 〃 4０

371 266-12 〃〃 〃 〃〃

SＤｌ

7.9 0８ 口縁部内外一ロクロナデ。底部外一ロクロケズ
リか。

〃 〃 浅黄燈色 1３ ロクロ成形土師器

372 266-08 〃〃 〃 〃Ｋ1８

SＤ１

8.4 1５ 口縁部内外一ロクロナデ。底部外一へラ切り。 〃 〃 黄榿色 7０ ロクロ成形土師器

373 266-02 〃〃 〃 〃Ｌ1７

ＳＤ１

9.4 1.5 口縁部内外一ロクロナデ。底部外一ロクロケズ
リ 。

〃 〃 灰白色 1３ ロクロ成形土師器

374 266-10 〃〃 〃 〃Ｋ1７

SＤ１

4.2 口縁部内外一ロクロナデ。底部外一糸切り。 〃 〃 榿色 底100 ロクロ成形土師器

375 266-04 〃杯 〃 〃Ｌ1７

SＤ１

15.2 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ、外一指オ
サエ０

〃 〃 にぶい燈色 1０

376 266-01 〃〃 〃 〃〃

SDI

15.6 〃 〃 〃 浅黄榿色 1７

377 266-09 ′椀 〃 〃Ｋ1７

SＤ１

7.2 内外一ナデ。張りつけ高台。 〃 〃 灰白色 3０

378 266-06 黒色土器〃 〃 〃Ｌ1７

ＳＤ１

12.2 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ､外一指オ
サエ◎

〃 〃 にぶい褐色 1３ 黒色土器Ａ類
内面ミガキなし

379 265-09 土師器皿 ＳＫ１０１４ 〃Ｇ２２

SＫ２

8.4 1.2 口縁部内外一横ナデ｡底部内一ナデ､外一指オ
サエ◎

〃 〃 浅黄燈色 1７

380 239-09 〃〃 〃 〃Ｇ２２

SＫ２

9.8 L６ 口縁部内外・底部内一ロクロナデ。底部外一へ
ラ切り。

〃 〃 浅黄榿色 完形 ロクロ成形土師器

381 237-03 黒色土器椀 〃 〃Ｇ２２

SＫ２/Pit5
15.2 7０ 5.2 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ、外一オサ

=工
◎

〃 〃 にぶい黄燈
色

8０ 黒色土器Ａ類
内面ミガキなし

382 237-02 〃〃 〃 〃Ｇ２２

SＫ２

15.4 7.2 6.8 〃 〃 〃 灰黄褐色 6０ 黒色土器Ａ類
内面ミガキ不明

383 265-08 土師器鍋 SKlO13 〃Ｇ２１

ＳＫ３

16.6 内外一横ナデ。 〃 〃 浅黄燈色 1３

384 219-01 〃椀 SＢｌＯ７０ Ｄ５－８Ｌ１７

Pit9

1１８ 3.6 口縁部内外一横ナデ、外一へラミガキ。底部内
－ナデ、外一指オサエ。

〃 〃 淡榿色 完形

385 219-03 〃〃 〃 〃 ｌＬ９ 3.1 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ、外一指オ
サエ 。

〃 〃 浅黄榿色 完形
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9４

Nｑ 登録化 器種 遺構 出ｔ位置
法量（c､）

口径 底径 器高
調整技法の特徴 胎土 焼成 色調

残存度

(％）
備考

386 219-06 土師器椀 SBlO70 Ｄ５－８Ｌｌ７

Pit9

12.0 3.4 口縁部内外一横ナデ、外一へラミガキ。底部内
－ナデ、外一指オサエ。

良(1～2mmの砂粒
含む）

良 淡燈色 完形

387 219-05 〃〃 〃 〃 12.2 3.5 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ、外一指オ
サエ｡

〃 〃 淡燈色 完形

388 219-04 ”〃 ” 〃 12.2 3.5 〃 〃 〃 浅黄燈色 完形

389 219-02 〃〃 〃 〃 12.4 3.5 〃 〃 〃 淡燈色 完形

390 220-01 〃〃 ” Ｄ５－８Ｍ１７

Pit4

11.1 3.7 口縁部内外一横ナデ、外一へラミガキ。底部内
－ナデ・螺旋状暗文、外一指オサエ。

〃 〃 榿色 7０

391 220-02 ”〃 〃 〃 14.0 3.2 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ、外一指オ
サエ ０

〃 〃 浅黄燈色 完形

392 220-03 〃皿 〃 Ｄ５－８Ｍ１７

Ｐｉｔ５

13.6 1.5 〃 〃 〃 淡燈色 3０ 底部内面螺旋暗文残るが、朱が
付着しているため不鮮明

393 223-01 ′杯 ＳＢ１０１５ Ｄ５５Ｅ２１

Pit4

14.0 2.7 〃 〃 〃 浅黄燈色 5０

394 223-02 ”椀 〃 Ｄ５－５Ｄ２１

Pit2

10.4 口縁部内一横ナデ、外一へラケズリの後へラミ
ガキ

〃 〃 淡黄色 1５

395 222-06 〃杯 SB1084 Ｄ６－４Ｈ８

Pit3

12.8 2.2 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ、外一指オ
サエ◎

〃 〃 榿色 1０

396 222-03 〃椀 〃 Ｄ６－４Ｈ８

Pit8

12.4 3.1 〃 〃 〃 淡燈色 2５

397 225-05 須恵器杯蓋 〃 Ｄ６－４Ｈ８

Pit3

14.0 口縁部内外一ロクロナデ。天井部外一ロクロケ
ズリ ◎

〃 〃 明青灰色 1５

398 222-02 土師器椀 SB1085 Ｄ６－６Ｍ８

Pitl2

lＬ８ 3.2 口縁部内外一横ナデ。底部外一へラケズリ ◎
〃 〃 浅黄燈色 2５

399 222-08 〃〃 〃 Ｄ６－６Ｍ９

Pitl

12.4 2.8 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ、外一指オ
サエ。

〃 〃 にぶい燈色 4０

400 222-07 〃〃 〃 〃 13.0 3.2 〃 〃 〃 にぶい燈色 ほぼ完
形

401 222-09 黒色土器椀 〃 Ｄ６－６Ｍ８

Pitl

15.2 8.0 4.8 口縁部内外一横ナデ。体部外一ナデ、
ミガキ。張りつけ高台。

内一へラ 〃 〃 浅黄橿色 5０ 黒色土器Ａ類

402 222-01 須恵器杯 〃 Ｄ６－６Ｍ８

Pitll

lＬ６ 3.7 口縁部内外一ロクロナデ。底部内一ロクロナデ、
外一へラ切り。

〃 〃 灰色 ほぼ完
形

底部外面墨書残る

403 219-10 土師器Ⅲ SBlO71 Ｄ５－８Ｌｌ７

Pit6

8.2 1.6 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ、指オサエ。 〃 〃 にぶい榿色 7５

404 219-09 〃〃 〃 〃 8.4 L４ 〃 〃 〃 にぶい燈色 3０

405 219-11 〃杯 〃 Ｄ５－８Ｌｌ７

Pit3

10.7 2.1 口縁部内外一横ナデ。底部内一板ナデ、外一指
オサエ。

〃 〃 にぶい黄榿
色

完形 口縁部に油煙１ケ所付着

406 219-07 〃〃 〃 〃 9.8 2.2 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ、外一指オ
サエ◎

〃 〃 にぶい燈色 2５

407 219-08 〃椀 〃 Ｄ５－８Ｌ１７

Pit6

14.2 6.4 4.4 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ、外一指オ
サエ。張り付け高台。

〃 〃 にぶい榿色 2０

408 221-Ｍ 〃杯 Ｐ1074 Ｄ5－９０１６

Pit9

9.7 1８ 口縁部内外一横ナデ。底部内一板ナデ、外一指
オサエ。

〃 〃 にぶい黄榿
色

完形

409 221-05 〃〃 〃 〃 １０Ｊ 1.9 〃 〃 〃 浅黄榿色 3０

410 221-03 ケタ 〃 〃 10.0 2０ 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ、外一指オ
サエ０

〃 〃 にぶい黄榿
色

完形

411 221-01 黒色土器椀 〃 〃 10.2 6.1 4」 口縁部内外一横ナデ。
り付け高台。内一へラ

体部～底部外一ナデ。張
ミガキ ◎

〃 〃 燈色 完形 黒色土器Ａ類

412 221-02 〃〃 〃 〃 10.0 5.2 3.7 〃 〃 〃 にぶい黄楕
色

4０ 〃

413 221-06 土師器椀 PlO78 Ｄ5－９０１６

Pit2

13.6 6.6 3.7 口縁部内外一ロクロナデ。底部内一ナデ、外一
ヘラ切りの後ロクロナデ。張り付け高台。

〃 〃 にぶい黄燈
色

6０ ロクロ成形土師器

414 221-07 〃〃 〃 〃 14.7 6.9 4.7 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ、外一ナデ。
張り付け高台。

〃 〃 浅黄榿色 8０

415 224-01 〃杯 P1026 Ｄ５－９Ｅ－２

Pit6

11.0 2」 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ、外一指オ
サエ。

〃 〃 浅黄榿色 完形

416 224-04 黒色土器椀 〃 Jﾘ, 16.0 8.8 4.6 口縁部内外一横ナデ。体部内一板ナデ、外一ナ
デ。張り付け高台。内面へラミガキなし。

〃 〃 にぶい橋色 5０ 黒色土器Ａ類

417 224-03 〃〃 〃 〃 14.7 7.8 4.2 口縁部内外一横ナデ。体部～底部外一ナデ。張
り付け高台。内・口縁外一へラミガキ。

〃 〃 浅黄榿色 完形 黒色土器Ａ類

418 224-02 〃 蜜 〃 〃 12.4 口縁部内外一横ナデ。体部内一板ナデ、外一ナ
デ。

〃 〃 褐色 3０ 黒色土器Ａ類

419 223-09 土師器、 ＳＢ１０９０ Ｄ６－６Ｍ８

Pitl4

7.9 1.3 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ、外一指オ
サエ。

〃 〃 にぶい榿色 5０

420 223-12 〃〃 〃 Ｄ６－６Ｎ８

Pitl

8.0 1.8 〃 〃 〃 浅黄燈色 2５
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北部（１３）遺物観察表・柘植

9５

１ｌｂ 登録Nｑ 器種 遺構 出土位置
法量（c､）

口径 底径 器高
調整技法の特徴 胎土 焼成 色調

残存度

(％）
備考

421 221-12 土師器皿 SB1090 Ｄ６－６Ｌ８

Pitl

9.0 1.6 口縁部内外一横ナデ｡底部内一ナデ､外一指オ
サエ。

良(1～2mmの砂粒
含む）

良 檀色 ほぼ完
形

422 221-11 〃〃 〃 Ｄ６－６Ｍ８

Pit7

10.0 1.5 口縁部内外一横ナデ｡底部内一板ナデ、外一指
オサエ。

〃 〃 浅黄榿色 7０

423 223-05 〃ＪｸＰ 〃 Ｄ６－６Ｌ８

Pitl

10.6 1.8 〃 " 〃 燈色 3０

424 223-0M！ ′〃 〃 Ｄ６－５Ｋ８

Pit3

10.4 1８ 口縁部内外一横ナデ｡底部内一ナデ､外一指オ
サエ ０

〃 〃 淡燈色 2５

425 221-13 〃〃 〃 Ｄ６－６Ｎ９

Pitl

102 4.4 2.5 口縁部内外一横ナデ｡底部内一ナデ､外一指オ
サエ。張り付け高台。

〃 〃 にぶい燈色 5０

426 221-10 〃〃 〃 Ｄ６－５Ｋ８

Pit3

1.1 口縁部内外一横ナデ｡底部内一ナデ､外一指オ
サエ。

” 〃 にぶい黄燈
色

3０

427 223-07 〃〃 〃 Ｄ６－６Ｌ８

Pitl

9.6 1.1 〃 〃 Jﾘ， 浅黄燈色 3０

428 223-14 〃〃 〃 Ｄ６－６Ｌ８

Pitl

8.8 1.1 口縁部内外・底部内一ロクロナデ。底部外一へ
ラ切り。

〃 〃 浅黄燈色 2０ ロクロ成形土師器

429 221-09 〃〃 〃 Ｄ６－５Ｋ８

Pit3

9１ 10 〃 〃 〃 浅黄榿色 5０ 〃

430 223-08 〃椀 〃 Ｄ６－６Ｎ８

Pitl

7.6 底部内一ロクロナデ､外一ロクロケズリ。 〃 〃 にぶい黄燈
色

底部5０ 〃

431 223-11 黒色土器椀 〃 〃 4.5 底部内外一ナデ。張})付け高台。ミガキ不明。 〃 ’ 黒色 底部完
形

黒色土器B類

432 223-10 土師器杯 〃 Ｄ6－６１－８

Pitl

13.8 2.4 口縁部内外一横ナデ｡底部内一ナデ､外一指オ
サエ。

〃 〃 にぶい黄燈
色

1０

433 223-03 〃〃 〃 Ｄ６－５Ｋ８

Pit3

14.8 〃 〃 〃 浅黄燈色 1５

434 223-06 〃〃 〃 Ｄ6－６１－８

Pitl

15.0 2.1 〃 〃 〃 浅黄燈色 1０

435 221-08 〃〃 〃 Ｄ６－５Ｋ８

Pit3

16.4 2.8 〃 〃 〃 にぶい黄燈
色

2５

436 223-13 〃〃 〃 Ｄ６－６Ｎ８

Pitl

15.4 口縁部内外一横ナデ｡底部内一ナデ､外一指オ
サエ。張り付け高台。

〃 〃 榿色 1５

437 201-07 須恵器円面
硯

D3-8

排土
19.8 内外一ロクロナデ。長方形透かし12ケ所。透か

し幅不明。

〃 〃 灰色 2０ 脚部。陸部欠

438 201-02 〃〃 ＳＫ１０３４ Ｄ５－９Ｎ２１

SＫ３

18.8 21.0 7.9 内外一ロクロナデ。陸部内一自然釉付着。長方
形透かし14ケ所。

〃 〃 灰色 3０

同一固体 D5-9N21（脚部）
包含層

439 202-03 〃〃 E3-８１－２

包含層
内外一ロクロナデ。透かしは不明。 〃 〃 灰色 脚部欠。使用痕残る

440 202-01 〃〃 Ｄ５－９Ｅ－４

包含層
18.8 (23） (9) 内外一ロクロナデ。脚部外に自然釉付着。長方

形透かし16ケ所。

〃 〃 明青灰色 硯部。D6-5J-8と接合

同一固体 D6-5J-8（脚部）
包含層

D6-6N-8(脚部）
包含層

D5-6（脚部）
排土

441 201-03 〃〃 Ｄ３－８Ｒｌ６

SＫ３

27.6 内外一ロクロナデ。透かし幅不明。 良(l～2mmの砂粒
含む）

良 青灰色 脚部

同一固体 D３－８Ｎ１（脚部）
包含層

D5-8I-15(脚部）
包含層

Ｄ６－５

ＳＫｌ
J-７（脚部）

(SK1086）

442 201-06 〃〃 B4-7

包含層
内外一ロクロナデ。内面一自然釉付着。十字型
透かし８ケ所。

良(1～2mmの砂粒
含む）

良 明青灰色

443 201-05 〃〃 Ｄ６－４Ｇ８

包含層
17.4 内外一ロクロナデ。内面一自然釉付着。長方形

透かし36ケ所。

〃 〃 明青灰色

444 201-04 〃〃 Ｄ５－８Ｊ１６

包含層
14.2 内外一ロクロナデ。内面一自然釉付着。透かし

は不明

〃 〃 明青灰色 使用痕残る

445 203-05 〃〃 Ｄ5－８１１６

包含層
15.7 内外一ロクロナデ。長方形透かし20ケ所。 〃 〃 明青灰色 ５

同一固体 D5-8J18（脚部）
包含層

D6-5K-9(脚部）
Pitl

446 202-02 〃〃 Ｄ５－９Ｐ１６

包含層
21.9 内外一ロクロナデ。方形透かし22ケ所。 〃 〃 青灰色

同一固体 Ｄ６－５Ｊ７

ＳＫ１（SＫ１
(硯部）

086）

447 201-01 〃” Ｄ６－６Ｍ８

Pit7

20.3 27.2 (10） 内外一ロクロナデ。長方形透かし20ケ所。 〃 〃 淡青灰色 使用痕残る

同一固体 Ｄ５－５Ｅ２１（脚部）
SＫｌ（SK1012）

D5-6E-17（脚部）
SＫＩ（SK1054）

D5-9G16（脚部）
包含層

Ｄ５－６Ｅ１５（脚部）
包含層

Ｄ５－６Ｅ１５（脚部）
Pit3

448 203-03 〃〃 Ｄ６－５Ｊ８

SＤ２

24.0 内外一ロクロナデ。透かし不明。 良(l～2mmの砂粒
含む）

良 明青灰色 ５ 脚部

〃〃 Ｄ５－５Ｇ２１

包含層

〃 〃 脚部'｣､片
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9６

NcL 登録Nｑ 器種 遺構 出土位置
法量（c､）

口径 底径 器高
調整技法の特徴 胎土 焼成 色調

残存度

(％）
備考

須恵器円面
硯

Ｄ６－６Ｍ８

Pitl2
良(1～2mmの砂粒
含む）

良 脚部'１，片

〃〃 ＳＤ２０２０ E5－２１

SＤ１

〃 〃 〃

449 203-01 黒色土器風
字硯

ＳＫ１０３５ Ｄ５－９Ｐ２１

SKI
内外一ヘラミガキ。円柱状の脚を張り付け。内
面縁に沈線１条。

〃 〃 黒色土器B類

450 20M1-01 〃〃 Ｄ５－９Ｋ２１

包含層
内一へラミガキ。外一へラケズリの後へラミガ
キ。内面に三日月状の堤痕残る。円柱状の脚を
張り付け。

〃 〃 黒色土器B類

451 245-04 〃’ SKlO86 Ｄ６－５Ｊ７

SＫ１
内一へラミガキ。底部外一へラケズリの後へラ
ミガキ ０

〃 〃 黒色土器B類

452 208-02 〃〃 SK1023 Ｄ５－９Ｍ２］

SＫ１

外一へラミガキ。板状の面取りした脚を張り付
け。内面縁に沈線］条。

〃 〃 黒色土器B類。右脚部

453 203-04 ケタ 〃 〃 内外一ヘラミガキ。内面縁に沈線１条。脚部の
剥離した痕跡の残る。

〃 〃 黒色土器B類。右脚部か

454 202-05 灰釉陶器風
字硯

SKlOO9 Ｄ３－８Ｒｌ７

SＫ２

外一ナデ。縁部一ヘラケズリ。７角形の脚の剥
離した痕跡の残る。

〃 〃 青灰色

455 252-01 須恵器猿面
硯

SK1012 Ｄ５－５Ｅ２１

SＫｌ

内一ナデ。外一タタキの後ナデ。焼成後面取り
を行う。

〃 〃 灰色 4０

456 202-0M！ 〃〃 E2-5

包含層

〃 〃 〃 明青灰色 2０ 使用痕残る

457 204-02 〃蔓 SKlOll Ｄ３－８Ｒ１６

SＤ１
内一タタキ。硯部、使用のため磨滅。外一ダダ
キの後カキメ。

〃 〃 淡灰色 転用硯
使用痕残る

458 205-08 石硯 Ｄ3-6

包含層
長

幅

高
1.7

〃 〃 使用痕残る

459 205-05 須恵器杯蓋 Ｄ６－６Ｊ８

包含層
13.0 内外一ロクロナデ。天井部外一ヘラケズリ ◎

〃 〃 灰色 1５ 転用硯。内面に朱の痕跡、使用
のため磨滅

460 205-01 〃〃 Ｄ６－６Ｍ８

包含層
]4.7 1７ 内外一ロクロナデ。 〃 〃 淡灰色 2５ 転用硯。内面使用のため磨滅

461 205-03 〃〃 〃 14.6 内外一ロクロナデ。天井部外一ロクロケズリ ０
〃 〃 淡灰色 5０ 転用硯。内面使用のため磨滅

462 205-02 〃〃 〃 15.8 2２ 〃 〃 〃 淡灰色 5０ 転用硯。内面使用のため磨滅

463 007-05 緑釉陶器椀 Ｄ３－８Ｍ１

包含層
4０ 底部外一糸切り。底部内一ロクロナデ。 〃 硬貨 灰白色（淡

黄色）
5０ 京都産

464 218-01 ”〃 〃Ｑ1６
包含層

6.2 底部外一ロクロケズリ（輪高台)。 〃 硬貨 灰色（オリ
－ブ灰色）

3０ 京都産。底部外面以外に釉掛か
る

465 217-03 〃〃 ＳＫ１０３５ Ｄ５－９Ｐ２１

SＫ１

15.0 6.4 底部外一ロクロケズリ(蛇の目高台)。内・口縁
部外一ロクロナデ。底部内一一定方向のヘラミ
ガキ ◎

〃 軟質 浅黄燈色
(浅黄色）

口２０

底2０
京都産
釉全面

466 017-02 〃〃 Ｄ３－８Ｈｌｌ

包含層
6.0 底部外一ロクロケズリ(蛇の目高台)、内・口縁

外面一ロクロナデ。

〃 軟質 Ｃ
Ｏ

産
面

那
全
京
釉

467 215-04 〃〃 SKlO12 Ｄ５－５Ｅ２１

SＫ１

11.4 5.0 3.6 体部～底部外一ロクロケズリ、内・口縁部外一
ロクロナデ。口縁部内一横方向のヘラミガキ。
底部内一一定方向のヘラミガキ。

〃 軟質 灰白色（浅
黄色）

口2０

底100

京
所
輪

都産。底部外面トチン痕４ケ

０花 釉全面
部残る

468 218-03 〃〃 Ｄ５－９Ｄ２

包含層
6.0 底部外一ロクロケズリ。内外

縁部内外一横方向のヘラミガ
方向のヘラミガキ

－ロクロナデ。ロ
キ。底部内一一定

〃 硬質 明青灰色 底5０

産都
釉

一
泉
鉦
へ

469 217-06 〃〃 ＳＫｌＯＯ９ D3-8Q16
SＫ２

16.6 内外一ロクロナデ。内一横方向のヘラミガキ。 〃 軟質 灰白色（淡
黄色）

2５ 京都産

470 217-07 〃〃 SK1035 Ｄ５－９Ｐ２１

SＫｌ

17.8 〃 〃 軟質 淡黄色（浅
黄色）

10 京都産

471 216-03 〃〃 Ｄ５－５Ｄ２２

包含層
20.6 〃 〃 硬質 青灰色（オ

リーブ灰色）
1５ 京都産

472 217-04 〃〃 SK1012 Ｄ５－５Ｇ２１

SＫｌ

8.8 底部外一ロクロケズリ。（輪高台)。内外一ロク
ロナデの後
底部内一一

、口縁部内一横方向のヘラミガキ。
定方向のヘラミガキ

〃 軟質 灰白色（淡
黄色）

3５ 京都産
釉全面

473 214-04 〃〃 Ｄ５－９Ｐ２１

包含層
16.8 内外一ロクロナデ。 〃 軟質 灰白色（淡

緑色）
2５ 京都産

474 214-03 "〃 SK1023 Ｄ５－９Ｍ２１

SＫｌ

16.8 7」 6.4 底部外一ロクロケズリ(輪高台)。内外一ロクロ
ナデの後、口縁部内一横方向のヘラミガキ。
底部内一一定方向のヘラミガキ

〃 硬質 青灰色（オ
リーブ灰色）

口１０

底3０
京都産
底部外面に薄い釉掛かる

475 217-05 〃〃 Ｄ５－９Ｂ２

SＤ３

13.6 6.2 4.3 底部外一ロクロケズリ(輪高台)。内・口縁部外
－ロクロナデ。

〃 軟質 灰白色（浅
黄色）

口５

底3５
京都産
釉全面

476 216-01 〃Ⅲ SK1035 Ｄ５－９Ｐ２１

SKI

16.5 7.0 3.1 底部外一ロクロケズリ(輪高台)。内・口縁部外
一ロクロナデの後横方向のヘラミガキ。底部内
－一定方向のヘラミガキ。

〃 軟質 灰白色（淡
黄色）

2５ 京都産
釉全面に掛かる

477 216-02 〃〃 〃 〃 13.9 口縁部内外一ロクロナデ。口縁部下半一ロクロ
ケズリ

〃 硬質 明青灰色
(オリーブ灰色）

1８ 京都産
濃緑色の薄い釉内外に掛かる

478 214-05 〃〃 D5-9B/C４
包含層

15.3 6.4 3.6 底部外一ロクロケズリ(蛇の目)。内・口縁部外。
－ロクロナデ。口縁部下半一ロクロケズリ 。

口縁部内外一横方向のヘラミガキ。底部内一一
定方向のヘラミガキ。

〃 硬質 明青灰色
(オリーブ
灰色）

5０ 京都産
内面に重ね焼きの痕跡残る
濃緑色の薄い釉底部以外に掛か
る
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37表遺物観察表・柘植111北部（１５）

9７

1IhL 登録NcL 器種 遺構 出土位置
法量（cIn）

口径 底径 器高
調整技法の特徴 胎土 焼成 色調

残存度

(％）
備考

479 214-02 緑釉陶器皿 SK1023 Ｄ５－９Ｍ２１

SＫ１

14.8 7.0 2.3 底部外一ロクロケズ
デ、下半ロクロケズ
部内一横方向のへラ
のヘラミガキ ◎

張

リ
リ
ミ
付

ズ
ズ
ラ
リ

・
の 口縁部内外一ロクロナ

あとロクロナデ。口縁
ガキ

け高
０

－△、
底部内一一定方向

ロ◎

良(l～2mmの砂粒
含む）

硬質 灰白色（浅
黄色）

口5０

底100
猿投産
底部外面Ｎ字形のへラ記号

480 O0ul-02 〃〃 Ｄ３－８Ｍ１１

包含層
13.8 5.4 2.5 内外一ロクロナデ。張り付け高台。 〃 硬質 青灰色（農

緑色）
2５ 東濃窪

輪花一部残る

481 215-03 〃〃 D5-9東
排土

11.6 6.0 2.8 内・口縁部外一ロクロナデ。底部外一糸切り。
張り付け高台。

〃 軟質 灰白色（緑
色）

2５ 近江塵
底部外面以外に釉

482 217-08 〃 椀 SK1057 Ｄ５－６Ｆ１５

SＫｌ

6.4 底部外一糸切り、内・口縁部外一ロクロナデ。
張り付け高台。底部内面に沈線１条。

〃 軟質 灰白色（緑
色）

2５ 近江産
底部外面以外に釉

483 216-06 〃〃 SD1038 Ｄ５－３Ｌ３１

南北溝
13.4 7.0 4.7 〃 〃 硬質 灰色（暗オ

リープ色）
3０ 東波産。内面にトチン痕残る

底部外面以外に釉

484 218-04 〃〃 Ｄ5－９０１６

包含層
8.4 〃 〃 軟質 灰白色（緑

色）
5０ 近江産。内面トチン痕残る

全面に釉

485 215-02 〃〃 Ｄ5-9西
排土

16.0 7.4 .5.9 〃 〃 軟質 浅黄燈色
(オリーブ色）

口７

底3０
近江産。底部内面・高台内面に
トチン痕残る。底部外面以外に
釉

486 214-01 〃唾壷 SK1030 Ｄ5－９０２２

SＫ４

6.8 底部外一ロクロケズリ。張り付け高台。体部外
一ロクロケズリの後ロクロナデ、内一ロクロナ
デ｡体部外・口縁部内外一横方向のヘラミガキ。

〃 灰白色（淡
黄色）

口縁以
外完形

猿投産。釉全面

487 218-02 〃 壷 Ｄ３－８Ｐ１７

包含層
7.8 内、体部外一ロクロナデ。底部外一ロクロケズ

リ。張り付け高台。

〃 軟質 灰白色（緑
色）

2５ 釉内外に掛かる

488 215-05 〃 蓋 SK1017 Ｄ5－９１２２

SＫ１
(37） 内外一ロクロナデ。内一横方向のヘラミガキ。

外面に凸帯1条

〃 灰白色（オ
リープ黄色）

'1,片 釉内外に掛かる

489 216-05 〃 椀 Ｄ５－９Ｋ２５

包含層
6.8 内外一ロクロナデ。張り付け高台。 〃 灰白色（オ

リーブ黄色）
陰刻花文。猿投産
内外に軸

490 215-01 〃〃 Ｄ５－９Ｊ２２

SＤ４

6.7 〃 〃 灰白色（浅
黄色）

陰刻花文。猿投産
内外に軸

491 217-02 〃〃 Ｄ５－９Ｂ２

包含層
6.8 〃 〃 灰白色（オ

リープ黄色）
陰刻花文。猿投産
内外に軸

492 214-06 〃〃 Ｄ５－９Ｂｌ

包含層
4.8 外一ロクロケズリ（蛇の目)。内一ロクロナデ

の後一定方向のヘラミガキ。

〃 軟質 灰白色（灰
オリーブ色）

陰刻花文。京都産
内外に軸

493 216-04 〃 壷 Ｄ５－８Ｋ１６

包含層
19.8 口縁部内外一ロクロナデ。 〃 軟質 浅黄色 '１，片 二彩（緑色と黄緑色）

内面の釉剥落

49【Ｉ 216-07 〃 Ｄ５－９Ｋ２３

包含層
内一ロクロナデ。３本の粘土を張り合わせ把手
とする。

〃 淡黄色（黄
色）

水性の把手
釉外面のみ

495 211-01 灰釉陶器椀 D5-9B/Ｄ４
包含層

18.6 内・口縁部外一ロクロナデ。口縁部外下半一ロ
クロケズリ ◎

〃 良 灰白色 1５ 陰刻花文。D3-5R29Pitlより
同一固体

496 213-01 青磁椀 Ｄ３－８Ｑｌ７
包含層

19.8 内外一ロクロナデ。 〃 〃 灰オリーブ ５

497 213-02 〃〃 Ｄ３－８Ｒ１７

包含層
5.4 外一ロクロケズリ。内一ロクロナデ。 〃 〃 灰オリーブ 4０ 底部外以外に釉

498 213-0M！ 〃〃 SD1048 Ｄ5－１０１６

SＤ１

9.6 底部外一ロクロケズリ。 〃 〃 灰白色（オ
リープ灰色）

4０ 底部外面以外に釉

499 205-10 土師器土馬 Ｄ５－９Ｃ５

包含層
全面ナデ。脚の剥離痕残る。 〃 〃 燈色 胸部

500 016-01 〃〃 Ｄ５－ｌｌＸｌ８

包含層
ナデ◎

〃 〃 榿色 右脚部

501 205-09 灰釉陶器陶
馬

E3－２北 全面ナデ。目は竹管による刺突で表現。自然粕
掛かる。

〃 〃 灰白色

502 021-01 土師器皿 Ｄ５－８Ｇ１８

包含層
16.8 2」 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ、外一指オ

サエ｡

〃 〃 にぶい褐色 3０ 底部外面｢姉｣の墨書

503 021-02 〃〃 Ｄ５－８Ｇｌ８

Pit4

16.2 1８ 〃 〃 〃 燈色 2５ 底部外面｢□寺｣の墨書

504 210-01 須恵器杯 Ｅ３－６

排土
12.2 2.1 口縁部内外一ロクロナデ。底部内一ナデ、外一

ロクロケズリの後ナデ。

〃 〃 灰白色 3０ 底部外面に墨書

505 210-02 〃〃 〃 〃 〃 〃 灰白色 2５ 底部外面｢の｣の墨害

506 212-03 〃杯蓋 Ｄ６－６Ｎ８

包含層
内外一ロクロナデ。 〃 〃 灰白色 '|､片 底部外面に墨書

507 028-22 土師器杯 Ｄ５－９Ｋ２４

包含層
9.8 2.5 口縁部内外一横ナデ。底部内一ナデ、外一指オ

サエ ◎

〃 〃 黄楕色 完形 底部内面に漆付着

508 -45 製塩土器 Ｄ５－３Ｌ２７

Pitl

17.0 内外一指オサエ。 やや粗(1mmの砂
粒多く含む）

〃 榿色 ５

509 212-04 土師器鍋 Ｄ６－６Ｎ８

SＤ９

内一ハケメ（６本/14cm)。獣足は全面ナデ、脚
先端に５本刻みをいれ指を表現。

良(1～2mmの砂粒
含む）

〃 灰白色

510 239-07 黒色土器耳
皿

Ｄ５－５Ｇ２２

包含層
11.4 2.2 口縁部内外・底部内外一ヘラミガキ。張り付け

高台。

〃 〃 にぶい黄榿
色

6０ 黒色土器Ａ類

511 206-01 円筒埴輪 Ｄ３－６Ｂ４

包含層
29.6 外上半一縦方向のハケメ・下半一横方向のハケ

ﾒ。内一縦方向のハケメの後ナデ。
やや粗(1mmの砂
粒多く含む）

〃 淡黄色 1７
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9８

Nｑ 登録NＣ 器種 遺構 出土位置
法員（c､）

口径 底径 器高
調整技法の特徴 胎土 焼成 色調

残存度

(％）
備考

512 211-04 土製品紡蓬車 D３－６Ｄ３

包含層
2４ 上径3.5cm・下径4.7cm・全面ナデ 良(1～2mmの砂粒

含む）
良 にぶい榿色 完形

513 209-01 〃土符 Ｄ５－９Ｄ３

包含層
5.5 3.8 0.9 全面ナデ。上部に２穴穿つ。 2～4mmの砂少し

含む。

〃 浅燈色 表一かすかに墨痕残る
裏一へラによる花押と文字

514 20f7-O2 九瓦 E3-８１－３

包含層
内面、布目痕。外一縄目のちナデ。内面縁部一
ヘラケズリ 。

粗 〃 青灰色

515 208-02 平瓦 Ｃ1-11

包含層
内面、布目痕。外一格子状のタタキ。周縁部一
ヘラケズリ ◎

粗 〃 灰白色

516 208-01 〃 Ｃ1-4

包含層

〃 粗 〃 灰白色

517 206-02 〃 Ｄ５－９Ｂ４

SＤｌ
内面一布目痕。外一縄目状のタタキ。周縁部一
ヘラケズリ。

粗 〃 褐灰色

518 206-03 〃 Ｅ２－６

包含層
内面一桁目痕の後ナデ。外一縄目の後ナデ。周
縁部一ヘラケズリ。

粗 〃 灰白色

519 207-04 金属製品銭 Ｃｌ-11

包含層
2.3 景徳元宝（1004）

520 207-03 ”〃 〃 2.3 嘉祐通宝（1056）

521 207-05 〃〃 〃 2.3 紹聖元宝（1094）

522 207-06 〃〃 〃 2.3 聖来元宝（1101）

523 211-05 石製品碁石 Ｄ５－９Ｂ２

Pit6

1.3 0.7

524 213-03 〃砥石 Ｄ3-8

包含層
両面に使用痕跡残る

525 004-04 〃〃 Ｄ３－８Ｊ１１

包含層
四面使用痕跡残る

526 O0ul-05 〃〃 Ｄ3－８１１１

包含層
二面使用痕跡残る

527 O0uLO6 〃〃 Ｄ３－８Ｌｌｌ

包含層
二面使用痕跡残る

528 111-01 〃子持
ち勾玉

SＤ４ Ｃｌ－４

ＳＤ１

7.9 2.7 2.2 石材：滑石

529 225-03 土製品土錘 SK1035 Ｄ５－９Ｐ２１

SＫ１

2.5 1.2 3.39 良(1～2,mmの砂粒
含む）

良 褐灰色 完形

530 225-13 〃〃 Ｄ５－３Ｓ３１

P３

2.2 1.3 3.69 〃 〃 にぶい黄榿
色

完形

531 225-01 ”〃 SKlO23 Ｄ５－９Ｍ２］

P３

4.2 1.7 9.39 〃 〃 浅黄燈色 完形

532 226-06 〃〃 SＫ E２－６ＳＫ１ 4.9 1.2 6.69 〃 〃 灰白色 完形

533 225-07 〃〃 D5-9束
包含層

5.4 1.3 8.7９ 〃 〃 にぶい燈色 完形

534 226-0］ 〃〃 SKlOMl6 Ｄ５－３Ｓ３２

SＫ１

5.7 2.0 211９ 〃 〃 灰白色 ほぼ完
形

535 225-12 〃〃 SD1041 Ｄ５－３Ｓ２７

SＤ１

5.9 2.0 21.99 〃 〃 灰白色 ほぼ完
形

536 226-03 〃〃 Ｄ3-6

包含層
4.5 2.4 22.1９ 〃 〃 灰白色 完形

537 225-05 〃〃 Ｄ５－９Ｂ２

包含層
5.6 3.1 514９ 〃 灰白色 完形







定できないが、国府域を他に求めようとすれば、地

形の制約を受け、国町・前田地区のさらに西の東条・

西条地区、または追越地区のさらに東の綾之森・大

坪地区に分散せざる得ない。このことは方八町とい

われるような国府のプランを否定するもので、隣接

する地域の内容は不明だが、柘植川北部を通ってい

たと推定される海道に沿って東西に広がる平坦な段

丘上の地形を利用し、諸施設を配置した国府像が浮

かび上がる。

また、出土した遺物は多量で、これまで空白であっ

た伊賀地域の平安時代の土器の変遷に付いても大ま

かに追うことが可能となった。以下、政庁の変遷と

平安時代の土器について記述する。

１平安時代の土師器について

出土した遺物のうち、他地域でおおむね年代のお

さえられる須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器等の出土は

１割にも満たない量である。転用硯として使用され

た須恵器杯蓋の中には奈良時代後半まで遡るもある

が遺構に伴う須恵器は少ない。また、円面硯など奈

良時代前半まで遡るものが見られるが、当該期の遺

構は確認されていない。遺物の中で最も量的に多い

土師器は平安時代を中心とした資料であり、伊賀地

域ではまとまった出土例が少ないため、この時期の

良好な資料と言える。ここでは灰釉陶器、緑釉陶器

などの資料を参考とし、９～11世紀前半の当遺跡の

土師器、黒色土器の流れを見ることとする。

土器の器種構成としては、本文遺物の遺構別の器

種構成表のように土師器が８割近くを占め、黒色土

器が隆盛するするようになると、士師器と黒色土器

で９割近くを占めるようになる。これらはいずれも

供膳具である杯．mが中心で、煮沸具である甕など

の比率は極めて低い。県内では他地域の一般集落と

比較する資料がないが、明和町にある斎宮跡の９世

紀後半のSK2650の資料がこの割合に近い。国の出

先機関であった斎宮跡と同様、この傾向が伊賀国府

の特色といえる。

法量から口径146ｃｍ・器高2.9cmのＡＩ、口径１３．０・

器高2.8cmのＡⅡに分れる。ｍはSKlO11のものに底

部外面へラケズリで内面には暗文を施すものが見ら

れ、法量からＵ径20.1ｃｍ・器高2.0cmのＡＩ、口径16.5

ｃｍ・器高１８cmのＡⅡに分れる。ＡⅡの中でも口径

144cmの小形のものがある。

同時期の建物SB1070から出土したものに椀Ａが

見られる。椀Ａは、口径12.0ｃｍ・器高3.5cmほどの小

形で、外面にヘラミガキや、内面に暗文の残るもの

もある。底部ｅ手法で、口縁部が直線的に外上方に

延び、端部内面に面を持つものである。中期以降に

見られる、内湾しながら外上方に延びる口縁部で、

端部が外反する椀Ａとは形態が異なる。

椀Ｂは口径165cm、器高5.5cmで、口縁部下半へラ

ケズリを施すものである。

平安時代前期

◎９世紀前半の猿投窯黒笹14号窯期に相当するもの

には、SK1086の資料がある。黒色土器杯を見ると

ＳＫ１０１１とほぼ同様なものが出土しており、時期的

にそう隔たりはない。

杯は底部ｅ手法で、ヘラミガキを施すものはない。

法量から口径146ｃｍ・器高2.9cmのＡＩ、口径13.0・

器高2.8cmのＡⅡに分れる。

mはＡⅡのみがある。内面の暗文・外面のへラミ

ガキは施されない。

椀Ｂは、口径160ｃｍ・器高は高台が剥離している

が推定すると5.0～5.5cm程になると思われる。

◎９世紀後半の猿投窯黒笹90窯期に相当するものに、

１）土師器について

奈良時代後半～平安時代初期

◎出現期である奈良時代後半から平安時代初期の資

料は良好なものが少なく、ＳＤ１０１０・ＳＫ１０１１の出

土例のみで、時期的にも新しい様相が多い。掘立柱

建物出土の遺物には８世紀末～９世紀初頭に位置付

けられる平安京Ｉ期中段階に類似するものがあり、

初現の年代の一端を示している。

杯は底部ｅ手法で、ヘラミガキを施すものはない。

SKlO35の資料がある。

杯はＡＩ．ＡⅡがあるが、大半はＡⅡである。口

径130ｃｍ・器高2.9cmで、前期前半のものと法量的に

あまり差はない。

－１０１－



mは口径14.4ｃｍ・器高2.0cmのＡⅡがある。ＡⅡの

なかでも口径13.4ｃｍ・器高1.7cmの小形のものがあり、

皿は相対的に口径が小さくなる傾向である。口径が

20cm以上あるＡＩはなく、後半には消滅すると思わ

れる。

椀Ｂは、口径16.2ｃｍ・器高5.0cmと5.4cmの２個体が

出土しており、前期前半のものと余り変化はないが、

器高が減少する傾向と思われる。

また、ロクロ成形土師器もこの時期から見られ、

ＳＫ1009.1033.1035などから出土しているが量的

には少ない。

平安時代中期

◎９世紀末から10世紀初頭に位置付けられる資料

土師器は椀・杯の区別がほとんど無くなり、ここ

では杯と称した。mは京都系の「て」字、が出現し、

口縁部が短く外反する小形の皿が出現する。このm

の形態は、ロクロで成形するものに多く見られる。

SK1017の杯は、口径112ｃｍ・器高１８ｃｍと森脇遺

跡SZ301のものに類似し、１０世紀後半でも古い時期

に位置付けられる。整地層出士の杯は口径10.4ｃｍ・

器高2.3cmと小形化する。口縁部の形態が様々で、細

分が可能なものかも知れない。森脇遺跡SZ303、奈

良の薬師寺西僧坊のものに類似し、「て」字mから

平安京のⅢ期中段階で、１０世紀後半でも新しい時期

に比定される。

平安時代後期

◎11世紀の資料には、ＳＫ１０５４・lO64のものがある。には、SK1012のものがある。

杯はＡⅡが中心で、法量的にはSK1035の杯とあ

まり差はない。

mは前期同様口径15～16ｃｍ・器高1.2～1.8cmのＡ

Ⅱと、口径13.2cmの小形のものがある。

椀Ｂもこの時期まで残るようである。新しい様相

として、口縁部の外反する椀Ａや杯でも小形のもの

が出現する。前期から続く土師器杯．m・椀は減少

し、消滅する傾向であるといえる。

◎10世紀前半の資料には、ＳＫ１０７７・ＳＤ１０８１，

土師器は杯．mが中心で、新たに杯Ｎが出現する。

杯Ｎは数が少なく、その系譜は平安京Ⅲ期新段階に

出現するいわゆる２段ナデロ縁をもつ杯Ｎ・ｍＮに

求められるかもしれない。

mには「て」字Ⅲや端部を折り曲げるmがある。

前者の中に口径９cm前後と平安京Ⅲ期新段階より新
８

しし】要素が見られ、後者は三反田遺跡ＳＫ１のよう

に瓦器に伴う遺構から出土しており、SK1054から

瓦器が１点出士していることを考えると、平安京Ⅲ

期新～Ⅳ期古段階の概ね11世紀前半から中葉とする

のが妥当である。

浮田遺跡の報告文中に１１世紀から１５世紀までの土

師器の変遷に付いてに記述されているが、今回杯Ｎ

としたものは大形土師ｍＢ系に、杯としたものは同

小形土師ｍＢ系、ⅢＡとしたものは小形土師器ⅢＡ

系に各々つながっていくものである。

1082のものがある。SD1082の杯は口径10ｃｍと小形

化するもので新しい要素が多い。

器種としては杯Ａと椀Ａ・ⅢＡがある。

杯Ａは器壁が薄く、口径11cm前後・器高２ｃｍと小

形化し、大形のものはない。

椀Ａは口径12cm前後・器高２cm前後で、ＳＤ1081.

1082に類例が見られる。他に口径の大きなものがあ

るが、個体数が少ないため分類はしていない。大形

というものの口径は14cm以下で、いわゆる小形食器

といえるものである。

ⅢＡは口径が14cm程で底部は丸みを持ち、前期か

ら続く皿は消滅する。この皿としたものは、１０世紀

後半に相当する平城京左京六条三坊十三坪跡のＳＫ

２１の杯に形態的に類似するが、ここではmとした。

形態的にⅢと杯との区別が無くなっていく時期であ

ろう。

◎10世紀後半の資料には、整地層・ＳＫｌＯ１７などが

２）黒色土器について

黒色土器の出現は平安時代前期前半で、以後瓦器
１０

の出現する11世紀中頃まで、内面黒色ｲﾋのＡ類が中

心に存在する。

平安時代前期前半の器種には、杯.m・風字硯が

ある。杯は器壁のやや厚いもので、外面へラケズリ

の後、口縁部のみへラミガキを施すものである。m

も器壁の厚いもので、これらの出土点数はわずかで、

すべて搬入品と思われる。

前期後半になると、杯・椀Ａ・Ⅲ・鉢Ａ・鉢Ｂ・ある。

－１０２－



風字硯等と器種が最も豊富となる。杯・鉢Ａともに

器壁が薄く、丁寧な作りのものである。椀Ａは口径

15.3cm、器高４３cm、底径約8cmほどのＡⅡと、口縁

部を欠するが底径10cmの深椀タイプのＡＩがある。

mは口径14.3cm、器高2.7cmで内面に暗文が施される。

中期は椀Ａが中心で、皿は少なくなる。椀は口径

により、ＡＩ．ＡⅡ．Ａmに分類される。－部黒色

土器Ｂ類が出土するが、点数はわずかで搬入品の可

能性が高い。SKlO12出土の227は器形的に土師器椀

Ｂの脚になるもので、類例がなく士師器製作集団が

作ったものと考えられ、黒色土器Ａ類の在地生産が

開始されている可能性が高い。

中期後半では椀のみとなる。作りが悪いものが多

くなり、ヘラミガキも粗雑化し、施されないものも

増え、規格`性の失われていく時期である。ヘラミガ

キの施されないものは器壁が厚く、作りが悪く在地

で生産されたと考えて間違いない。ＳＰｌＯ７６から出
１１

土した黒色土器は森脇遺跡SD303と法量的Iこも同じ

ものである。

最終末である11世紀前半では黒色土器は減少し、

消滅する。

位置的に大和に接するため、黒色土器Ａ類→同Ｂ

類→瓦器の変遷が伊賀でもたどれると考えられてい

た。しかし、伊賀地域での黒色土器の分布はＡ類が

中心で、搬入品として９世紀前半に出現し、在地で

の生産の開始は不明であるが11世紀前半までその生

産は続く。伊賀国府出土の黒色士器の中心はＡ類で、

Ｂ類は数点しかなく、Ｂ類の在地での生産に関して

は疑問視される。

２政庁域の変遷について

伊賀国府の初現については、重複が著しいために

その時期を確定することは出来なかったが、北を区

画する東西溝SD1010が平安時代初期に埋没してい

ること、出土した遺物の中には奈良時代まで遡るも

のがあることなどを考えると奈良時代の範祷に成立

したことは確実である。しかし、奈良時代前半に比

定される円面硯なども出土しているが、その出土量

は多くなく、遺構も未確認であるために、奈良時代

でも後半代と考えられる。

重複しているために未確認の可能性が残るものの、

当地域での初現を奈良時代前半まで遡らせる可能｣性

は低いが、前田地区の飛鳥時代の遺構、東に位置す
１２

る外山大坪遺跡の飛鳥時代から奈良時代までの遺構

など、奈良時代前半以前の国府については他地域に

存在する可能性は残っている。

廃絶期は、遺構から出土する瓦器が微量であるこ

とから、伊賀地域で瓦器が出現するまでの11世紀前

半である。以下、奈良時代後半から平安時時後期ま

での政庁域の変遷について見ることにする。

○奈良時代後半から平安時代前期前半

伊賀国府の成立期である。建物の存続時期として

はSB1070出土の遺物に８世紀末から９世紀初頭の

ものが含まれ、その年代の一端を示しているが、存

続時期は断定できない。その廃絶時期は平安時代前

期前半まで遡る可能性も若干残っている。正殿SB

1056は５間×３間、前殿SB1065は３間×２間の東

西棟で、西脇殿は北に２間×２間のＳＢ１０８４とその

南に４間×２間のSB1085、東脇殿も同様に北にS

B1070、その南にSBlO75が位置する。これらを取

り囲む塀ＳＡ１052.1091とその更に北には東西溝S

D1010が存在する。建物の方向は真北か北で東に1°

振れるものである。なお、東脇殿については、正殿、

前殿の建物中軸線から折り返した位置で想定したも

ので、本文中で触れたように未検出の柱穴など問題

が残るものである。

東側の南北方向の掘立柱塀は平成元年度の調査で

確認したものが可能性が高く、この位置と西の掘立

柱塀SA1091との距離は414ｍであり、これは140尺

に相当する。

西側南北塀SAlO91の外側には南北溝SD1087が

あり、西の雨落ち溝の可能性もあるが、東では確認

していない。北は東西塀SA1052の北には溝はなく、

南に位置するSD1053が内側の排水溝に当たる可能

性が強い。

南では、西脇殿SB1085の南４４ｍにある東西溝S

D1098が、方向・時期を同じくする。東脇殿前面の

Ｄ５－９中央トレンチのＳＫ１０７６としたものはSD

1098の延長上にあるもので、一連の溝の可能性が高
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性は充分に考えられ、東の官衙群とを画する南北溝

の存在する可能性は高い。

○平安時代前期

正殿SB1055は７間×３間の三面廟付建物、前殿

SB1066は５間×２間と各々規模を大きくして、ほ

ぼ同じ位置で建て替えられる。また、西脇殿SB1095、

東脇殿SB1073の両脇殿は位置を南にずらして５間

×２間の規模で建て替えられる。建物の方向は前代

と同じく、北で０～１．東に振れるものである。

時期的には黒笹14号窯期から黒笹90号窯期までの

約100年間と想定され、建物の耐用年数から建て替え

が考えられるが、現状で確認していないために時期

の細分はしていない。建物にはならない柱穴が幾つ

い。正殿の北側柱から掘立柱塀ＳＡ１０５２までの距離

は約4.4ｍで、西脇殿SB1075の南柱穴から東西溝S

D1098の北肩までの距離とほぼ等しく、南を画する

東西溝の可能性が高いものである。

北の溝は内側にあり南も内側とすると南北の塀は

20間以上(44.4ｍ）となり、Ｄ５－９中央トレンチの

SDlO69やSK1077の底にある若干のくぼみが掘立

柱塀の痕跡にあたる可能性も考えられる。このよう

に考えることが可能なら掘立柱塀に囲まれた南北２０

間（１間＝7.5尺：150尺)、東西18間（ｌ間＝7.75尺：

140尺)の政庁域を復原することができる。

東の南北溝は確認していないが、後述する平安時

代前期の東西溝SD1029は当該期にも存在した可能
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カコ確認されていること、遺構検出が非常に困

難なため見落としの柱穴があることが予想さ

れ、今後の問題点のひとつとしておく。

塀、溝など周辺を区画する施設は確認して

いない。平安時代中期に想定される塀の下限

が10世紀前半代であることから、存続時期を

当該期までさかのぼらせる可能性も考えられ

る。また、東のＤ５－９束調査区南側で平安

時代前期前半の東西溝SDlO28、前期後半の

東西溝SDlO29があり、さらに西に延びるも

のであるが政庁域の東南部では確認していな

い。このため政庁域東南部とこの間の未調査

区で政庁域の東を画する南北溝に取り付くも

のと考えられる。

○平安時代中期

正殿SB1060は５間×３間、脇殿は西脇殿

SB1090、東脇殿ＳＢ１０７１ともに５間×２間

の礎石建物となり、ほぼ同じ位置で建て替え

られる。礎石の抜き取り痕跡から出土する遺

物は10世紀末から11世紀に入るものが出土し

ているが、Ｄ５－９中央トレンチ南辺の整地士層に

見られるように10世紀後半代に大規模な整地が想定

され、礎石建物の礎石は'よこのときに抜かれたもの

と思われる。このため、出土する遺物から、これら

の建物は10世紀代以前としか判断が出来ない。建物

の方向は北で東に１．振れる。１０世紀後半代の整地

は、その出士した遺物から薬師寺西僧坊のものに近

く、１０世紀の第４四半期の年代が与えられ、この整

地に伴う建物については確定できない。可能性とし

ては平安時代後期としたものが－部入るかも知れな

い。

周辺を区画する施設は確認していないが、Ｄ５－

９中央トレンチのP1074は10世紀前半代に下限がお

さえられるもので､、東にも同規模の柱穴が存在する

ことから、南を画する掘立柱塀の柱穴になる可能性

もある。南の調査区では遺構密度が薄いことを考え

ると南限をこの付近とすることが出来る。

○平安時代後期

平安時代中期まで正殿の位置をほぼ同位置で踏襲

していたが、正殿の位置、建物の配置が崩れていく

最終末の時期である。
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ことが可能である。このうち、北側のものは重複し

ており、南面を画する塀として３回の建て替えが行

われていたことが窺える。すべてが平安時代後期に

存在していたかは問題であるが、１間分ということ

もあり周辺の調査状況の進展を待つということで、

ここでは南面を画する塀が数回にわたり建て替えら

れて存在していた可能性があるという指摘のみにと

どめておく。

このような変遷を辿るものと考えられるが、一部

が解明できただけで、多くの課題が残っている。政

庁域では問題の残る両脇殿・塀、未検出であった南

門の確認や官衙域・国府域の確認など検討すべきこ

とは多い。また、最終末の正殿としたものは政庁の

正殿としては規模的に小さく、他の施設の可能性も

残っている。国分寺の衰退期とほぼ同時期であり、

勢力基盤の変化が建物配置に表れているのかも知れ

ない。

伊賀国府については、４次に渡る範囲確認調査で

所在地をほぼ確定できる成果を得たが、なお多くの

課題が山積しており、今後の調査により全体像が早

急に解明されることを期待したい。
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正殿SB1062は５間×２間の東西棟で、政庁域の

ほぼ中央に位置する。方位は東で南に２．振れる。

東脇殿SB1072は建物位置を踏襲するもので、方位

は北で西に振れ正殿とは逆のものである。西脇殿は

不明であるが、規模、時期不明であるSB1096など、

その可能性の高いものはある。

SB1062より新しいものには、３間×２間と推定

される正殿SB1059がある。また、建物に附属する

施設として、その南約30尺の位置に東西溝ＳＤ１０６３

がある。この溝底には無数の小穴が見られ、杭など

を打ち込んだ簡単な目隠し塀的な施設であったと思

われる。建物、東西溝の方位は東で南に３．振れる。

柱穴及び溝から出土した遺物の中に、瓦器の小片が

ある。混入した可能性が残るものの、遺構の周辺で

は瓦器の出土が少ないことから、その廃絶の時期を

伊賀で瓦器が出現する前後の11世紀中頃に置くこと

が出来る。

周辺を区画する施設としては、前代同様にＤ５－

９中央トレンチ南端で、塀になると思われる柱列が

２条ほど想定できる。平安時代中期のＳＰ１０７４より

さらに南の位置で、東西に１間分で２列分想定する

，
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収録遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

印代東方遺跡他

伊賀国府跡

集落

集落

官衙

弥生時代後期
～古墳時代
中世

弥生時代

古墳時代から
飛鳥時代

奈良時代後半
～平安時代初

平安時代前期

平安時代中期

平安時代後期

竪穴住居、士抗、溝
ピット

溝（１）

、

竪穴住居（１）、溝(４）
掘立柱建物（９）

、

掘立柱建物(10)･塀（２）
溝（４）、士抗（２）

掘立柱建物（９）･塀（２）
溝（７）、士抗(１１）

掘立柱建物（６）
溝（８）、士抗(12）

掘立柱建物（３）
溝（８）、士抗（７）

弥生土器、須恵器、
土師器、木製品

弥生土器

須恵器、土師器、
木製品、石製品

須恵器､土師器、 里
ｊｂｂ、

色土器、瓦器、瓦 、

円面硯､風字硯（黒
色土器・灰釉陶器）
猿面硯、転用硯、
緑釉陶器､二彩陶器、
灰釉陶器、士馬
墨書土器、土錘

、

、

製塩土器、木製品

伊賀国府が置かれてい
たという説が有力であっ
たが、弥生・古墳時代
と中世の遺構が中心で
あることが判明。

弥生時代と古墳時代の
遺構は主に東の追越地
区で検出。

伊賀国府の政庁を国町
地区で確認｡在続時期
は奈良時代後半から平
安時代後期。
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